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音色  
◆声や楽器，またはそれらの組み合わせ
◆身の回りの音　など

リズム  
◆拍や拍子の違い
◆曲を特徴付けているリズム　など

速度  
◆緩急の変化や対比　など

旋律  
◆音のつながり方やフレーズ
◆旋律を生み出す基となる音階　など

テクスチュア  
◆ハーモニー
◆音や旋律の重なり方の違い　など

強弱  
◆強弱の変化や対比　など

構成  
◆反復，変化，対照
◆主題の扱い方　など

形式  
◆ソナタ形式やロンド形式といった楽曲形式
◆形式にとらわれないスタイル　など

その他の要素  
◆作曲者の意図や表現の様式
◆地域や民族，時代による違い
◆演奏者による解釈の違い
◆他の芸術との関わり　など

上の絵画は，フランスの画家クロード・モネ（1840～1926）が描いた『ルーアン大聖堂』の「朝」と「日暮れ」である。
同じ風景だが，彩色の違いによって受ける印象はそれぞれ異なる。これを音楽に置き換えると，同じメロディーでも，
演奏する楽器の音色やハーモニーの違いなどによって感じ取る印象が変わるといえる。下に示した音楽を形づくって
いる要素について，◆のような点に着目すると，その特徴や効果を感じ取ることができる。

音楽は，このように多くの要素が複雑に融合してで
きている。また，鑑賞する私たちの側にも次のような
さまざまな条件が加わり，感じ方に違いが生まれる。

● 今までの音楽体験や各自の美意識
●鑑賞時の心身の状態
●鑑賞時の環境　など

「朝」 「日暮れ」

音楽を鑑賞する際に

音楽を鑑賞する際には，まず曲への興味をもってみよう。そして，楽曲の背景や音楽を形づくっている要素につい
て知り，理解を深めて音楽を楽しもう。
教科書には，日本の伝統音楽，世界の諸民族の音楽，西洋音楽，ポピュラー音楽などが取り上げられている。それ
らへの理解を深めて音楽を楽しみ，気付いたことや感動したことなどを文章にまとめたり発表したりしよう。
また，演奏や創作をする際にも，同様に取り組んでみよう。
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◉  3管編成の配置例

木管楽器

金管楽器

弦楽器

打楽器

　オーケストラとは，弦楽器，管楽器，打楽器から構成され
る器楽の合奏形態である。この形態がヨーロッパで発生した
17世紀頃，楽器の編成は特に決まっておらず，宮廷のサロ
ンや貴族の邸宅が主な演奏の場であったことから，規模も小
さかった。やがて庶民も音楽を楽しむ時代になり，大きなホ
ールに演奏の場が移ると，楽器編成の規模は拡大していった。
　オーケストラの編成は，木管楽器（同属楽器を含む）の本数

によって「２管編成」（→P.128）「３管編成」と呼び分けられる。
音色の多様さや音量の豊かさを重視するロマン派以降の音楽
では，３管編成が主流となった。その他に，マーラーは交響
曲で４管編成を基本とし，ストラヴィンスキーは《春の祭典》
で５管編成を用いている。楽器の配置は，指揮者の考えや曲
目，ホールの構造や音響の特性などによって工夫されるため
さまざまである。
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◉オーケストラ・スコアを見てみよう（ブリテン作曲《青少年のための管弦楽入門》から）

⃝�「スコア（総譜）」とは，合奏，合唱，重奏，重唱などの各パ
ートが一目で分かるようにまとめて書かれた楽譜である。
⃝��オーケストラ・スコアは上の譜例のように同属楽器ごとに
まとめられ，音域の高いものから順に並べられている。た
だしホルンは例外である。
⃝��ヴィオラのパートは「アルト譜表」で書かれる。この他に，
チェロやファゴット，トロンボーンなどのパートは「テノ

ール譜表」で書かれることがある。
⃝��管楽器の中には，楽譜に書かれた音と実際に出る音の高さ
が異なるものがある。これを「移調楽器」と呼び，上の譜例
ではクラリネットとホルンが相当する。楽器名の「in�B b」�
「in�F」「in�C」は使用する管を示している。
⃝��※印の段には，オーケストラの標準的な編成に含まれない
楽器（ピアノなど）や，協奏曲の独奏楽器などが入る。
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　一つ一つの音の切り方やつなぎ方のことを「アーティキュレーション」と呼ぶ。これは旋律に
さまざまな表情を付けるための大切な方法である。リコーダーでは，タンギングを工夫するこ
とによって，アーティキュレーションを生かした表現豊かな演奏をすることができる。

● アーティキュレーション

モリス・ラヴェル 作曲

ボレロ

…開ける　　 …閉じる　　 …サミング(少し開ける)　　Ｂ…バロック(イギリス)式の運指　　Ｇ…ジャーマン(ドイツ)式の運指
楽器の特性によって運指が異なる場合もあるが，ここでは標準的なものを示している。
この教科書では，ソプラノ・リコーダーをSR，アルト･リコーダーをAR，テノール･リコーダーをTR，バス・リコーダーをBRと表記している。

※3：アルトの場合。運指に加えて足部管の先端を腿
もも

で閉
じる（主に座って演奏するときに用いられる方法）。

●楽譜に記されているスタッカートやテヌート，スラーなどの
アーティキュレーションは一例である。

M
モデラート
oderato：中ぐらいの速さで

リコーダーで
名曲に挑戦！

バレエ音楽《ボレロ》 132ページ

フルート  ➡ クラリネット  ➡ バスーン（ファゴット） ➡ 小クラリネット  

オーボエ・ダモーレ  ➡ フルート／トランペット  ➡ テナー・サクソフォーン  ➡ ソプラノ・サクソフォーン＊  

ピッコロ／ホルン／チェレスタ  ➡ オーボエ／オーボエ・ダモーレ／コール・アングレ（イングリッシュ・ホルン）／クラリネット  

 ➡ トロンボーン  ➡ ピッコロ／フルート／オーボエ／コール・アングレ／クラリネット／テナー・サクソフォーン 　

ピッコロ／フルート／オーボエ／クラリネット／ヴァイオリン  

 ➡ ピッコロ／フルート／オーボエ／コール・アングレ／クラリネット／テナー・サクソフォーン／ヴァイオリン

 ➡ ピッコロ／フルート／オーボエ／コール・アングレ／トランペット／ヴァイオリン  

 ➡ ピッコロ／フルート／オーボエ／コール・アングレ／クラリネット／ソプラノ・サクソフォーン／トロンボーン／ヴァイオリン／ヴィオラ／チェロ

ピッコロ／フルート／ソプラノ・サクソフォーン／テナー・サクソフォーン／ピッコロ・トランペット／トランペット／ヴァイオリン  

 ➡ ピッコロ／フルート／ソプラノ・サクソフォーン／テナー・サクソフォーン／ピッコロ・トランペット／トランペット／トロンボーン／ヴァイオリン  

　　　　　　　 総奏(トゥッティ
tutti)

132 133

　この作品は，ロシアの前衛舞踊家イダ・ルビンシテインの依頼に応じて作曲されたバ
レエ音楽で，スペインの民族舞踊である「ボレロ」のリズムを素材としている。フランス
の作曲家であるラヴェル（1875～1937）は，自身の作品だけでなく他の作曲家の作品
においてもオーケストラ編曲に優れた才能をみせ，「オーケストラの魔術師」と呼ばれた。
この作品でもその妙技が存分に発揮されている。

《ボレロ》初演時の衣装を着けた
ルビンシテイン

旋律A

旋律B

＊  元の楽譜は高音域をソプラ
ニーノ･サクソフォーンで
演奏するように書き分けら
れているが，現在ではソプ
ラノ･サクソフォーンだけ
で演奏するのが通例である。

旋律の特徴と曲の変化を聴き取ろう

1

2

3

5

4

この曲がどのように組み立て
られているのか聴き取ろう。

◉ 2小節のリズム・パターンが，小太鼓を中心にさまざまな楽器によって
全曲を通して演奏される。

◉ 2種類の旋律が，楽器の編成を変えながら何度も繰り返される。

◉ピアニッシモで始まり，しだいに音量を増しながらクライマックスへと向かっていく。

◉旋律 はハ長調の音階の音（ピアノの白鍵部分の音）で作
られているが，旋律 にはハ長調の音階に含まれない音が
多く用いられている。

◉旋律 は1オクターヴ程度の音域に限られているが，旋律
は広い音域にわたっている。

旋律Aの構成音 旋律Bの構成音

◉ 2種類の旋律が組み合わされ，リズムや音の動きが変化する。

◉調性がいったん変化し，再びハ長調に戻る。
◉演奏される打楽器の種類が増える。

旋律が複数の異なる調で同時に演奏され，独特の響きが生み出される

小クラリネット：ここではE b 管を指し，クラリネット（B b 管）よりも高い音域を受け持つ。
オーボエ・ダモーレ：オーボエの同属楽器で，より低い音域を受け持つ。
チェレスタ：金属の音板をハンマーでたたいて高い音域の音を鳴らす，共鳴箱付きの鍵盤楽器。

旋律がハーモニーを伴って動く

リズムを刻む小太鼓が2つに増える

伴奏にティンパニが加わり，重厚感が増す

旋律が
繰り返される
順序

S T E P 1 作品全体の構成を聴き取ろう

S T E P 2 2 種類の旋律を聴き比べて印象の違いを話し合おう

S T E P 3 ラヴェルのオーケストレーションの妙技を味わおう

S T E P 4 総奏によるクライマックスでの変化を聴き取ろう

2種類の旋律の構成音に着目し，
それぞれの旋律がどのように性格
付けられているのか考え，印象の
違いを話し合おう。

各楽器の音色や組み合わせの変化によって生まれる響きの違いを味わおう。

クライマックスでのさまざまな変化が，どのような効果をもたらしているのか聴き取ろう。

バレエ音楽《ボレロ》　モリス・ラヴェル 作曲

クライマックス

リコーダーで名曲に挑戦！《ボレロ》35ページ 音楽を鑑賞する際に130ページ 楽器名の略表記 147ページオーケストラを知ろう 142ページ

1 2 3

（後半部分を変化させている）4 5 クライマックス

2 3

　私たちの生活と音楽の関わり方が時代とともに変化していく中で，MOUSAもそれ

に適合するよう改訂を重ねてきました。平成29年度から使用されるMOUSA１では，

教材，表記，参考図版，レイアウトなど，全ての内容を徹底的に見直しています。言

語活動を促す際には，活発な意見交換が行われるように，提示する箇所や内容が適切

かつ具体的であるかなどにも配慮しました。また，「アクティブ・ラーニング（主体的な

学び）」の重要性が問われる今日，音楽科でどのように取り入れれば生徒たちがその本

質に触れることができるかを考えながら，紙面へと反映させていきました。

　このように時代の変化に伴いMOUSAは進化し続けておりますが，コンセプトは一

貫しています。それは，生徒たちが卒業後も手元に残しておきたいと思える教科書に

するということです。このコンセプトの下，教材一つを見直す際にも，単に定めた学

習内容のためだけに教材を選ぶのではなく，その教材が「生徒の心を動かす音楽」であ

るかどうかを第一に考え，より深みのある教科書へと生まれ変わりました。

MOUSA１では，「具体的にどのような活動をして，何を学ぶのか」を紙面ごとに明確に示しました。
また，生徒が主体的に楽しく学ぶことができるように，各紙面にさまざまな工夫を凝らしています。
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ユニバーサルデザインに配慮した表示
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分
か
り
や
す
く
解
説

鑑賞曲の旋律をリコーダーで演奏
オーケストラの編成や楽器を確認

について

教科書紙面の一例

学習活動をサポートする資料や，表現と鑑賞を深めるための教材
などへ適宜リンクを張っています。また，教材によっては歌唱，
器楽，創作，鑑賞のそれぞれを関連付け，音楽の能力が確実に
定着するようになっています。

（P.35）

（P.130）

（P.132・133）

（P.142・143）

紙 面 構 成



原調：イ長調
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滝 廉太郎（1879～1903）は，東京音
楽学校（現，東京藝

げい
術
じゅつ

大学）に15歳で入
学。その才能を発揮して，我が国の西洋
音楽導入期における先駆的な作品を残し
た。1901年，ドイツに留学するが病気
で帰国し，23歳という若さで世を去った。
　二声の〈花〉は日本で最初に作曲された

合唱作品の一つで，単声の〈納涼〉，四声の〈月〉〈雪〉とともに
1900年に出版された組歌《四季》に収められている。

中田喜直（1923～2000）は，東京音
楽学校（現，東京藝術大学）のピアノ科を
卒業。ピアノ曲をはじめ，歌曲，童謡，
合唱曲などに数々の名作を残した。
　《夏の思い出》は，1949年にNHKか
ら依頼された「ラジオ歌謡」のための作品
である。当時，一度も尾瀬に行ったこと

はなかったが，詩を読んでいるうちに湧いてきたイメージを
基にその場で書き上げたと本人が語っている。

江
え

間
ま

章
しょう

子
こ

 作詞／中
なか

田
だ

喜
よし

直
なお

 作曲

夏の思い出 歌
詞
が
表
す
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
歌
お
う

江間章子 作詞／中田喜直 作曲

一
、
夏
が
く
れ
ば

　思
い
出
す

　
　は
る
か
な
尾お

瀬ぜ

　遠
い
空

　
　霧
の
な
か
に

　う
か
び
く
る

　
　や
さ
し
い
影

　野
の
小こ

径み
ち

　
　水み

ず
芭ば

蕉し
ょ
う

の
花
が

　咲
い
て
い
る

　
　夢
み
て
咲
い
て
い
る

　水
の
辺ほ

と
り

　
　石し

ゃ
く

楠な

花げ

色
に

　た
そ
が
れ
る

　
　は
る
か
な
尾
瀬

　遠
い
空

二
、
夏
が
く
れ
ば

　思
い
出
す

　
　は
る
か
な
尾
瀬

　野
の
旅
よ

　
　花
の
な
か
に

　そ
よ
そ
よ
と

　
　ゆ
れ
ゆ
れ
る

　浮
き
島
よ

　
　水
芭
蕉
の
花
が

　に
お
っ
て
い
る

　
　夢
み
て
に
お
っ
て
い
る

　水
の
辺
り

　
　ま
な
こ
つ
ぶ
れ
ば

　懐な
つ
か
し
い

　
　は
る
か
な
尾
瀬

　遠
い
空

　

石
楠
花
色（
薄
い
紅
色
）

浮
き
島（
湿
原
や
沼
に
浮
い
て
、
島
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
）

d
ディミヌエンド

iminuendo(dim.)：だんだん弱く

6

ふるさと
小山薫

くん
堂
どう

 作詞／ y
ユース
outh c

ケース
ase 作曲／三

み
宅
やけ

悠
ゆう

太
た

 編曲

詩
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
大
切
に
、
フ
レ
ー
ズ
を
感
じ
て
歌
お
う

p
ポーコ
oco：少し　　D

ダル
al S

セーニョ
egno(D.S.)：%に戻る　　fi：次のfiまでとばす　　r

リテヌート
itenuto(riten.)：すぐに遅く　　a

ア
 t

テンポ
empo：もとの速さで

2010年の「第61回NHK紅白歌合戦」のために制作された楽曲で，アイドル・グループ「嵐」が中心となり歌われた。13年には「第80回
NHK全国学校音楽コンクール（小学校の部）」の課題曲となるなど，幅広い世代に親しまれている。

歌う
とき通常時通常時

4

作曲者不詳／内藤淳一 編曲

A
アヴェ

ve M
マリア

aria曲
想
を
感
じ
取
っ
て
歌
お
う

長くのばしている音の
高さが変わらないように 響きが落ちやすいので注意しよう

響きが落ちやすいので注意しよう

M（子音）で音高が正しく取れているか確認しよう

母音だけで歌ってみようa a i ae

音高が上がりきらないことが多いので注意しよう

ー正しい姿勢や呼吸法，発声法を身に付けよう

EXERCISE 1　歌 う 前 の 準 備

●下半身を安定させ，頭のてっぺんから上に
引っ張られているような感じで立とう。

●おなかだけでなく，腰回り全体にも空気を
入れるような感じで息を吸おう。

●息を吸ったらいったん止め，一定の強さで
長く息を吐こう。

●口と喉を開け，口
こう

腔
こう
（口の中の空間）や鼻

び
腔
こう
（鼻の中の空間）を広げよう。

●あくびをするときのような形で，無理な力が入らないようにしよう。

●深く息を吸い，下腹部や背中の支えを
保ちながら声を出そう。

●口腔や鼻腔を広げ，声が軟口蓋に当た
るような感覚をつかもう。

●腰に手を当てて
息を吸い，腰回
りが膨らむのを
確認しよう。

  姿 勢 と 呼 吸  

  口 と 喉
のど

の 形   
 発 声  

※ 椅
い

子
す

に座って歌う場合は浅く腰掛け，上半身は基本
的に立っているときと同じ姿勢をとる。

視
線
を
落
と
さ
な
い

肩
の
力
を
抜
く

背せ

筋す
じ

を
伸
ば
す

軽
く
顎あ

ご
を
引
く

軟
口
蓋
を
上
げ
、
舌
を
下
げ
る

咽
いん

頭
とう

声帯

鼻腔

口
こう

唇
しん

硬
こう

口
こう

蓋
がい

軟
なん

口
こう

蓋
がい

舌

眉
まゆ

や頰
ほお

が上がる

息の流れが帯のよう
に上のほうに伸びて
いくイメージ

腹式呼吸の確認

喉
こう

頭
とう

モーリツ・ハウプトマン 作曲
　　　　　  ヴィーァ

（原題：Wir gratulieren）

※発声練習用に音価と
歌詞を変えている。

グラトゥリーレン
モーリツ・ハウプトマン 作曲

　　　　　  ヴィーァ

（原題：Wir gratulieren）

※発声練習用に音価と
歌詞を変えている。

グラトゥリーレン

5

この音型はレガートに，そして響きを
落とさないように

音高が下がっていないか確認しよう

素早いブレスで 特に深く

音程に注意 音程に注意

EXERCISE 2　発 声 練 習

　歌う前にまず，姿勢と呼吸の確認をしよう。そして，豊かな声の表現を目指して発声練習に取り組もう。その際，以下の
①～④のようにそれぞれ明確な目的をもって行うと効果的である。

作曲者はイタリアのジュリオ・カッチーニ（c.1545～1618）といわれていたが，別の人物の作であるという説もある。
この曲以外にも多くの《Ave Maria》があり，シューベルトやグノーの作品などもよく知られている。

①音の響きをそろえて ②鼻腔に共鳴させて ③腹筋を使って ④響きを保って

●響きを保ってのびやかに歌おう。また，輪唱をしよう。

●曲の一部分を取り出して一息で歌おう。

デイ・ドリーム・ビリーバー
ZERRY 日本語詞／ジョン・スチュアート 作曲／植村幸市 編曲

47

リ
ズ
ム
に
気
を
付
け
て
演
奏
し
よ
う

D
ダル
al S

セーニョ
egno(D.S.)：%に戻る　　fi：次のfiまでとばす

37

序曲
（交響組曲《ドラゴンクエストⅠ》から）

すぎやまこういち 作曲／内藤淳一 編曲

曲
想
を
感
じ
取
っ
て
表
現
を
工
夫
し
よ
う

M
マエストーソ
aestoso：荘

そう
厳
ごん

に　　

：新たな拍子の!は，前の拍子の と同じテンポで演奏する　　T
テンポ
empo d

ディ
i m

マルチャ
arcia：行進曲の速さで　　s

シーミレ
imile：前と同様に続けて

ゲーム・ソフト「ドラゴンクエスト」シリーズの第１作は1986年に発売された。ゲームの中で使われている音楽は，オーケストラや吹奏
楽などにも編曲され，作曲者自身の指揮によるコンサートも開催されている。

：だんだん遅く　　a
ア

t
テンポ

empo：もとの速さで

一
、
春
の
う
ら
ら
の
隅す

み

の
ぼ
り
く
だ
り
の

の
し
ず
く
も
花
と
散
る

な
が
め
を
何
に
た
と
う
べ
き

二
、
見
ず
や
あ
け
ぼ
の
露つ

ゆ

わ
れ
に
も
の
言
う
桜
木
を

見
ず
や
夕
ぐ
れ
手
を
の
べ
て

わ
れ
さ
し
ま
ね
く
青あ

お

お
り
な
す
長ち

ょ
う

堤て
い

に

く
る
れ
ば
の
ぼ
る
お
ぼ
ろ
月

一い
っ
刻こ

く
も
千せ

ん
金き

ん
の

な
が
め
を
何
に
た
と
う
べ
き

（
柔
ら
か
い
日
ざ
し
を
受
け
て
い
る
）

（
水
を
か
い
て
船
を
進
め
る
道
具
）

（
た
と
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
）

（
見
て
ご
ら
ん
）

は
る
か
な
尾
瀬

野
の
旅
よ

花
の
な
か
に

そ
よ
そ
よ
と

ゆ
れ
ゆ
れ
る

浮
き
島
よ

水
芭
蕉
の
花
が

に
お
っ
て
い
る

夢
み
て
に
お
っ
て
い
る

水
の
辺
り

ま
な
こ
つ
ぶ
れ
ば

懐な
つ
か
し
い

は
る
か
な
尾
瀬

（
薄
い
紅
色
）

（
湿
原
や
沼
に
浮
い
て
、
島
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
）

：もとの速さで

隅す
み

の
ぼ
り
く
だ
り
の

の
し
ず
く
も
花
と
散
る

な
が
め
を
何
に
た
と
う
べ
き

露つ
ゆ

わ
れ
に
も
の
言
う
桜
木
を

見
ず
や
夕
ぐ
れ
手
を
の
べ
て

青あ
お

柳

く
る
れ
ば
の
ぼ
る
お
ぼ
ろ
月

な
が
め
を
何
に
た
と
う
べ
き

（
柔
ら
か
い
日
ざ
し
を
受
け
て
い
る
）

（
た
と
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
）

ま
な
こ
つ
ぶ
れ
ば

懐
か
し
い

は
る
か
な
尾
瀬

（
湿
原
や
沼
に
浮
い
て
、
島
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
）

66

文部省唱歌
虫のこえ

一
、
あ
れ
松
虫
が
鳴
い
て
い
る

　
　チ
ン
チ
ロ
チ
ン
チ
ロ

　チ
ン
チ
ロ
リ
ン

　
　あ
れ
鈴
虫
も
鳴
き
出
し
た

　
　リ
ン
リ
ン
リ
ン
リ
ン

　リ
ー
ン
リ
ン

　
　秋
の
夜
長
を
鳴
き
通
す

　
　あ
あ
お
も
し
ろ
い
虫
の
こ
え

二
、
キ
リ
キ
リ
キ
リ
キ
リ

　こ
お
ろ
ぎ
や

　
　ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

　く
つ
わ
虫

　
　あ
と
か
ら
馬
追
い

　追
い
つ
い
て

　
　チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン

　ス
イ
ッ
チ
ョ
ン

　
　秋
の
夜
長
を
鳴
き
通
す

　
　あ
あ
お
も
し
ろ
い
虫
の
こ
え

馬
追
い（
馬
追
い
虫
）

1910年に『尋
じん
常
じょう
小学読

とく
本
ほん
唱
しょう
歌
か
』に掲載された曲。歌

詞には虫の音
ね
がオノマトペ（→P.6

7）で取り入れられて
いる。

歌
詞
が
表
す
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
歌
お
う

心の歌22, 23ページ

心の歌 87, 102ページ

歌
詞
が
表
す
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
歌
お
う

歌
詞
が
表
す
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
歌
お
う

87

高野辰
たつ

之
ゆき

 作詞／岡野貞
てい

一
いち

 作曲／黒澤吉
よし

徳
のり

 編曲

故
ふる

郷
さと

一
、
兎う

さ
ぎ

追
い
し
か
の
山
、

　
　小こ

鮒ぶ
な

釣つ

り
し
か
の
川
、

　
　夢
は
今
も
め
ぐ
り
て
、

　
　忘
れ
が
た
き
故
郷
。

二
、
如い

何か

に
い
ま
す
父
母
、

　
　恙つ

つ
が

な
し
や
友
が
き
、

　
　雨
に
風
に
つ
け
て
も
、

　
　思
い
出い

ず
る
故
郷
。

三
、
志
を
は
た
し
て
、

　
　い
つ
の
日
に
か
帰
ら
ん
、

　
　山
は
青
き
故
郷
。

　
　水
は
清
き
故
郷
。

か
の
山（
あ
の
山
）

か
の
川（
あ
の
川
）

忘
れ
が
た
き（
忘
れ
ら
れ
な
い
）

如
何
に
い
ま
す（
ど
う
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
だ
ろ
う
か
）

恙
な
し
や（
無
事
だ
ろ
う
か
）

友
が
き（
友
達
）

思
い
出
ず
る（
思
い
出
す
）

歌詞は，高野辰之（1876～1947）の故郷である長野県下
しも

水
みのち

内郡豊
とよ

田
た

村（現，中野市）の風景を描いたものだといわれている。

詩
の
内
容
を
理
解
し
、
曲
の
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
歌
い
方
を
工
夫
し
よ
う

心の歌
22, 23, 66ページ 心の歌 102ページ

心の歌
22, 23, 66ページ

（1879～1903）は，東京音
大学）に15歳で入

学。その才能を発揮して，我が国の西洋
音楽導入期における先駆的な作品を残し
た。1901年，ドイツに留学するが病気
で帰国し，23歳という若さで世を去った。
　二声の〈花〉は日本で最初に作曲された

合唱作品の一つで，単声の〈納涼〉，四声の〈月〉〈雪〉とともに

中田喜直（1923～2000）は，東京音
楽学校（現，東京藝術大学）のピアノ科を
卒業。ピアノ曲をはじめ，歌曲，童謡，
合唱曲などに数々の名作を残した。
　《夏の思い出》は，1949年に
ら依頼された「ラジオ歌謡」のための作品
である。当時，一度も尾瀬に行ったこと

はなかったが，詩を読んでいるうちに湧いてきたイメージを
基にその場で書き上げたと本人が語っている。

（1879～1903）は，東京音
大学）に15歳で入

学。その才能を発揮して，我が国の西洋
音楽導入期における先駆的な作品を残し
た。1901年，ドイツに留学するが病気
で帰国し，23歳という若さで世を去った。
　二声の〈花〉は日本で最初に作曲された

合唱作品の一つで，単声の〈納涼〉，四声の〈月〉〈雪〉とともに
1900年に出版された組歌《四季》に収められている。

一
、
あ
れ
松
虫
が
鳴
い
て
い
るチ

ン
チ
ロ
リ
ン

がオノマトペ（→P.6
7）で取り入れられて

いる。

心の歌 87, 102ページ

（1879～1903）は，東京音
大学）に15歳で入

学。その才能を発揮して，我が国の西洋
音楽導入期における先駆的な作品を残し
た。1901年，ドイツに留学するが病気
で帰国し，23歳という若さで世を去った。
　二声の〈花〉は日本で最初に作曲された

合唱作品の一つで，単声の〈納涼〉，四声の〈月〉〈雪〉とともに
1900年に出版された組歌《四季》に収められている。

（1923～2000）は，東京音
楽学校（現，東京藝術大学）のピアノ科を
卒業。ピアノ曲をはじめ，歌曲，童謡，
合唱曲などに数々の名作を残した。
　《夏の思い出》は，1949年にNHKか

「ラジオ歌謡」のための作品
である。当時，一度も尾瀬に行ったこと

はなかったが，詩を読んでいるうちに湧いてきたイメージを

（1923～2000）は，東京音
楽学校（現，東京藝術大学）のピアノ科を
卒業。ピアノ曲をはじめ，歌曲，童謡，
合唱曲などに数々の名作を残した。

NHKか
「ラジオ歌謡」のための作品

である。当時，一度も尾瀬に行ったこと
はなかったが，詩を読んでいるうちに湧いてきたイメージを

102

文部省唱歌／石
いし

桁
けた

冬樹 編曲

冬景色

一
、
さ
霧
消
ゆ
る
湊み

な
と

江え

の

　
　
　
　舟
に
白
し
、
朝
の
霜し

も
。

　
　た
だ
水
鳥
の
声
は
し
て

　
　
　
　い
ま
だ
覚
め
ず
、
岸
の
家
。

二
、
烏か
ら
す

啼な

き
て
木
に
高
く
、

　
　
　
　人
は
畑は

た
に
麦
を
踏
む
。

　
　げ
に
小こ

春は
る
日び

の
の
ど
け
し
や
、

　
　
　
　か
へ
り
咲
き
の
花
も
見
ゆ
。

三
、
嵐
吹
き
て
雲
は
落
ち
、

　
　
　
　時し

ぐ
れ雨
降
り
て
日
は
暮
れ
ぬ
。

　
　若も

し
燈と

も
し

火び

の
漏も

れ
来こ

ず
ば
、

　
　
　
　そ
れ
と
分
か
じ
、
野の

辺べ

の
里
。

さ
霧（
霧
）

湊
江（
港
の
あ
る
入
り
江
）

げ
に（
ほ
ん
と
う
に
）

小
春
日（
冬
の
初
め
の
暖
か
い
日
）

の
ど
け
し
や（
穏
や
か
だ
）

か
へ
り
咲
き
の
花
も
見
ゆ（
季
節
は
ず
れ
に
咲
い
た
花
も
見
え
る
）

時
雨（
冬
の
初
め
に
、
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
す
る
雨
）

漏
れ
来
ず
ば（
漏
れ
て
こ
な
け
れ
ば
）

分
か
じ（
分
か
ら
な
い
）

詩
の
内
容
を
理
解
し
、
曲
の
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
歌
い
方
を
工
夫
し
よ
う

1913年に『尋
じん

常
じょう

小学唱歌（五）』に掲載された曲。１番では早朝の入り江，２番では昼間の田園，３番では夕暮れの山里が描写されている。

心の歌22, 23, 66, 87ページ

y

8

レット・イット・ゴー〜ありのままで
（アニメーション映画『アナと雪の女王』から）

高橋知
ち

伽
か

江
え

 日本語詞／クリステン・アンダーソン=ロペス，ロバート・ロペス 作曲／佐
さ

井
い

孝
たか

彰
あき

 編曲

D
ダル
al S

セーニョ
egno(D.S.)：%に戻る　　fi：次のfiまでとばす

曲
の
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
歌
い
方
を
工
夫
し
よ
う

曲
の
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
歌
い
方
を
工
夫
し
よ
う

までとばす　　

2010年の「第61回NHK紅白歌合戦」のために制作された楽曲で，アイドル・グループ「嵐」が中心となり歌われた。13年には「第80回
NHK全国学校音楽コンクール（小学校の部）」の課題曲となるなど，幅広い世代に親しまれている。

：次のfiまでとばす

曲
の
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
歌
い
方
を
工
夫
し
よ
う

までとばす　　

2010年の「第61回NHK紅白歌合戦」のために制作された楽曲で，アイドル・グループ「嵐」が中心となり歌われた。13年には「第80回
NHK全国学校音楽コンクール（小学校の部）」の課題曲となるなど，幅広い世代に親しまれている。

：次の

7

ひまわりの約束
秦
はた

　基
もと

博
ひろ

 作詞・作曲／佐
さ

井
い

孝
たか

彰
あき

 編曲

2014年に公開されたアニメーション映画『STAND BY ME ドラえもん』の主題歌。
タイトルの「ひまわり」はドラえもんをイメージしたものだといわれている。

歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
伝
え
る
よ
う
に
歌
お
う

c
チルカ
irca(ca.)：約，おおよそ
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ぼくは ぼく
工藤直子 作詞／三

み
宅
やけ

悠
ゆう

太
た

 作曲

三宅悠太（1983〜　）は東京都出身の作曲家。この曲は，詩人，童話作家である工藤直子の『のはらうた』シリーズに収められた詩によって
いる。この詩集では，動物や虫，草木，風などの気持ちがつづられており，ここでは「からすえいぞう」という名前のカラスが主人公である。

歌
詞
と
曲
想
と
の
関
わ
り
を
理
解
し
、
表
現
を
工
夫
し
よ
う

すぎやまこういち 作曲／内藤淳一 編曲

M
マエストーソ
aestoso：荘

そう
厳
ごん

に　　

三宅悠太（1983〜　）は東京都出身の作曲家。この曲は，詩人，童話作家である工藤直子の『のはらうた』シリーズに収められた詩によって
いる。この詩集では，動物や虫，草木，風などの気持ちがつづられており，ここでは「からすえいぞう」という名前のカラスが主人公である。
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願
い

　深
田
じ
ゅ
ん
こ 

詩

　
　
　
　
　
　楽
譜
↓ 
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ペ
ー
ジ

一
、
今

　ほ
し
い
も
の

激
し
い
雨
に
打
た
れ
て
も

け
し
て
倒
れ
な
い

し
な
や
か
な
心

二
、
今

　ほ
し
い
も
の

凍い
て
つ
く
よ
う
な
時
の
中

耐
え
て
生
き
て
ゆ
く

ひ
た
む
き
な
心

三
、
今

　ほ
し
い
も
の

優
し
い
空
の
白
い
風

け
し
て
忘
れ
な
い

や
わ
ら
か
な
心

夢
み
た
も
の
は
…
…

　立た
ち原は
ら道み
ち造ぞ
う 

詩

 

楽
譜
↓ 
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ペ
ー
ジ

夢
み
た
も
の
は

　ひ
と
つ
の
幸
福

　

ね
が
つ
た
も
の
は

　ひ
と
つ
の
愛

　

山
な
み
の
あ
ち
ら
に
も

　し
づ
か
な
村
が
あ
る

　

明
る
い
日
曜
日
の

　青
い
空
が
あ
る

　

　
日ひ
傘が
さを

さ
し
た

　田い
な
か舎

の
娘
ら
が

　

着
か
ざ
つ
て

　唄う
たを

う
た
つ
て
ゐ
る

　

大
き
な
ま
る
い
輪
を
か
い
て

　

田
舎
の
娘
ら
が

　踊お
ど
りを

を
ど
つ
て
ゐ
る

　

　
告
げ
て

　う
た
つ
て
ゐ
る
の
は

　

青
い
翼
の
一
羽
の
小
鳥

　

低
い
枝
で

　う
た
つ
て
ゐ
る

　

　
夢
み
た
も
の
は

　ひ
と
つ
の
愛

　

ね
が
つ
た
も
の
は

　ひ
と
つ
の
幸
福

　

そ
れ
ら
は
す
べ
て
こ
こ
に

　あ
る

　と

ぼ
く
は 

ぼ
く

　からす
え
い
ぞ
う

と
き
ど
き

　ぼ
く
は

ほ
ん
の
す
こ
し

い
ろ
つ
き
の

　は
ね
が

　ほ
し
い
な

　と

お
も
っ
た
り
す
る

ほ
ん
の
す
こ
し

い
い
こ
え
で

　う
た
え
た
ら
な

　と

お
も
っ
た
り
も
す
る

で
も

こ
れ
が

　ぼ
く
だ

　と

と
ん
で
い
く

4 5

多感な時期にある生徒たちが楽しく幅広く音楽を学習することができるよう教材を精選し，提示の
仕方を工夫しながら，ポピュラー・ソング，唱歌，芸術歌曲，合唱曲，ミュージカル・ナンバー，オ
ペラ・アリアなどを取り上げました。特に，日本で長い間歌い継がれてきた曲を豊富に取りそろえ，
また伝統音楽の歌唱にも取り組めるよう能の謡を収録しました。

《Ave Maria》は，基本的な発声法を身に付けるのに最適な教材です。

斉唱，同声合唱，混声合唱など，さまざまな曲態で楽しめます。

（P.22・23）

（P.4・5）

（P.102）

（P.66）
（P.87）

4曲とも幅広い支持を得ている曲で，学年始めの雰囲気作りに最適です。

（P.47）（P.6）

（P.8～9）

伴奏譜付きで，縦書き歌詞も掲載しています。

（P.118～120） （P.37）

 歌い継いでいきたい日本の歌を「心の歌」と題し，四季折々の美しい自然が感じられる曲を取りそろえました。
各曲とも縦書き歌詞を掲載しています。

 明確な目的をもって行えるヴォイス・トレーニングのEXERCISEを，《Ave Maria》をはじめとする歌唱教材に
生かすことができるようにしました。１年を通して活用できるページになっています。

歌う際のポイント
を楽譜中に色文字
で挿入

 広く親しまれている《翼をください》《少年時代》《見上げてごらん夜の星を》などの他に，生徒の心
に響くポピュラー・ソングを新たに４曲加えました。

 人気の高い《願い》（同三），《夢みたものは……》（混四）に加え，三宅悠太氏の作
曲した《ぼくは ぼく》（混三）を新たに収録しました。また，ゲーム・ソフト「ドラゴ
ンクエスト」シリーズでおなじみの《序曲》をヴォイス・アンサンブルで楽しめます。

（P.120）

歌唱

心の歌

ポピュラー・ソング

合唱，ヴォイス・アンサンブル

発声

（P.7）
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小さな空
武
たけ

満
みつ

　徹
とおる

 作詞・作曲／三
み

宅
やけ

悠
ゆう

太
た

 編曲 

一
、
青
空
み
た
ら

　
　綿
の
よ
う
な
雲
が

　
　悲
し
み
を
の
せ
て

　
　飛
ん
で
いっ
た

　
　い
た
ず
ら
が
過
ぎ
て

　
　叱し

か
ら
れ
て
泣
い
た

　
　こ
ど
も
の
頃
を
憶お
も

い
だ
し
た

二
、
夕
空
み
た
ら

　
　教
会
の
窓
の

　
　ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

　
　眞ま

っ
赫か

に
燃
え
て
た

　
　い
た
ず
ら
が
過
ぎ
て

　
　叱
か
ら
れ
て
泣
い
た

　
　こ
ど
も
の
頃
を
憶
い
だ
し
た

三
、
夜
空
を
み
た
ら

　
　小
さ
な
星
が

　
　涙
の
よ
う
に

　
　光
っ
て
い
た

　
　い
た
ず
ら
が
過
ぎ
て

　
　叱
か
ら
れ
て
泣
い
た

　
　こ
ど
も
の
頃
を
憶
い
だ
し
た

詩
の
内
容
を
理
解
し
、
曲
想
を
感
じ
取
っ
て
表
現
に
生
か
そ
う
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c
チルカ
irca(ca.)：約，おおよそ　　e

エスプレッシーヴォ
spressivo(espr.)：表情豊かに　　c

コン
on p

ペダーレ
edale(con ped.)：自由にペダルを用いて　

r
リテヌート
itenuto(riten.)：すぐに遅く　　p

ポーコ
oco：少し　　a

ア
 t

テンポ
empo：もとの速さで　　d

ドルチェ
olce：甘く柔らかに　　D

ダル
al S

セーニョ
egno(D.S.)：%に戻る

r
リタルダンド

itardando(rit.)：だんだん遅く　　fi：次のfiまでとばす　　M
メーノ
eno m

モッソ
osso：今までより遅く　　d

ディミヌエンド
iminuendo(dim.)：だんだん弱く

1962年に放送されたラジオ・ドラマ『ガン・キング』の主題歌。
その後，作曲者自身により混声合唱版に編曲された。 〈さくら〉 138ページ日本語歌詞の歌い方 85ページ

17

A
アンダンティーノ

ndantino：A
アンダンテ

ndante（ゆっくり歩くような速さで）よりやや速く　　c
クレシェンド

rescendo(cresc.)：だんだん強く

ジョヴァンニ・カプッロ 作詞／野口耽
とう

介
すけ

 日本語詞／エドゥアルド・ディ・カープア 作曲’O
オ

 s
ソーレ

ole m
ミオ

io （我が太陽）

声
の
響
き
や
強
弱
に
気
を
付
け
て
歌
お
う

　「カンツォーネ」とは，本来イタリア語で「歌」を意味する言

葉であるが，時代や地域によって音楽のジャンルを指す言葉

として広く解釈されている。現在の日本では，イタリアのナ

ポリ民謡や，イタリア語で歌われるポピュラー音楽などを広

くカンツォーネと呼ぶのが一般的である。《’O sole mio》をは

じめ，《帰れソレントへ》《サンタ・ルチア》などは，もともとナ

ポリの言葉で書かれた大衆的な歌で，人々の生活や感情を表

現したものである。

カンツォーネ

C
なんと

he     b
美しい
ella     c

こと
osa     è

〜である
     n

ひとつの
a     j

日
urnata     ’

〜の
e     s

太陽
ole,

n
ひとつの

’a
空気
ria     s

晴れ晴れとした
erena     d

〜の後
oppo     n

ひとつの
a     t

嵐
empesta!

P
〜に
e’     l

〔定冠詞〕
l’a

空気
ria     f

涼しい新鮮な
resca     p

〜みたい
are     g

もうすでに
ià     n

ひとつの
a     f

祭り
esta

c
なんと
he     b

美しい
ella     c

こと
osa     è

〜である
     n

ひとつの
a     j

日
urnata     ’

〜の
e     s

太陽
ole.

M
でも

a     n
もうひとつ

’atu     s
太陽
ole     c

もっと
chiù     b

美しい
ello,     o

ねえ
i     n

娘さん
è’,

 ’
〔定冠詞〕

o     s
太陽
ole     m

私の
io     s

ある
ta     ’n

中に
 f

額
ronte     a

〜の
     t

あなた
te!

なんて美しいものだ，太陽輝く日は，

そして嵐の後の穏やかな大気も！

この晴れやかな気分にもう祭りのようだ，

なんて美しいものだ，太陽輝く日は。

けど，もうひとつもっと美しい太陽，ねえ娘さん，

私の美しい太陽は君の顔にある！

《’O sole mio》 原語歌詞の意味

 カープア（1865〜1917）はナポリ出身のカンツォーネの作曲家，歌手である。この曲は1898年に発表され，大ヒットした。
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声
の
響
き
や
強
弱
に
気
を
付
け
て
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お
う

声
の
響
き
や
強
弱
に
気
を
付
け
て
歌
お
う
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H
ハイデンレースライン

eidenröslein （野ばら）
ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ 作詞／近藤朔

さく
風
ふう

 日本語詞／ハインリヒ・ヴェルナー 作曲／黒澤吉
よし

徳
のり

 編曲

A
アンダンティーノ
ndantino：A

アンダンテ
ndante（ゆっくり歩くような速さで）よりやや速く

フ
レ
ー
ズ
を
生
か
し
て
歌
お
う

伴奏または混声四部合唱用

ヴェルナー（1800〜1833）はドイツで合唱指導や音楽教師を務める傍
かたわ

ら，歌曲などの作曲も行っていた。
ドイツを代表する詩人，小説家，劇作家であるゲーテ（1749〜1832）は，哲学や美術にも造

ぞう
詣
けい

が深かった。
1774年に発表した『若きヴェルテルの悩み』で当時の文学運動の旗手となり，世界的に知られるようになった。
75年にはヴァイマール公国の大臣となり，政治家としても活躍した。その一方で，W.A.モーツァルト，ベー
トーヴェン，メンデルスゾーンといった同時代の作曲家たちとの交流を通して，当時の音楽界にも多大な影響
を与えた。ローマのカンパーニャにおけるゲーテ

ドイツ語の歌を歌おう56ページ 原語歌詞の意味57ページ 多くの作曲家に愛された『Heidenröslein』57ページ

原調：ト長調

59

シューベルトの歌曲

H
ハイデンレースライン

eidenröslein
ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ 作詞／フランツ・シューベルト 作曲

※D：オットー・エーリヒ・ドイチュ（1883〜1967）によって作曲年代順
に整理されたシューベルトの作品番号。

　シューベルト（1797〜1828）は，31年という短い生涯の
中で1000曲にも及ぶ作品を残している。とりわけ歌曲は
600曲以上もあり，「ドイツ・リート」（単に「リート」ともいう）
と呼ばれるドイツ語による芸術歌曲の分野において大きな功
績を残した。彼のリートでは，歌とピアノが一体となって，

詩の内容やイメージが巧みに表現されている。代表的な歌曲
集には，《美しき水車屋の娘》D※795，《冬の旅》D911，《白
鳥の歌》D957などがある。

L
リープリッヒ
ieblich：愛らしく　　n

ナーハゲーベント
achgebend：だんだん遅く　　w

ヴィー
ie o

オーベン
ben：もとの速さで　　c

クレシェンド
rescendo(cresc.)：だんだん強く

歌
詞
の
意
味
を
理
解
し
、
ド
イ
ツ
語
の
語
感
を
生
か
し
て
歌
お
う

一
、
青
空
み
た
ら

綿
の
よ
う
な
雲
が

一
、
青
空
み
た
ら 84

むこうむこう
三井ふたばこ 作詞／中

なか
田
だ

喜
よし

直
なお

 作曲

だ
れ
で
も
き
っ
と

　お
も
う
で
し
ょ
う

い
い
こ
と
ば
か
り

　お
も
う
で
し
ょ
う

む
こ
う
む
こ
う
む
こ
う

や
ま
の
む
こ
う

　う
み
の
む
こ
う

ま
ど
の
む
こ
う

な
に
か
が
ま
っ
て
い
る

た
の
し
い
こ
と
が

だ
れ
で
も
き
っ
と

　お
も
う
で
し
ょ
う

や
さ
し
い
ひ
と
を

　お
も
う
で
し
ょ
う

む
こ
う
む
こ
う
む
こ
う

や
ね
の
む
こ
う

　く
も
の
む
こ
う

そ
ら
の
む
こ
う

だ
れ
か
が
よ
ん
で
い
る

や
さ
し
い
ひ
と
が

c
クレシェンド

rescendo(cresc.)：だんだん強く　　d
ディミヌエンド

iminuendo(dim.)：だんだん弱く　　D
ダ
a C

カーポ
apo(D.C.)：始めに戻る　　fi：次のfiまでとばす

三井ふたばこ（1918〜1990）は，詩人の西條八
や

十
そ
（→P.106）の長女として東京に生まれる。父の影響を受けて詩作を始め，童謡や童話集，

翻訳詩などを手がけた。詩集には，『後半球』や『空気の痣
あざ

』などがある。

日
本
語
の
語
感
を
生
か
し
、
独
唱
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
し
よ
う

中田喜直23ページ

：だんだん弱く

ページ

に戻る

：だんだん弱く

138ページ

：だんだん弱く

138

85

　詩や文章は，それを読むことで自分が感動するだけでなく， 
語ることで人にも感動を与えることができる。歌の場合は，
聴いている人に感動を与えることが求められるため，発音の
明
めい

瞭
りょう

さはもちろん，詩の内容や言葉のもつ意味が伝わるよ
うに歌うことが必要となる。右の①〜③の文で下線部分の言
葉を強調したり，声のトーンや読む速さを工夫したりしなが
ら音読し，内容がどのように違ってくるかを考えよう。

　①この花を　あなたに　あげよう。
　②この花を　あなたに　あげよう。
　③この花を　あなたに　あげよう。
　日本語の歌を歌う場合，詩を黙読するだけではその内容を
豊かに表現することは難しいだろう。84ページの《むこうむ
こう》の詩を，表情や抑揚を付けながら声に出してゆっくり
と読み，相手に詩の内容や情景が伝わるように工夫しよう。

　日本語の歌を聴いていて，言葉がはっきりと聴き取れずに
意味が分からなかったということはないだろうか。例えば「ひ
かり（hi-ka-ri）」と歌っているはずなのに「いかり（i-ka-ri）」に
聞こえてしまう場合などは，子音の「h」を明確に発音してい
ないことに原因がある。子音がはっきりと聴き取れなければ
歌詞の意味が通じなくなってしまうので，日本語の歌を歌う
ときには，子音を意識して明瞭に発音することが大切である。
しかし，そのことを意識するあまり，逆に子音を強調しすぎ
たり，硬い発音になったりしないように気を付けよう。なる
べく自然な話し方を意識しながら，言葉のイントネーション
に気を配って歌おう。
　また，言葉の意味をよく理解し，歌詞が表そうとしている
内容をくみ取って表現することも重要である。そのためには，
歌詞を声に出して何度も読んでみるとよい。
　さらに，助詞を強調しすぎると不自然に聞こえるので，や
や控えめに歌うことも必要である。

　次の文章を早口で読んでみよう。
　「古

ふる
栗
くり
の木のふる切り口。雨がっぱか番がっぱか。かわら

撫
なで
子
しこ
野
の
石
せき
竹
ちく
。のら如

にょ
来
らい
のら如来，三

み
のら如来にむのら如来。

一寸先のお小
こ
仏
ぼとけ
に，おけつまずきゃなるな，細

ほそ
溝
みぞ
にどじょ

うにょろり。京の生
なま
鱈
だら
奈
な
良
ら
生
なま
学
まな
鰹
がつお
，ちょっと四，五貫目。

……」� （歌舞伎十八番《外
うい
郎
ろう
売
うり
》から）

　日本語の歌詞を美しく発音するためには，「ガ行」の濁音と
鼻濁音とを区別して歌うことが大切である。基本的に，語頭
にくるときと強調するとき，数字以外のガ行は鼻濁音になる。
　下の例を見て，それぞれの発音を練習してみよう（赤字の
下線部分が濁音や鼻濁音）。

濁音の例
げに　　ガチャガチャ　　十五（ジュウゴ）　　学校（ガッコウ）

鼻濁音の例
憧れ（アコガレ）　　隅田川（スミダガワ）　　見上げる
眺め（ナガメ）　　願い（ネガイ）　　
なにかがまっている　　花が咲いてる

あいうえお
　いうえおあ
　　うえおあい
　　　えおあいう
　　　　おあいうえ

かきくけこ
　きくけこか
　　くけこかき
　　　けこかきく
　　　　こかきくけ

…
一
息
で

一
息
で

言葉を滑らかに発音するためのExercise 1

言葉を滑らかに発音するためのExercise 2

濁
だく
音
おん
と鼻

び
濁
だく
音
おん

詩の心を大切に歌おう

日本語歌詞の歌い方
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兵庫県
京都府

神戸

淡路島

大阪

住の江（住吉）

京都

和歌山

大阪府

和歌山県

声
や
音
楽
の
特
徴
を
理
解
し
て
謡
お
う

　能の声楽部分を「謡」といい，舞や囃
はや

子
し

を伴わず独立し
て演奏されることも多い。謡はせりふ部分の「コトバ」と
旋律的部分の「フシ」からなるが，ここではフシの「強

つよ
吟
ぎん

」
と「弱

よわ
吟
ぎん

」の謡
うた

い方を体験し，謡の一端に触れてみよう。

● 音源をよく聴いて，謡の発声の特徴や，強吟と弱吟の違いを
感じ取ろう。

● 詞
し

章
しょう
（謡の文章）の意味を理解し，言葉のまとまりを考えな

がら声に出して読もう。
● 背

せ
筋
すじ

を伸ばしておなかから声を出し，音源をまねて謡おう。
● はっきりとした発音で，鼻

び
濁
だく

音
おん
（→P.85）にも注意して謡おう。

《高砂》　世
ぜ

阿
あ

弥
み

 作　
　『古

こ
今
きん

和歌集』の仮名序（仮名で書かれた序文）などを題材にしており，変わらぬ愛と平和をたたえた演目である。

〈謡い方のイメージを表した絵譜〉 春
はる

田
た

敏
とし

江
え

 楽譜構成

た か さ ご や

こ の う ら ぶ ね に ほ を あ げ て

こ の う ら ぶ ね に ほ を あ げ て

つ き も ろ と も に い で し お の

な み の あ わ じ の し ま か げ や

神主友成：福
ふく
王
おう
和
かず
幸
ゆき

◉一音一音の息づかいに気迫を込めて謡おう。

 九州阿
あ

蘇
そ

の神
かん
主
ぬし
友
とも
成
なり
（ワキ）が京都へ向かう途中，

高砂の浦に立ち寄る。そこへ老夫婦の尉
じょう
（前シテ）と姥

うば
（ツレ）

がやって来て，夫婦の長寿の象徴とされる相
あい

生
おい

の松について
説く。老夫婦は自分たちが住

すみ
の江

え
と高砂の松の精であること

を打ち明け，小舟に乗って姿を消す。友成が舟を出して住の
江に着くと住

すみ
吉
よし
明神（後シテ）が現れ，神

かみ
舞
まい

を見せてくれる。
ここで取り上げる詞章部分は，友成が高砂から住の江に向け
て舟を出す場面である。

あ ら す じ

　 この詞章部分は，主役（シテ）の相手役である神
主友成（ワキ）とその従者たち（ワキツレ）によっ
て強吟で謡われる。強吟は，剛健，厳

げん
粛
しゅく

，勇壮，
爽快などの趣を表現する場面で用いられる。

高
砂
や 

こ
の
浦う

ら

舟ぶ
ね

に
帆ほ

を
あ
げ
て

こ
の
浦
舟
に
帆
を
あ
げ
て

月
も
ろ
と
も
に
出い

で

汐し
お

の

波
の
淡あ

わ

路じ

の
島
影
や

高
砂
の
浦
に
つ
な
い
だ
舟
に
帆
を

揚
げ
て
、
月
の
出
と
と
も
に
満
ち

潮
に
乗
っ
て
舟
を
出
す
と
、
遠
く

に
淡
路
島
が
見
え
る
。

意
味

詞
章

強吟（剛
ごう

吟
ぎん

）で謡おう  －能《高
たか

砂
さご

》から－

高砂

国立能楽堂口絵ⅲ 能49ページ 日本の伝統音楽110ページ
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《羽衣》　作者不詳　
　『丹

たん
後
ごの

国
くに

風
ふ

土
ど

記
き

』などにみられる羽衣伝説を題材にしており，天
てん

人
にん

と
人間との交流を通して天界の清らかさを描いた演目である。

東
遊
の
さ
ま
ざ
ま
な
曲
を
舞
う
う
ち
に
、「
月
の
色
人
」と
も
呼
ば
れ
る

美
し
い
天
人
は
、
十
五
夜
の
月
が
照
り
輝
く
空
に
舞
い
上
が
り
、

※
東
遊
…
宮
中
や
神
社
の
儀
式
で
行
わ
れ
る
歌
舞

東あ
ず
ま

遊あ
そ
び

の
数
々
に

　東
遊
の
数
々
に

　そ
の
名
も
月
の

色い
ろ

人び
と

は

　三さ
ん

五ご

夜や

中ち
う

の

　空
に
又ま

た

天人：鵜
う
澤
ざわ
　久

ひさ

物語の舞台となった三保の松原（静岡県）

◉柔らかい息づかいで抑揚を付けて謡おう。

春田敏江 楽譜構成〈謡い方のイメージを表した絵譜〉

 三
み

保
ほ

の松原に住む漁師の白
はく
竜
りょう
（ワキ）は，松の木に掛かっ

た美しい衣を見つけ，それを持ち帰ろうとする。そこへ天人（シテ）が現
れ，「衣がないと天界に戻ることができない」と嘆き悲しむ。その様子を
見た白竜は，「衣を返すかわりに天界の舞を見たい」と頼む。天人は舞を
見せると，三保の松原から富士の高

たか
嶺
ね

へと舞い上がり，霞
かすみ

に紛れて天
界に帰っていく。ここで取り上げる詞章部分は，天人が白竜に舞を披露
しつつ天界に帰っていく場面である。

　 この詞章部分は，「地謡」によって弱吟で謡われる。地謡は通常８人で編成され，シテの心理や情景などを描写した
謡を担当する。弱吟は，優美，風雅，温和，哀愁などの趣を表現する場面で用いられる。

　謡本は謡の楽譜のよう
なもので，詞章や符号が
記されている。詞章の右
横に書かれた小さな点の
向きや形の違いで旋律の
動きが分かるようになっ
ており，流派によってそ
れぞれ異なる。

謡本の例
左：《高砂》から　右：《羽衣》から

謡本について

あらすじ

弱吟（和
わ

吟
ぎん

）で謡おう  －能《羽
は

衣
ごろも

》から－

意
味

詞
章

楽典 144ページ
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4度の跳躍が連続して現れますね。

メロディーが上行してクレシェンドしています。伴奏
の形も変化して，8分音符で和音が刻まれています。

発見発見 5

7小節目では2分音符でのばしていたけれど，メロ
ディーを変化させたことによって躍動感が生まれたね。

メロディーが3拍目から
始まる。

“credimi almen”という
歌詞が省略されている。

メロディーに動きが
みられる。

曲の雰囲気が
変化する。

初めて音が
跳躍する。

A

B

《Caro mio ben》は，イタリア古典歌曲の中でもよく歌われ
る作品の一つだそうですね。その人気の秘密は何ですか？

カーロ ミオ ベン

この跳躍は，やはり“te”という単語の大切さを伝え
るためでしょうか？

ピアノが単なる伴奏ではなく，いっしょに「歌っている」
ような感じがします。

それによってメロディーに流れが生まれるだけでなく，
音価の長い音が小節の1拍目に置かれ，“ben”（恋人），

“te”（あなた），“cor”（心）などの単語が大切に歌わ
れているようだね。

冒頭の“caro mio ben”（いとしい私の恋人よ）のメ
ロディーがピアノだけで演奏された後，“credimi 
almen”（私を信じておくれ）のメロディーが“caro 
mio ben”という歌詞で歌われるね。まるで2つの
歌詞を一度に言おうとしているかのようだね。

楽譜を細かく見ていくと，そのヒントが隠れているかもしれ
ないよ。メロディーや曲の構成などを分析し，考えたことや
感じたことを生かしてより表現豊かな演奏にしよう。

そうかもしれないね。この曲では同じような完全4
度の跳躍が随所にみられるよ。次の“languisce il 
cor”（私の心は弱り果てる）では音が低くなって，言
葉のイメージが引き立てられているね。

詩の後半部分へと入り，転調もしているよ。

1拍目から入るよりも，前奏の流れにのって歌えるよ
うな気がします。よく見ると，メロディーが「1,2,3,4」
という拍のまとまりではなく，「3,4,1,2」になってい
ますね。

A の部分について

B の部分について

発見発見 1

発見発見 1

発見発見 4

発見発見 2

発見発見 2

発見発見 3 発見発見 4 発見発見 5

発見発見 3

曲の魅力を探り，
　　表現を深めよう

カーロ ミオ ベン Caro mio ben

発見発見発見発見発見発見
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メロディーも減5度という特徴的な跳躍をしている
よ。そして次の4度の上行によって C の“caro mio 
ben”を導き出しているね。

5，9小節目とは違う歌詞が付いていますね。

rit.によって“tanto rigor”（過酷な仕打ちを）が大切
に歌われているような印象を受けます。

歌に初めてfが
現れる。

Aに出てきたメロディーが
用いられている。

テンポが一時的
に変化する。

A の部分が
再現される。

同じメロディーが2回
繰り返されている。

最後の“te”の音にフェルマータが
付いている。

C

冒頭のメロディーが∏で歌われます。

“cessa”（やめてくれ）という単語で最高音に達して，
fで歌われますね。ここでも言葉のイメージが引き
立てられているように感じます。

この∏は単に弱く歌うというのではなく，そこには
強い気持ちが込められているよ。抑えきれない感情
がしだいにあふれていく様子を，クレシェンドによっ
て表現しているようだね。

9小節目では2つの歌詞を一度に言おうとしていたけれど，こ
こでは2つの歌詞を同じメロディーにのせて繰り返しているよ。

この最高音にはアクセントも付いているよ。

最後の“languisce il cor”では，音価がこれまでよ
り長くなっているよ。しかもメロディーが初めて1拍
目から始まっていることに気付いたかな？

ここでも4度跳躍して，さらにフェルマータによって
“te”が大切に歌われますね。

●生徒と先生の会話から分かったこと，またそれ以外に気付いたことなどを表現に生かして歌おう。
●この曲のタイトルでもある“caro mio ben”（ の部分）という歌詞は，曲中で4回歌われる。それぞれの部分の違いを確認し，

どのように表現したらよいかを考えよう。

C の部分について

発見発見 7

発見発見 6

発見発見 9

発見発見 10

発見発見 11発見発見 8

発見発見 6 発見発見 7 発見発見 8

発見発見 10

発見発見 11

発見発見 9

“cessa”という強い思いが，“caro mio ben”や
“credimi almen”といった，いとしい人への深い
愛情に重ねられているようだね。

発見発見発見発見発見発見

シューベルトの歌曲シューベルトの歌曲シューベルトの歌曲

※D：オットー・エーリヒ・ドイチュ（1883〜1967）によって作曲年代順
に整理されたシューベルトの作品番号。

　シューベルト（1797〜1828）は，31年という短い生涯の
中で1000曲にも及ぶ作品を残している。とりわけ歌曲は
600曲以上もあり，「ドイツ・リート」（単に「リート」ともいう）
と呼ばれるドイツ語による芸術歌曲の分野において大きな功
績を残した。彼のリートでは，歌とピアノが一体となって，

詩の内容やイメージが巧みに表現されている。代表的な歌曲
集には，《美しき水車屋の娘》D
鳥の歌》D957などがある。

o
オーベン
ben：もとの速さで　　

シューベルトの歌曲

　シューベルト（1797〜1828）は，31年という短い生涯の
中で1000曲にも及ぶ作品を残している。とりわけ歌曲は
600曲以上もあり，「ドイツ・リート」（単に「リート」ともいう）
と呼ばれるドイツ語による芸術歌曲の分野において大きな功
績を残した。彼のリートでは，歌とピアノが一体となって，

o

の演奏例

60

I
イッヒ

ch l
リーベ

iebe d
 ディッヒ

ich （君を愛す）カール・フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘロゼー 作詞／藤田圭
たま

雄
お

 日本語詞／ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 作曲

歌
詞
の
意
味
を
理
解
し
、
曲
想
を
感
じ
取
っ
て
歌
お
う

A
アンダンテ
ndante：ゆっくり歩くような速さで

ドイツ語の歌を歌おう
56ページ

原語歌詞の意味
56ページ

伴奏または混声四部合唱用

ヴェルナー（1800〜1833）はドイツで合唱指導や音楽教師を務める
ドイツを代表する詩人，小説家，劇作家であるゲーテ（1749〜1832）は，哲学や美術にも
1774年に発表した『若きヴェルテルの悩み』で当時の文学運動の旗手となり，世界的に知られるようになった。
75年にはヴァイマール公国の大臣となり，政治家としても活躍した。その一方で，W.A.モーツァルト，ベー
トーヴェン，メンデルスゾーンといった同時代の作曲家たちとの交流を通して，当時の音楽界にも多大な影響
を与えた。ローマのカンパーニャにおけるゲーテ

ドイツ語の歌を歌おう56ページ 57ページ

アンダンティーノ

ndantino：A
アンダンテ

ndante（ゆっくり歩くような速さで）よりやや速く　　c
クレシェンド

rescendo(cresc.

　「カンツォーネ」とは，本来イタリア語で「歌」を意味する言

葉であるが，時代や地域によって音楽のジャンルを指す言葉

として広く解釈されている。現在の日本では，イタリアのナ

ポリ民謡や，イタリア語で歌われるポピュラー音楽などを広

くカンツォーネと呼ぶのが一般的である。《’O sole mio》をは

じめ，《帰れソレントへ》《サンタ・ルチア》などは，もともとナ

ポリの言葉で書かれた大衆的な歌で，人々の生活や感情を表

現したものである。

カンツォーネカンツォーネカンツォーネ

è
〜である

     n
ひとつの

a     j
日

urnata     ’
〜の
e     s

太陽
ole,

〜の後
oppo     n

ひとつの
a     t

嵐
empesta!

     p
〜みたい

are     g
もうすでに

ià     n
ひとつの

a     f
祭り
estafestaf

     è
〜である

     n
ひとつの

a     j
日

urnata     ’
〜の
e     s

太陽
ole.

     c
もっと
chiù     b

美しい
ello,     o

ねえ
i     n

娘さん
è’,

ある
ta     ’n

中に
f

額
rontefrontef      a

〜の
     t

あなた
te!

なんて美しいものだ，太陽輝く日は，

そして嵐の後の穏やかな大気も！

この晴れやかな気分にもう祭りのようだ，

なんて美しいものだ，太陽輝く日は。

けど，もうひとつもっと美しい太陽，ねえ娘さん，

私の美しい太陽は君の顔にある！

《’O sole mio》 原語歌詞の意味

カープア（1865〜1917）はナポリ出身のカンツォーネの作曲家，歌手である。この曲は1898年に発表され，大ヒットした。
cresc.)

くカンツォーネと呼ぶのが一般的である。《’O sole mio》をは

じめ，《帰れソレントへ》《サンタ・ルチア》などは，もともとナ

ポリの言葉で書かれた大衆的な歌で，人々の生活や感情を表

なんて美しいものだ，太陽輝く日は，

この晴れやかな気分にもう祭りのようだ，

なんて美しいものだ，太陽輝く日は。

けど，もうひとつもっと美しい太陽，ねえ娘さん，

カープア（1865〜1917）はナポリ出身のカンツォーネの作曲家，歌手である。この曲は1898年に発表され，大ヒットした。

くカンツォーネと呼ぶのが一般的である。《’O sole mio》をは

じめ，《帰れソレントへ》《サンタ・ルチア》などは，もともとナ

ポリの言葉で書かれた大衆的な歌で，人々の生活や感情を表

この晴れやかな気分にもう祭りのようだ，

けど，もうひとつもっと美しい太陽，ねえ娘さん，

カープア（1865〜1917）はナポリ出身のカンツォーネの作曲家，歌手である。この曲は1898年に発表され，大ヒットした。

ヴェルナー（1800〜1833）はドイツで合唱指導や音楽教師を務める
ドイツを代表する詩人，小説家，劇作家であるゲーテ（1749〜1832）は，哲学や美術にも
1774年に発表した『若きヴェルテルの悩み』で当時の文学運動の旗手となり，世界的に知られるようになった。
75年にはヴァイマール公国の大臣となり，政治家としても活躍した。その一方で，W.A.モーツァルト，ベー
トーヴェン，メンデルスゾーンといった同時代の作曲家たちとの交流を通して，当時の音楽界にも多大な影響

原語歌詞の意味ページ

ヴェルナー（1800〜1833）はドイツで合唱指導や音楽教師を務める
ドイツを代表する詩人，小説家，劇作家であるゲーテ（1749〜1832）は，哲学や美術にも
1774年に発表した『若きヴェルテルの悩み』で当時の文学運動の旗手となり，世界的に知られるようになった。
75年にはヴァイマール公国の大臣となり，政治家としても活躍した。その一方で，W.A.モーツァルト，ベー
トーヴェン，メンデルスゾーンといった同時代の作曲家たちとの交流を通して，当時の音楽界にも多大な影響

原語歌詞の意味

18

C
カーロ

aro m
ミオ

io b
ベン

en (いとしの わがきみ）
作詞者不明／宮本益

ます
光
みつ

 日本語詞 ／ジュゼッペ・ジョルダーニ 作曲

同じ音型で下行するが，響きを落とさずに
“credimi”のcの後ろに「u」の母音が入らないように

口の中を広く開けて息を
たっぷりと吸い，pでも
弱々しくならないように

音程に注意

音の長さを十分に保って

ジョルダーニ（1751〜1798）はナポリ出身の作曲家として活躍した。彼の作品はイタリア各地で上演されたが，今日よく歌われるのは
この曲のみである。しかし，作曲者については別の人物であるという説もある。

歌
詞
の
意
味
を
理
解
し
、
用
語
や
記
号
を
表
現
に
生
か
し
て
歌
お
う

イタリア語の歌を歌おう16ページ

む
こ
う
む
こ
う
む
こ
う

や
ま
の
む
こ
う

う
み
の
む
こ
う

ま
ど
の
む
こ
う

な
に
か
が
ま
っ
て
い
る

た
の
し
い
こ
と
が

だ
れ
で
も
き
っ
と

お
も
う
で
し
ょ
う

や
さ
し
い
ひ
と
を

お
も
う
で
し
ょ
う

む
こ
う
む
こ
う
む
こ
う

や
ね
の
む
こ
う

く
も
の
む
こ
う

そ
ら
の
む
こ
う

だ
れ
か
が
よ
ん
で
い
る

や
さ
し
い
ひ
と
が

c
クレシェンド

rescendo(cresc.)：だんだん強く　　d
ディミヌエンド

iminuendo(dim.)：だんだん弱く　　D
ダ
a C

カーポ
apo(D.C.)：始めに戻る　　

三井ふたばこ（1918〜1990）は，詩人の西條八
や

十
そ
（→P.106）の長女として東京に生まれる。父の影響を受けて詩作を始め，童謡や童話集，

翻訳詩などを手がけた。詩集には，『後半球』や『空気の痣
あざ

』などがある。

日
本
語
の
語
感
を
生
か
し
、
独
唱
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
し
よ
う

中田喜直23ページ

86

北原白
はく

秋
しゅう

 作詞／山田耕
こう

筰
さく

 作曲

この道

こ
の
道
は
い
つ
か
来
た
道

あ
あ

　そ
う
だ
よ

あ
か
し
や
の
花
が
咲
い
て
る

あ
の
丘
は
い
つ
か
見
た
丘

あ
あ

　そ
う
だ
よ

ほ
ら

　白
い
時
計
台
だ
よ

こ
の
道
は
い
つ
か
来
た
道

あ
あ

　そ
う
だ
よ

お
母
さ
ま
と
馬
車
で
行
っ
た
よ

あ
の
雲
も
い
つ
か
見
た
雲

あ
あ

　そ
う
だ
よ

山さ
ん
査ざ

子し

の
枝
も
垂
れ
て
る

歌詞は，北原白秋（1885〜1942）が1925年の夏に旅した北海道の
情景と幼い頃の記憶を重ねて書いたものだといわれている。

c
コッラ
olla v

ヴォーチェ
oce：主パートに従って

日
本
語
の
語
感
を
生
か
し
、
独
唱
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
し
よ
う

85ページ 日本語歌詞の歌い方

6 7

ヴェルナーとシューベルトを並べて提示

（P.17） （P.58・59）

（P.18～19）
（P.60～61）

生徒と先生の会話によって，発見の内容が膨らんでいきます。

（P.20・21）

謡い方のイメージを
表した絵譜

実際の謡の楽譜の例

詩の内容を豊かに表現し，美しい日本語で
歌うためのポイントを示したコラム

（P.84・85）

（P.112・113）

（P.86）

新たに編曲した伴奏も魅力の一つです。

強吟と弱吟を並べて提示

 山田耕筰の代表曲《この道》の他に，武満徹の《小さな空》と中田喜直の《むこうむこう》を新たに収録し
ました。各曲とも縦書き歌詞と伴奏譜を掲載しています。

 伴奏がなくても取り組めるよう能の「謡」を取り上げました。謡い方を体験し，日本の伝統
音楽への理解を深めることができます。

イタリア語とドイツ語の歌曲は定番曲を取りそろえました。日本語歌詞と原語歌詞の他，原語歌詞の意
味も掲載しています。

 新企画として，《Caro mio ben》の魅力を探り，表現を深めるための大解剖ページを掲載
しました。根拠をもって曲の解釈などを行い，それらを表現に生かして歌う道筋を示してい
ます。「アクティブ・ラーニング（主体的な学び）」の本質に触れることができます。

（P.82・83）

日本の歌曲 外国の歌曲

日本の伝統的な歌唱

歌唱教材の大解剖
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基礎編

◉クラシック・ギター

◉クラシック・ギター ◉フォーク・ギター

◉フォーク・ギター

右手は卵を軽く握る
ような形にして手首
の力を抜き，指を弦
に立てるように。

ヘッドは目の高さ
にし，肩より下が
らないように。 ヘッドは水

平よりやや
高めに。

右足の付け根
にボディーの
くぼみがくる
ように。

左足の太
ふと
腿
もも

にボディー
のくぼみが
くるように。

足台を用いる。

左手は親指を1フレットの裏側辺りに置き，手の
ひらはネックに触れないように。その他の指は，
フィンガー・ボードに垂直に立て，フレットのす
ぐ近くを押さえる。

左手は親指の付け根と人さ
し指でネックを挟み，指と
指が密着するように。弦を
押さえるときは，フレット
のすぐ近くを押さえる。

ピックを用いるときは，弦
に対して直角に。

【ピックの持ち方】 【構え方の注意点】

サウンド・ホー
ルが上を向かな
いようにする。

椅
い
子
す
に浅く

腰掛け背
せ
筋
すじ

を伸ばす。

伸ばした親指の先と
曲げた人さし指の側
面で，ピックを挟む
ように持つ。

ヘッド

ヘッド

ネック

ピック・ガード

ボディー

ペッグ（糸
いと
巻
まき
）

ナット

フレット
フィンガー・ボード

（指
し
板
ばん
）

ブリッジ
（駒

こま
）

サウンド・ホール

ネック
（棹

さお
）

ボディー
（胴）

楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
よ
う

STEP1

　ギターはクラシック・ギター，フォーク・ギター，エレキ・
ギター（→P.96）に大きく分けることができる。形状は似て
いるが，フォーク・ギターはクラシック・ギターに比べてボデ
ィーが少し大きく，共鳴しやすくなっている。

　クラシック・ギターの弦は高音の３弦がナイロン，低音の
３弦がナイロンに金属を巻いたものでできており，フォーク・
ギターやエレキ・ギターの弦は金属製である。当然，奏法に
も違いが生まれる。
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1　　　 2　　　 3　　　 4　　　

　
　
　

　
　

　

1弦

6弦
1フレット

2フレット

第１弦（ミ）Ｅ
第２弦（シ）Ｂ
第３弦（ソ）Ｇ
第４弦（レ）Ｄ
第５弦（ラ）Ａ
第６弦（ミ）Ｅ

2弦

5弦

3弦

4弦

⃝フィンガー・ボードと音の関係

※アルファベットは英語
音名を，（　）内はハ
長調の階名を示す。

開放弦の音

第1弦

第6弦
〜

第5弦３フレット

第3弦開放
休符は普通の
楽譜と同じ

第1弦

第6弦

音の長さは普通の楽譜と同じ
第2弦１フレット

２分音符

第１弦

第６弦

高音と低音両方の旋律を練習し，左手のポジションを覚えよう。

実音は
１オクターヴ下

Cコードのダイヤグラムの例
押さえる位置

ルート

グスタヴ・ホルスト作曲 木星（組曲《惑星》から）

　チューナーを使って各開放弦の音
を合わせる方法の他，まず第６弦の
開放弦の音をピアノで合わせ，その
音を基準に残りの弦を順に合わせて
いく方法などもある。

　コードの押さえ方は，一般的にダイヤグラムと呼ばれる運
指図によって示されるが，実際にギターを構えたときとは上
下逆に感じてしまうことがあるかもしれない。図の上が第１
弦，下が第６弦なので間違えないように注意しよう。

　TAB譜では６本の横線がギターの各弦を表しており，
上から順に第１弦，第２弦…となっている。数字は押さ
えるフレット番号を示している。音の長さや休符は普通
の楽譜と同じように表す。

A
アンダンテ
ndante：ゆっくり歩くような速さで

１…人さし指
２…中指
３…薬指
４…小指

フレット番号

ギター /キーボード・コード表 150ページコードの覚え方 148ページ

原調：変ホ長調

（ルート）

薬指

人さし指 中指

第１弦

第６弦

G 小指

中指 薬指

第１弦

第６弦

G
ダイヤグラム

弾く弦 コード
第６弦 G ,Em

第５弦 C ,Bm ,B7 ,A7 ,Am7

第４弦 D ,D7 ,Bm省略形

実
音
は
１
オ
ク
タ
ー
ヴ
下
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 ❸ 右手を基本位置に置き，アルペッジョの一般的なパターンの一つ（右の譜例）
を演奏しよう。このとき，弦をはじいた指を隣の弦に当てて止める「アポ
ヤンド奏法」ではなく，弦をはじいた指を離す「アル･アイレ奏法」にする。
楽譜に記されているp，i，m，aは右手の指記号で，下図のようにpは親指，
iは人さし指，mは中指，aは薬指，chは小指を示す。

❶ 右のGコードのダイヤグラムを見て，弦の●で示した位置を左手で押さえ
よう。このとき，他の弦に触れないように指を立て，フレットのすぐ近く
を指先でしっかりと押さえる。右手は，肘

ひじ
の近くをギターのボディーの上

にのせ，手首を自然に伸ばし，サウンド・ホールの上で弦をはじくように
しよう。

❷  Gコードを押さえたら，右手の親指を第６弦に，人さし指を第３弦に，中
指を第２弦に，薬指を第１弦にそれぞれ置き，この４本の弦を同時に弾
こう。これを右手の基本位置として覚えておく。第４〜６弦はコードに
よって親指を移動させて弾くが，第１〜３弦は基本的にこの指で弾く。
手が安定しない場合は，右の写真のように小指をボディーに添えておく
とよい。

❺ 右のようなアルペッジョのパター
ンもある。基本的には最初の拍に
ベース音（親指で弾く）を置き，後
は人さし指，中指，薬指でリズム
を作る。このパターンを繰り返し
ながら，コードに従って演奏する。
他にもいろいろなアルペッジョの
パターンを考えてみよう。

❹ 《なごり雪》で使用するコードを取り出してアルペッジョの練習をしよう。
このとき，右手の親指は右の表のようにコードによって弾く弦が変わるが，
基本的にはコード・ネームの大文字の音を弾く。

アポヤンド奏法　　　　アル・アイレ奏法

右手の指記号のp，i，m，a，chは，スペイン語のp
プルガール
ulgar（親指），i

インディセ
ndice（人

さし指），m
メディオ
edio（中指），a

アヌラール
nular（薬指），c

チコ
hico（小指）の略である。

　《なごり雪》をアルペッジョ奏法で伴奏しよう。「アルペッジョ」とは，左手で押さえた
コードの音を分散させて弾く奏法である。

アルペッジョ編
STEP3

楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
よ
う

p

i m
a

ch

ギター /キーボード・コード表 150ページコードの覚え方 148ページ

第6弦

第3弦開放
休符は普通の
楽譜と同じ

第６弦

１オクターヴ下

ルート
実音は
１オクターヴ下 第3弦開放 楽譜と同じ１オクターヴ下１オクターヴ下

言
葉
の
ま
と
ま
り
と
旋
律
の
動
き
を
意
識
し
て
演
奏
し
よ
う

G Am7CEm A7Bm Bm省略形 B7 D7D

セーハ（→P.46）弾かない弦

なごり雪
伊勢正

しょう
三
ぞう

 作詞・作曲／植村幸市 編曲

（　）内の音を
弾いてもよい

基本パターン 8小節目 14小節目 16〜17小節目

使用する
コード

アルペッジョの
パターン

弦を同時に弾く
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フォーク・グループ「かぐや姫」が1974年に発表したアルバム『三階建の詩
うた

』に収められて
いる。翌年にはフォーク・シンガーのイルカ（1950〜　）によるカヴァーで大ヒットし，
現在でも幅広い世代に親しまれている。

日本の歌謡曲〜J-POPの歴史 104ページ

D
ダル
al S

セーニョ
egno(D.S.)：%に戻る

F
フィーネ
ine：終わり

手拍子

足踏み

10

 マレイ・ホーリフ 作曲

P
プリマス

lymouth R
ロック

ock

ニューヨーク出身の演奏家ホーリフ（1948～　）が作曲したボディー・パーカッションによる二重奏曲。彼は演奏家として活動する傍
かたわ

ら，
作曲や音楽専門誌への記事の執筆なども行い，幅広く活躍している。

※楽譜には， ～ の他，足踏みがしやすいようにL（左）とR（右）を記入している。

リ
ズ
ム
の
特
徴
を
感
じ
取
り
、
表
現
を
工
夫
し
よ
う

AR1
(SR)

AR2

ギター

ギター

36

ザナルカンドにて
（『ファイナルファンタジーX』から）

植松伸夫 作曲／内藤淳一 編曲 

響
き
の
重
な
り
合
い
を
感
じ
取
っ
て
演
奏
し
よ
う

r
リタルダンド

itardando(rit.)：だんだん遅く2001年発売のゲーム・ソフト『ファイナルファンタジーⅩ』に使用された曲。
独奏やアンサンブルのためのさまざまな編曲があり，広く親しまれている。

実音は１オクターヴ上

実音は１オ
クターヴ下

リコーダーの運指表34ページ ギター /キーボード・コード表 150ページLet’s play the GUITAR 40ページ

70
太鼓は，古くは合図や信号のような伝達手段として打ち鳴らされたり，祈りや儀式で用いられたりし
ていた。その後，寺社での祭り，また能や歌舞伎の舞台などさまざまな場面で広く用いられるように
なった。近年では多くの太鼓奏者が活躍しており，世界的にも注目されている。

　秩父屋台囃子は，「秩父神社例大祭（秩父夜
よ
祭
まつり
）」で曳

えい
行
こう
される「屋台（山

だし
車）」の中で演奏される。屋台がまっすぐ進むときは

大太鼓を中心に打ち鳴らし，曲がるときは小太鼓が「玉入れ」と呼ばれる特殊なリズムを演奏する。囃子の編成は，小太鼓３～
４，大太鼓１，篠

しの
笛
ぶえ
１，摺

すり
鉦
がね
１である。大太鼓のリズムは即興性が高く，リズム・パターンの組み合わせや回数，細かい装飾

音の入れ方などは，伝承団体である町
ちょう
会
かい
や奏者によって異なる。

楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
よ
う

腕を伸ばしたときに，ばちの先端が打面の中心にくる位置で構える。 打面の中心を打つと響きが止まってしま
うため，ばちの先端を中心から少し外し
て構える。

あぐらの他に，片
かた
膝
ひざ
をつ

いて座ったり，正座した
りすることもある。

太鼓との距離を測り，
ばちが「ハ」の字にな
るようにする。

腕を振り上げて，肘
ひじ
は軽く曲

げ，ばち先を真上に向ける。

　日本の伝統音楽の楽器の練習過程では，音色や奏法，リズムや
旋律のまとまりを記憶したり伝達したりする際に「唱歌」が用いら
れる。多くの場合，楽譜だけでは伝えきれない音や速度などの微
妙なニュアンスを唱歌によって伝えてきたため，演奏者一人一人
の表現は異なり，またそれが尊重される傾向にある。
　太鼓の唱歌は，低い音を「ドンドコ」，高い音を「テンテレ」など
と唱える。演奏する前に唱歌を唱えられるようにしておくとよい。

ばちの太さや太鼓の置き方，演奏
する曲などによっていろいろな持
ち方がある。基本的には，親指と
人さし指でしっかり握って他の指
を添える。打つときは手首や肘だ
けでなく肩も使うので，足腰に意
識を置くことも大切である。

秩父祭屋台囃子保存会 秩父夜祭（埼玉県秩父市で毎年12月２・３日を中心に行われる）

長
なが

胴
どう

太鼓の構え方

◉ばちの持ち方，打ち方

●平置き台に
　置いた場合 ●立ち台に置いた場合

●座り台に置いた場合

締
しめ

太鼓の構え方

秩
ちち

父
ぶ

屋
や

台
たい

囃
ばや

子
し

唱
しょう

歌
が

について

構え方と奏法

人さし指　  　    中指　　小指　　小指　 小指絃
放
開

三の絃
二の絃
一の絃

(ド)
(ファ)
(ド)

（レ）
（ソ）
（レ）

（ミ）
（ラ）
（ミ）

（ファ）
（シ  ） （シ）

（ソ）

◉調絃（本調子）
※�譜例は相対音高。声の高さに合
わせて基準となる音を変える。

※�三線の一般的な調絃には，本調
子，二

に
揚
あげ
調，三

さん
下
さげ
調がある。

三の絃をド（ハ音）にした場合

一の絃
二の絃

三の絃

爪の持ち方

実音は１オクターヴ下

爪

糸巻き（カラクイ）

（二の絃）

（一の絃）

歌
うた
口
ぐち

三の絃（女
みー
絃
ぢる
）

二の絃（中
なか
絃
ぢる
）

一の絃（男
うー
絃
ぢる
）

棹

胴

駒
こま
（ウマ）

４分音符

勘所

８分音符 ２分音符

（本調子）
三の絃（ド）
二の絃（ファ）
一の絃（ド）
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各部の名称

歌 詞　嘉
か
例
り
吉
ゆし
の
ぬ
遊
あすぃ
び（ハリ）　打ち晴れ

り
て
てぃ
からや　夜

ゆ
の
ぬ
明
あ
け
き
て
てぃ
太
てぃ
陽
だ
の
ぬ
（ハリ）　上がるまで

でぃ
も
ん

意 味　楽しいお祝いが始まったら　夜が明けて次の朝日が上がるまで祝いましょう

安
あ

波
は

節
ぶし

沖縄県民謡／澤田育子�楽譜構成

勘
かん

所
どころ

※�勘所：左手で絃を押さえるときの正しい位置。「合
あい
・乙
おつ
・老
ろう
・四
よん（しー）
・上

じょう
・中
ちゅう（なか）
・尺

しゃく
・

工
こう
・五

ご
・六
ろく
・七
しち
・八
はち
」で表される。また，勘所は「工

くん
工
くん
四
しー
」という三線の楽譜に

もそのまま用いられる。

※ は曲によって「シ 」もしくは「シ」になる。

棹の先は左肩と同
じ高さまで上げる。

人さし指，中指，
小指の第１関節
を曲げるように
して，指の腹で
しっかりと勘所
を押さえる。

右足の付け根に
近いところに胴
をのせる。

⃝�爪の穴に右手の人さし指を入れて親指で支える。
残りの指は添えておく。
⃝�爪は，手首を上から下に向けて半円を描くよう
に滑らかに動かす。弾き終わった後に爪を跳ね
上げないよう注意する。

三線は，中国から琉
りゅう
球
きゅう
に伝来したサンシエン（三弦）をルーツとした楽器である。棹

さお
は黒

こく
檀
たん
などの硬

い木でできており，漆
うるし
が塗ってある。棹の長さは75〜80㎝で，三

しゃ
味
み
線
せん
に比べて短く，胴にはニシ

キヘビの皮が張られている。水牛の角などでできた爪
つめ
（ばち）で絃

げん
をはじいて音を出す。

（三の絃）

太鼓は，古くは合図や信号のような伝達手段として打ち鳴らされたり，祈りや儀式で用いられたりし
ていた。その後，寺社での祭り，また能や歌舞伎の舞台などさまざまな場面で広く用いられるように
なった。近年では多くの太鼓奏者が活躍しており，世界的にも注目されている。

打面の中心を打つと響きが止まってしま
うため，ばちの先端を中心から少し外し

片
かた
膝
ひざ
をつ

いて座ったり，正座した
りすることもある。

　日本の伝統音楽の楽器の練習過程では，音色や奏法，リズムや
旋律のまとまりを記憶したり伝達したりする際に「唱歌」が用いら
れる。多くの場合，楽譜だけでは伝えきれない音や速度などの微
妙なニュアンスを唱歌によって伝えてきたため，演奏者一人一人
の表現は異なり，またそれが尊重される傾向にある。
　太鼓の唱歌は，低い音を「ドンドコ」，高い音を「テンテレ」など
と唱える。演奏する前に唱歌を唱えられるようにしておくとよい。

●立ち台に置いた場合

●座り台に置いた場合

太鼓の構え方

唱
しょう

歌
が

太鼓は，古くは合図や信号のような伝達手段として打ち鳴らされたり，祈りや儀式で用いられたりし
ていた。その後，寺社での祭り，また能や歌舞伎の舞台などさまざまな場面で広く用いられるように
なった。近年では多くの太鼓奏者が活躍しており，世界的にも注目されている。

打面の中心を打つと響きが止まってしま
うため，ばちの先端を中心から少し外し

をつ
いて座ったり，正座した

　日本の伝統音楽の楽器の練習過程では，音色や奏法，リズムや
旋律のまとまりを記憶したり伝達したりする際に「唱歌」が用いら
れる。多くの場合，楽譜だけでは伝えきれない音や速度などの微
妙なニュアンスを唱歌によって伝えてきたため，演奏者一人一人
の表現は異なり，またそれが尊重される傾向にある。
　太鼓の唱歌は，低い音を「ドンドコ」，高い音を「テンテレ」など
と唱える。演奏する前に唱歌を唱えられるようにしておくとよい。

●座り台に置いた場合

姿勢と構え方

指孔のふさぎ方

唇
くちびる

 の当て方と息の当て方

左手人さし指の付け根に笛
を当て，左手親指で楽器を
支えて構えを安定させる。
※左手親指を外側に出す構
　え方もある。

タンギングせずに一息で吹く

姿勢と構え方

72

歌
うた

口
ぐち

七孔 六孔 五孔 四孔 三孔 二孔 一孔
管
かん

尻
じり

指孔

楽器はほぼ水平にする。

左手は指の腹でふさぐ。

右手の小指は
指の腹でふさぐ。

小指以外の指は軽く伸
ばした状態でふさぐ。

篠笛は，７つ（または６つ）の指
ゆび

孔
あな

をもつ竹製の横笛で，篠
しの

竹
だけ

という竹で作ることからその名が付けら
れている。祭

まつり
囃
ばや

子
し

や神
かぐら

楽，民謡，歌舞伎の音楽などで用いられ，人の声の高さに合わせるためにさ
まざまな調子の笛がある。最も音域の低いものから半音刻みで順に「一本（または一本調

ぢょう
子
し

）」，「二本」
…と呼び，それぞれ笛の長さが異なる。

楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
よ
う

各部の名称

運指と奏法
　篠笛の運指は，下図の左側に示したように数字で表す。
右側の算用数字は１オクターヴ高い音を示すときに用い
られる。１オクターヴ高い音を出す場合は，同じ運指の
まま唇をさらに横に引き，息を鋭く吹き込む。

メ
リ
音（
低
め
の
音
）

篠笛の伝統的な奏法では，リコーダーのようにタンギングを使用し
ない。同音が続く場合は，押さえている指を指孔から一瞬離してす
ぐにふさぐ「指打ち」という奏法を用いる。七の指打ちは，左手の人
さし指で空いている指孔を一瞬ふさいですぐに離す。

七メと０は同じ高さの音である。しかし，実際に吹き比べてみると
雰囲気が微妙に異なることに気付くだろう。この違いが音楽に彩

いろど

りを添え，より豊かな表現へとつながっていく。《さくら》（→P.73）
には，七メと０の運指が使われているので，演奏してその違いを味
わおう。

●右手で笛の管尻を持ち，左手で歌口の下を支えながら笛を持ち上
げ，歌口を下唇の中央に当てる。その際，歌口の中央に下唇が当
たっているかどうかを友達と確認し合うとよい。

● 唇は左右に少し引き，下唇が歌口に少しかかるようにする。上下
の唇は軽く合わせておく。

●「フィーッ」と発音するつもりで唇の中央から息を出し，歌口の縁
ふち

に息を吹き当てる。息を細く長く出せるようにおなかで支える。

上半身は正面に向け，
肩の力を抜く。そのと
き右肘

ひじ
を張りすぎない

ようにする。

○…開ける　　●…ふさぐ　　　…少し開ける
▲…指打ち（ここに示した指打ちは一例である）

◑

実
音
は

１
オ
ク
タ
ー
ヴ
上

●の部分でふさぐ。

唇  の当て方と息の当て方

◉調絃（本調子）

二の絃
三の絃

実音は１オクターヴ下

（ハリ）　上がるまで
でぃ
も
ん

⃝�爪の穴に右手の人さし指を入れて親指で支える。
残りの指は添えておく。

⃝�爪は，手首を上から下に向けて半円を描くよう
に滑らかに動かす。弾き終わった後に爪を跳ね
上げないよう注意する。

構え方と奏法

に伝来したサンシエン（三弦）をルーツとした楽器である。
が塗ってある。棹の長さは75〜80㎝で，

（ばち）で絃
げん
をはじいて音を出す。

三の絃

実音は１オクターヴ下

も
ん

⃝�爪の穴に右手の人さし指を入れて親指で支える。
残りの指は添えておく。

⃝�爪は，手首を上から下に向けて半円を描くよう
に滑らかに動かす。弾き終わった後に爪を跳ね
上げないよう注意する。

に伝来したサンシエン（三弦）をルーツとした楽器である。

をはじいて音を出す。

構え方と奏法

（本調子）

●正座する場合

●椅
い

子
す

に座る場合

76 中国のサンシエン（三弦）が琉
りゅう

球
きゅう

で三
さん

線
しん

となり，それが大
おお

坂
さか
（大阪）の堺

さかい
に伝わって三味線

へと変化した。当初，琵
び

琶
わ

法師が琵琶のばちでこの楽器を演奏していたため，ばちの形や
奏法など，琵琶の影響を強く受けている。また，三味線には「サワリ山」という部分があり，
一の糸を弾くと，糸がサワリ山に触れて「ビーン」という三味線特有の響きが生まれる。

こきりこ
富山県民謡／澤田育子 楽譜構成

各部の名称

楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
、
音
色
の
特
徴
を
生
か
し
て
表
現
を
工
夫
し
よ
う

※譜例は相対音高。声の高さに合わ
せて基準となる音を変える。

※三味線の一般的な調弦には，本調
子，二

に
上
あが

り，三
さん

下
さが

りがある。

※勘所：左手で糸を押さえるときの正しい位置。
⃝下の《こきりこ》で，五線譜の下に示されているのが「文化譜」である。三

味線の糸に見立てた３本の線上に，押さえる勘所の数字が記されている。
文化譜の形式は四世杵

きね
家
いえ

弥
や

七
しち

によって創案された。

上体をやや前に倒し，腰を伸ばして座る。

腕をリラックスさせ，
肘
ひじ

を自然に開く。

正座する場合と同様に，
上体をやや前に倒し，
腰を伸ばして座る。

浅く腰掛け，背もたれ
に寄りかからないよう
にする。

胴
を
右
足
の
太ふ
と

腿も
も

の

上
に
の
せ
る
。

一の糸（弦）

二の糸（弦）

三の糸（弦）

表
皮ば

ち
皮

駒
こま

根ね

緒お
胴

棹
さお海

え
老
び

尾
お

（天
てん

神
じん

）

乳
ち

袋
ぶくろ

「ちぶくら」ともいう

糸
いと

巻
まき

（一の糸）

（三の糸）

（二の糸）

ばちの持ち方 指かけの着け方
一の糸

二の糸
三の糸

棹の先が首の高さ
にくるようにする。

勘所は，指を立
てるようにして
爪
つめ

の先と指先の
辺りで押さえる。

握り拳
こぶし

１つ分ぐらい
両膝

ひざ
の間隔を開ける。

中指がばちの重心の位置にくるように持ち，
糸の真下のばち皮を目がけて打ち下ろす。

左手の親指と人さし
指に指かけを着け，
その両指の付け根に
棹をのせる。

表 裏

胴かけ

76

実音は１オクターヴ下

◉調弦（本調子）一の糸をシ（ロ音）にした場合

唱
しょう

歌
が

※算用数字は勘所の位置を表し，０は開放弦である。数字の下に　が付くと音の長さは 拍分，何も付かない場合は１拍分になる。　　
　●…１拍休む　　─ …前の音を１拍のばす　　勘所を押さえる指… は薬指で，何も書かれていない音は人さし指で押さえる。

勘
かん

所
どころ

 （文化譜の場合）

唱歌について70ページ

左手人さし指の付け根に笛
を当て，左手親指で楽器を
支えて構えを安定させる。
※左手親指を外側に出す構
　え方もある。

六孔
管
かん

尻
じり

の部分でふさぐ。の部分でふさぐ。

中国のサンシエン（三弦）が
へと変化した。当初，
奏法など，琵琶の影響を強く受けている。また，三味線には「サワリ山」という部分があり，
一の糸を弾くと，糸がサワリ山に触れて「ビーン」という三味線特有の響きが生まれる。

こきりこ
富山県民謡／澤田育子 楽譜構成

※譜例は相対音高。声の高さに合わ

※三味線の一般的な調弦には，本調

⃝下の《こきりこ》で，五線譜の下に示されているのが「文化譜」である。三
味線の糸に見立てた３本の線上に，押さえる勘所の数字が記されている。

表
皮ば

ち
皮

胴

左手人さし指の付け根に笛
を当て，左手親指で楽器を
支えて構えを安定させる。
※左手親指を外側に出す構

の部分でふさぐ。の部分でふさぐ。

中国のサンシエン（三弦）が

奏法など，琵琶の影響を強く受けている。また，三味線には「サワリ山」という部分があり，
一の糸を弾くと，糸がサワリ山に触れて「ビーン」という三味線特有の響きが生まれる。

こきりこ
富山県民謡／澤田育子 楽譜構成

⃝下の《こきりこ》で，五線譜の下に示されているのが「文化譜」である。三
味線の糸に見立てた３本の線上に，押さえる勘所の数字が記されている。

表
皮
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楽器に対して45度の角度で座る。 楽器に対して直角に座る。

⃝�椅
い
子
す
に座る場合の構え方も，正座する場合と同様である。その際，足を

楽器の下に入れないよう注意する。
⃝�右手の親指，人さし指，中指に爪をはめ，親指は，糸の手前から向こう
側に向かって弾き，次の糸に当てて止める。人さし指，中指，薬指は，
親指を置いた糸の3〜5本向こう側の糸に置く。中指は，糸の向こう側
から手前に向かって弾き，次の糸に当てて止める。人さし指で弾く場合
も同様である。

爪の角を糸に
当てる。

爪の中心のと
がった部分を
糸に当てる。

⃝�糸の名称は，奏者の向こう
側から手前に向かって順に
「一二三四五六七八九十斗

と

為
い
巾
きん
」と呼ぶ。

⃝��一の糸は１オクターヴ低く
調弦する場合もある。

⃝��いっしょに演奏する楽器や
声の高さなどに応じて，基
準となる音の高さを変えて
調弦する。多くの場合，一
を「ニ音」に調弦する。

（譜例は相対音高）

一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
斗
為
巾

一を「ホ音」（ミ）にした場合

一を「ニ音」（レ）にした場合

低
い
音

高
い
音

●角
かく
爪
づめ
（生

いく
田
た
流）の場合 ●丸

まる
爪
づめ
（山田流）の場合

雲
うん
角
かく

磯
いそ

竜
りゅう
甲
こう

柱
じ 竜

りゅう
角
かく

竜
りゅう
頭
とう

糸（弦）

平調子
（一を「ニ音」に，一と五は同音に調弦する）

《さくら》変奏曲
日本古謡／福山昌美�楽譜構成

各部の名称

構え方と奏法 ◉調弦（平
ひら

調
ぢょう

子
し

）

箏は，奈良時代に唐
とう
（中国）から伝来し，雅

が
楽
がく
の中で使用された。室町末期〜安

あ
土
づち
・桃山時代には，箏

の伴奏による歌曲を中心とした筑
つく
紫
し
箏
ごと
が寺院雅楽から成立し，これを基に八

やつ
橋
はし
検
けん
校
ぎょう
が近世箏

そう
曲
きょく
の基

礎を築いた。箏
こと
は，通常桐

きり
の木で作った胴に13本の糸が張られており，柱

じ
と呼ばれる駒

こま
を動かして

音の高さを調節する。楽器の各部の名称は，箏全体を竜
りゅう
の姿になぞらえて付けられている。

※漢数字は糸の名称を表し，その下に　が付くと音の長さは 拍分，　 の場合は 拍分，何も付かない場合は１拍分になる。
　小さく書かれている算用数字は指番号で，３は中指，何も書かれていない音は親指で弾く。
　　）…掻

か
き爪　　]…合

あわ
せ爪（親指と中指で同時に２本の糸を弾く）　　○…左手薬指のピッツィカート（箏の面に対して垂直に糸をはじく）

　─…前の音をのばす　　オ…押し手
で
（強
つよ
押し）

竜
りゅう
尾
び 奏者側

奏者側

79

箏
は
、
流
派
に
よ
っ
て
弾
き
方
や
楽
譜
の
記
譜
の
方
法
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
縦
書
き
の
楽
譜
を
用
い
て《
六
段
の
調し

ら
べ

》か
ら〈
初
段
〉を
演
奏
し
よ
う
。

❶ 引き色：弾いた後に，その糸の柱
じ

から２，３㎝左側の部
分を左手の親指，人さし指，中指の３本でつまみ，右の
ほうに引き寄せて余韻の音高をわずかに下げる。その後，
力を抜いて元の高さに戻す。

❷ 掻
か

き爪：隣接する２本の糸を向こう側から手前に，中指
でほとんど同時に弾く。

❸ 割り爪：隣接する２本の糸を向こう側から手前に，最初
は人さし指で，次に中指で弾く。

❹ 後
あと

押し：弾いた後に，その糸の柱から10～15㎝ぐら
い左側の部分を左手の人さし指と中指で押し下げて余韻
の音高を上げる。

❺ 押し手
で

：弾く前に，その糸の柱から10～12㎝ぐらい左
側の部分を左手の人さし指と中指で押し下げて音高を上
げる。全音上げる「強

つよ
押し」と半音上げる「弱

よわ
押し」がある。

❻ 突き色：弾いた後に，瞬間的に突くように左手で後押し
をして，すぐに離す。

〈
初
段
〉（箏
曲《
六
段
の
調
》か
ら
）
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〈初段〉で使われる奏法
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3

3

3

3

唱し
ょ
う

　歌が

指
番
号

糸
の
名
称

左
手
の
奏
法

１拍

１小節

平
調
子

（
一
を「
ニ
音
」に
、
一
と
五
は
同
音
に
調
弦
す
る
）

オ

3

拍▶①
引
き
色

▶①
引
き
色

▶②
掻
き
爪

▶③
割
り
爪

▶③
割
り
爪

▶
　
　
　
　
　
　  

▶

③
割
り
爪
　③
割
り
爪

▶④
後
押
し

▶⑥
突
き
色

▶④
後
押
し

▶④
後
押
し

▶④
後
押
し

▶④
後
押
し

▶

④
後
押
し

ツ

オ

オ

オ

オ

オ

▶②
掻
き
爪

▶②
掻
き
爪

▶②
掻
き
爪

▶②
掻
き
爪

▶②
掻
き
爪

▶③
割
り
爪

▶③
割
り
爪

▶③
割
り
爪

▶③
割
り
爪

▶

⑤
押
し
手（
強
押
し
）

▶⑤
強
押
し

▶⑤
強
押
し

▶

⑤
強
押
し

▶

①
引
き
色

▶

②
掻
き
爪

▶

②
掻
き
爪

▶⑤
強
押
し

▶⑤
強
押
し

▶⑤
強
押
し

▶⑤
押
し
手（
弱
押
し
）

▶

⑤
強
押
し

旋
律
の
ま
と
ま
り
や
曲
全
体
の
流
れ
を
感
じ
取
っ
て
演
奏
し
よ
う

▶

⑤
強
押
し

▶

⑤
強
押
し

▶⑤
強
押
し

▶⑤
強
押
し

箏曲《みだれ（乱輪舌）》 111ページ唱歌について70ページ

◎
…
前
の
音
を
１
拍
の
ば
す

　…
前
の
音
を
　
拍
の
ば
す

○
…
１
拍
休
む

ゝ
…
前
の
音
を
繰
り
返
す

指
番
号
…
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
音
は
親
指
で
、
２
は
人
さ
し
指
で
、

　
　
　
　
３
は
中
指
で
弾
く
。

　
　
　
　一二
の
掻
き
爪
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
が
中
指
で
弾
く
。

小
さ
く
書
か
れ
た
音
は
、

拍
よ
り
も
短
く
弱
く

小　　指７
薬　　指６
中　　指５
人さし指４

薬　　指３
中　　指２
人さし指１
親　　指０

ソプラノ
テノール

ア ル ト

バ ス

　

手
　
左

Ｂ　　Ｇ Ｂ　　Ｇ ※1 ※2 Ｂ　　Ｇ Ｂ　　Ｇ Ｂ　　Ｇ Ｂ　　Ｇ 　※3 ※1

中
部
管

手

右

足
部
管

頭
部
管
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楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
、
音
色
の
特
徴
を
生
か
し
て
演
奏
を
工
夫
し
よ
う

● サミングの仕方  

カール・ゴットリープ・ヘリング 作曲

C-a-f-f-e-e

ト音記号やヘ音記号の上の｢8｣は，実音が記音より１オクターヴ高いことを示している。
（ただし，テノールは実音と記音が同じであるため｢8｣は付かない。）

※1：バスの場合。
※2：替え指。運指の都合で選ぶことができる。

　舌（t
タン

ongue）を使って音を出したり止めたり
することを「タンギング」と呼び，これが豊かな
表現をするための基本となる。顎

あご
を動かさない

ように注意して，まずは「tu」という発音を用い
たタンギングを身に付けよう。さらに，より柔
らかな子音による「du」や「ru」などを用い，曲
想を感じ取って表現を工夫するとよい。母音は

「u」の他に，「e」「i」「o」などを用いてもよい。

● タンギング

わ
ず
か
な
隙
間
を
作
る
。

※  は輪奏の際の終止の位置を示す。

　左手の親指（t
サム

humb）の音
おん

孔
こう
（サム・

ホール）をわずかに開けて隙
すき

間
ま

を作
ることを「サミング」と呼び，高音域
を演奏する際に用いる。美しい高音
を出すためには，サミングを適切に
行うことが重要である。サム・ホー
ルを閉じている状態から，親指を少
し曲げて滑らせるとよい。

「コーヒー・カノン」とも呼ばれるこの曲は，“Caff ee”のつづりをそのまま音名に当てた旋律で始まる。

小　　指７
薬　　指６
中　　指５
人さし指４

薬　　指３
中　　指２
人さし指１
親　　指０

ソプラノ
テノール

ア ル ト

バ ス

　

手
　
左

Ｂ　　Ｇ Ｂ　　Ｇ ※1 ※2 Ｂ　　Ｇ Ｂ　　Ｇ Ｂ　　Ｇ Ｂ　　Ｇ 　※3 ※1

中
部
管

手

右

足
部
管

頭
部
管
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　一つ一つの音の切り方やつなぎ方のことを「アーティキュレーション」と呼ぶ。これは旋律に
さまざまな表情を付けるための大切な方法である。リコーダーでは，タンギングを工夫するこ
とによって，アーティキュレーションを生かした表現豊かな演奏をすることができる。

● アーティキュレーション

モリス・ラヴェル 作曲

ボレロ

…開ける　　 …閉じる　　 …サミング(少し開ける)　　Ｂ…バロック(イギリス)式の運指　　Ｇ…ジャーマン(ドイツ)式の運指
楽器の特性によって運指が異なる場合もあるが，ここでは標準的なものを示している。
この教科書では，ソプラノ・リコーダーをSR，アルト･リコーダーをAR，テノール･リコーダーをTR，バス・リコーダーをBRと表記している。

※3：アルトの場合。運指に加えて足部管の先端を腿
もも

で閉
じる（主に座って演奏するときに用いられる方法）。

●楽譜に記されているスタッカートやテヌート，スラーなどの
アーティキュレーションは一例である。

M
モデラート
oderato：中ぐらいの速さで

リコーダーで
名曲に挑戦！

バレエ音楽《ボレロ》 132ページ

11

　10ページの《Plymouth Rock》は手拍子と足踏みだけで演奏する曲である。パートの役割を考えながら，手拍子や
足踏みを工夫して演奏しよう。
❶ 全員がⅠとⅡ両方のパートを演奏できるようになったらグループに分かれ，どのように工夫したらより楽しいアン

サンブルになるのかアイディアを出し合って練習しよう。
❷グループ練習をするときには， ～ の中から部分的に取り出して合わせるなど，練習方法を工夫しよう。
❸各グループの表現の工夫に注目しながら，互いのアンサンブルを聴き合おう。

　　　強弱記号の書かれていない部分についても強弱の変化を考える。
　　　強弱に合わせて手拍子の打ち方や足踏みの仕方を考える。

　　　 各パートのリズムの特徴を感じ
取り，目立たせて演奏するリズ
ムと，逆に目立たせないように
演奏するリズムを決め，抑揚を
付ける。

　　　 手拍子や足踏み以外のボディー・
パーカッション（指鳴らしや膝

ひざ

打ちなど）も取り入れる。
　　　 《Plymouth Rock》に合うよう

な曲の音源を持ち寄り，それに
合わせて演奏する。

の手拍子 の手拍子 の足踏み の足踏み

　コンサートやCD，インターネットによる音楽配信，カラオケなど，私たちが日頃からさまざまな形で楽しんでいる音
楽は，「社会全体の財産」ともいえる。しかしその音楽は，それを作った人（著作者）の創造力や努力によって生み出された
作品（著作物）であり，もともとは「著作者」個人の財産である。その財産を私たちはいろいろな形で利用して楽しんでいる。
音楽に限らず美術や文学，写真，映画，ゲーム，映像，書籍などの作品にも著作権がある。ここでは，音楽に関する「著
作権」のルールについて確認しよう。
　著作者は「著作権」という権利をもつことが，「著作権法」という法律で定められている。すなわち，「作品を使う権利は
それを作った人がもっている」，そしてそれを他の人が利用する際には，「作った人に許諾を得る必要がある」ということ
である。例えば私たちがCDを買うと，その代金は音楽を作った人だけでなく，CDを制作した会社や演奏した人にも配
分される。そのことが，また新たに音楽やCDを制作したり，演奏活動を続けたりするエネルギーを支えることになる。
購入したCDを無断でコピーして友達にあげてしまうと，著作権法に違反するのはもちろんだが，前述の仕組みがくずれ，
結果として私たちが音楽を楽しむ機会が失われてしまう可能性もある。
　楽譜をコピーする，ホームページに好きな曲の歌詞を掲載する，演奏をインターネット上にアップロードするなどの際
には，著作権法のルールにのっとっているかどうかを必ず確認しよう。なお，許諾を得なくてもよい場合がある。例えば
日本では，作った人が亡

な
くなってから50年を過ぎている音楽作品ならば，自由に利用することができる。

ルールを守って音楽を楽しもう ― 著 作 権 について―

　　全ての作品はそ
れを作った人の著作
物であり，作った人
は著作権を主張する
ことができる。

　　音楽の授業で作曲を
したけれど，この作品に
は著作権があるのかな？

　　曲をアレンジする場合，著作者
の許諾を得る必要があるのかな？

　　著作者には，自分が作った曲
がそのままの形であることを守る
権利（同一性保持権）がある。アレ
ンジする際は，事前に著作者の許
諾を得る必要がある。ただし，授
業や家庭内のみで使う場合は除く。

　　CDからコピーし
た音楽を，インターネ
ット上にアップロード
したいな！

　　著作者やCD制
作会社，演奏者など
から事前に許諾を得
る必要がある。

例 1
例 2

ボディー・パーカッションを楽しもう

  演奏の工夫  演奏の工夫  演奏の工夫

例 3

例 4

例 5

ギター1

ギター1

ギター2
ギター3

ギター2

ギター3
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パ
ー
ト
の
役
割
を
考
え
、
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
し
よ
う

第三の男のテーマ
（映画『第三の男』から）

アントン・カラス 作曲／植村幸市 編曲

1949年にイギリスで公開された映画『第三の男』のテーマ曲。作曲者のカラス（1906〜1985）はツィター（→P.64）奏者である。

実音は１オクターヴ下

左手薬指 左手小指

左手中指
左手人さし指

27

◉使用する音と回数

チャイムでアンサンブルを楽しもう

  打音，消音の練習

  《星に願いを》を演奏しよう

▲バー型

《星に願いを》は，1940年にアメリカで公開された映画『ピノキオ』の中で，コオロギのジミニー・クリケットが歌う曲で
ある。第13回アカデミー賞の歌曲賞を受賞したほか，数多くのアーティストによってカヴァーされたり器楽曲にアレン
ジされたりするなど，世界中で親しまれている。

▲ベル型

（左） 消音

（右）消音

消音

　チャイムには，ベル型とバー型の２種類の楽器がある。また，同じベル型でも，ベル
を上に向けて演奏するものと，下に向けて演奏するものがある。使用する楽器の正しい
扱い方や構え方，打音や消音の方法を身に付けよう。

● 演奏する前に手を洗い，よく乾かしてから楽器を扱う。ベル型の楽器では，ベルの部
分を素手で触れないように手袋を着用するとよい。

● １人で２音以上のチャイムを担当する際は，楽器どうしを接触させないように注意す
る。楽器を机の上などに置く場合は，接触音が出ないように布やフェルトなどを敷く。

● チャイムは，同じ楽器でも打音の仕方によって音色が微妙に異なる。実際に音を出
して，最もよく響く打音方法を見つけよう。また，強弱の付け方も研究しよう。

● 消音には，楽器を体に接触させたり，机に置いたりする方法がある。楽器の種類や
特性に合わせて，適切な方法を見つけよう。

● １人で２音以上を担当する場合，消音と打音を同時に行うことがある。２音の間に
空白ができたり，ハーモニーに濁りが生じたりしないように，音の橋渡しをスムー
ズに行う練習をしよう。

❶● 自分の担当する音を決めよう。26ページの楽譜を演奏するには，以下の18音のチャイムが必要となる。グループ
の人数と各音の打音回数を考慮しながら，担当する音を決めるとよい。

●❷ 自分の担当する音が分かるように，楽譜にカラーペンやマーカーなどで印を付けよう。２音以上担当する場合は，
異なる色を用いるなどして，打ち間違いを防ぐように工
夫するとよい。

●❸ チャイムの演奏では，音を長くのばしている間に，短い
拍で同じ音を打音することがある。右の譜例を参考に，
打音方法を考えよう。

●❹ アンサンブルをしよう。チャイムの演奏は，基本的に楽
譜を見ずに「暗

あん
譜
ぷ

」で行う。指揮者がいる場合は指揮をよ
く見て，いない場合には互いの腕の動きやアイ・コンタク
トなどで打音のタイミングを合わせるとよい。

●❺ より息の合った演奏をするために，姿勢を整えたり打音
の位置や高さをそろえたりするなどの工夫をしよう。

実際の打音

  《星に願いを》を演奏しよう  《星に願いを》を演奏しよう

  打音，消音の練習  打音，消音の練習

  演奏する際の注意点  演奏する際の注意点  演奏する際の注意点

チャイムアンサンブル 楽しもうアンサンブル

14打音回数： 2 21 2 19 26 8 24 4 2 31 35 11 30 1 1 20 14 13 5

同じ音 同じ音

AR1
(SR)

AR2

ギター

ギター

植松伸夫 作曲／内藤淳一 編曲 実音は１オクターヴ上

実音は１オ
クターヴ下

ギター1

ギター1

ギター2
ギター3

ギター2

ギター3

アントン・カラス 作曲／植村幸市 編曲

実音は１オクターヴ下

左手薬指 左手小指

左手中指
左手人さし指

手拍子

足踏み

 マレイ・ホーリフ 作曲

P
プリマス

lymouth R
ロック

ock

※楽譜には， ～ の他，足踏みがしやすいようにL（左）とR（右）を記入している。

ニューヨーク出身の演奏家ホーリフ（1948～　）が作曲したボディー・パーカッションによる二重奏曲。彼は演奏家として活動する

　コンサートやCD，インターネットによる音楽配信，カラオケなど，私たちが日頃からさまざまな形で楽しんでいる音
楽は，「社会全体の財産」ともいえる。しかしその音楽は，それを作った人（著作者）の創造力や努力によって生み出された
作品（著作物）であり，もともとは「著作者」個人の財産である。その財産を私たちはいろいろな形で利用して楽しんでいる。
音楽に限らず美術や文学，写真，映画，ゲーム，映像，書籍などの作品にも著作権がある。ここでは，音楽に関する「著

　著作者は「著作権」という権利をもつことが，「著作権法」という法律で定められている。すなわち，「作品を使う権利は
それを作った人がもっている」，そしてそれを他の人が利用する際には，「作った人に許諾を得る必要がある」ということ
である。例えば私たちがCDを買うと，その代金は音楽を作った人だけでなく，CDを制作した会社や演奏した人にも配
分される。そのことが，また新たに音楽やCDを制作したり，演奏活動を続けたりするエネルギーを支えることになる。
購入したCDを無断でコピーして友達にあげてしまうと，著作権法に違反するのはもちろんだが，前述の仕組みがくずれ，

　楽譜をコピーする，ホームページに好きな曲の歌詞を掲載する，演奏をインターネット上にアップロードするなどの際
には，著作権法のルールにのっとっているかどうかを必ず確認しよう。なお，許諾を得なくてもよい場合がある。例えば

くなってから50年を過ぎている音楽作品ならば，自由に利用することができる。

― 著 作 権 について―

　　CDからコピーし
た音楽を，インターネ
ット上にアップロード
したいな！

ニューヨーク出身の演奏家ホーリフ（1948～　）が作曲したボディー・パーカッションによる二重奏曲。彼は演奏家として活動する

　コンサートやCD，インターネットによる音楽配信，カラオケなど，私たちが日頃からさまざまな形で楽しんでいる音
楽は，「社会全体の財産」ともいえる。しかしその音楽は，それを作った人（著作者）の創造力や努力によって生み出された
作品（著作物）であり，もともとは「著作者」個人の財産である。その財産を私たちはいろいろな形で利用して楽しんでいる。
音楽に限らず美術や文学，写真，映画，ゲーム，映像，書籍などの作品にも著作権がある。ここでは，音楽に関する「著

　著作者は「著作権」という権利をもつことが，「著作権法」という法律で定められている。すなわち，「作品を使う権利は
それを作った人がもっている」，そしてそれを他の人が利用する際には，「作った人に許諾を得る必要がある」ということ
である。例えば私たちがCDを買うと，その代金は音楽を作った人だけでなく，CDを制作した会社や演奏した人にも配
分される。そのことが，また新たに音楽やCDを制作したり，演奏活動を続けたりするエネルギーを支えることになる。
購入したCDを無断でコピーして友達にあげてしまうと，著作権法に違反するのはもちろんだが，前述の仕組みがくずれ，

　楽譜をコピーする，ホームページに好きな曲の歌詞を掲載する，演奏をインターネット上にアップロードするなどの際
には，著作権法のルールにのっとっているかどうかを必ず確認しよう。なお，許諾を得なくてもよい場合がある。例えば

くなってから50年を過ぎている音楽作品ならば，自由に利用することができる。

― 著 作 権 について―

　　CDからコピーし
た音楽を，インターネ
ット上にアップロード
したいな！

　コンサートやCD，インターネットによる音楽配信，カラオケなど，私たちが日頃からさまざまな形で楽しんでいる音
楽は，「社会全体の財産」ともいえる。しかしその音楽は，それを作った人（著作者）の創造力や努力によって生み出された
作品（著作物）であり，もともとは「著作者」個人の財産である。その財産を私たちはいろいろな形で利用して楽しんでいる。
音楽に限らず美術や文学，写真，映画，ゲーム，映像，書籍などの作品にも著作権がある。ここでは，音楽に関する「著

　著作者は「著作権」という権利をもつことが，「著作権法」という法律で定められている。すなわち，「作品を使う権利は
それを作った人がもっている」，そしてそれを他の人が利用する際には，「作った人に許諾を得る必要がある」ということ
である。例えば私たちがCDを買うと，その代金は音楽を作った人だけでなく，CDを制作した会社や演奏した人にも配
分される。そのことが，また新たに音楽やCDを制作したり，演奏活動を続けたりするエネルギーを支えることになる。
購入したCDを無断でコピーして友達にあげてしまうと，著作権法に違反するのはもちろんだが，前述の仕組みがくずれ，

　楽譜をコピーする，ホームページに好きな曲の歌詞を掲載する，演奏をインターネット上にアップロードするなどの際
には，著作権法のルールにのっとっているかどうかを必ず確認しよう。なお，許諾を得なくてもよい場合がある。例えば

くなってから50年を過ぎている音楽作品ならば，自由に利用することができる。

― 著 作 権 について―

　　CDからコピーし
た音楽を，インターネ
ット上にアップロード
したいな！

チャイム

26

星に願いを
（アニメーション映画『ピノキオ』から）

リー・ハーライン 作曲／河合紳
のぶ

和
かず

 編曲

r
リタルダンド

itardando(rit.)：だんだん遅く

互
い
の
音
を
よ
く
聴
き
合
い
、
息
の
合
っ
た
演
奏
を
し
よ
う

※青色で示されている音符は主旋律である。

メロディーの雰囲気を変化させよう 28ページ 演奏スタイルを変化させよう 29ページ

チャイム

星に願いを
（アニメーション映画『ピノキオ』から）

リー・ハーライン 作曲／河合紳
のぶ

和
かず

 編曲

❸右手を基本位置に置き，アルペッジョの一般的なパターンの一つ（右の譜例）
を演奏しよう。このとき，弦をはじいた指を隣の弦に当てて止める「アポ
ヤンド奏法」ではなく，弦をはじいた指を離す「アル･アイレ奏法」にする。ヤンド奏法」ではなく，弦をはじいた指を離す「アル･アイレ奏法」にする。

写真①

写真②

Bm基本形 Bm省略形

弦を押さえる指
人…人さし指　　中…中指
薬…薬指　　小…小指　

譜例1

譜例2

譜例3

使用する
コード

Bm基本形 Bm省略形

46

　《デイ・ドリーム・ビリーバー》をストローク奏法で伴奏しよう。「ストローク」とは，
左手でコードを押さえ，右手の指やピックでリズムを刻む奏法であり，「コード・ス
トローク」ともいう。

ダウン・ストローク
　できるだけ６本の弦が同時に鳴るように，第６弦から第１
弦に向かって肘

ひじ
を中心に腕を振り下ろして弾く（写真①）。

アップ・ストローク
　第１弦から第６弦に向かって弾く（写真②）。途中で指やピ
ックが弦に引っかからないように手首を柔らかくして弾こう。
ダウン・アップ・ストローク
　ダウン・ストロークとアップ・ストロークを交互に行う。
空
から
ピック

　ダウン・アップ・ストロークの動きを止めずに，弦に触れな
い空振りを入れることでリズムを変化させる。

　「セーハ」とは，２本以上の弦を左手の人さし指などで押さえる奏法で，Bmや
Fのコードを弾くときは，６本の弦を全て押さえなくてはならない。６本の弦を
全て押さえることが難しい場合は，省略形を使ってもよい。

　前奏や16〜17小節目，53小節目を下のように演奏してみよう。

❶44ページの「コードを押さえよう」を参考にGコードを押さえ， 譜例1のリズ
ムをダウン・ストローク（ ）で演奏する。このとき，正確なリズムで，ほぼ同
じ強さで弾くようにする。

❷アップ・ストローク（ ）を加え， 譜例2のリズムをダウン・アップ・ストロークで
演奏する。このとき，ダウンとアップのストロークの間隔が同じになるように
しよう。
❸《デイ・ドリーム・ビリーバー》は， 譜例3のように のリズムで演奏する。
アップ・ストロークを軽くはずんだ感じで弾くようにしよう。また，空ピック
を入れて演奏しよう。

前奏薬 小 小人

人
薬 中人

中

《デイ・ドリーム・ビリーバー》は，アメリカのロック・バンド「モンキーズ」が1967年にリリースしたシングル曲で，全米で大ヒットした。
89年には，ロック・バンド「ザ・タイマーズ」を率いたZ

ゼリー
ERRYこと忌

いまわ
野
の
清
きよ
志
し
郎
ろう
が日本語の歌詞を付けてカヴァーした。

G Am C Em A7 D7 DBm Bm省略形

ストローク編
STEP4

楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
よ
う

ギター /キーボード・コード表 150ページコードの覚え方 148ページ

デイ・ドリーム・ビリーバー
ZERRY 日本語詞／ジョン・スチュアート 作曲／植村幸市 編曲

47

リ
ズ
ム
に
気
を
付
け
て
演
奏
し
よ
う

D
ダル
al S

セーニョ
egno(D.S.)：%に戻る　　fi：次のfiまでとばす

音の長さは普通の楽譜と同じ
第2弦１フレット

２分音符

休符は普通の
楽譜と同じ

言
葉
の
ま
と
ま
り
と
旋
律
の
動
き
を
意
識
し
て
演
奏
し
よ
う

45

楽譜と同じ

ギター

ギター

ギター
ギター3

ギター

ギター3

デイ・ドリーム・ビリーバー
ZERRY 日本語詞／ジョン・スチュアート 作曲／植村幸市 編曲

47

リ
ズ
ム
に
気
を
付
け
て
演
奏
し
よ
う

写真① 写真②

42

　《第三の男のテーマ》をメロディーと伴奏（和音と低音）に分かれて演奏し，アンサンブル
を楽しもう。その際，互いのパートをよく聴き合うことが大切である。

　第１弦のみを使用する。左手の人さし指を１フレットに，中指
を２フレットに，薬指を３フレットに置く。このとき，フレット
のすぐ近くを押さえよう（写真①）。左手の動きに注意を向けるた
め，右手は人さし指で上に向かって弦をはじくとよい（写真②）。
慣れてきたら，人さし指と中指を交互に使ってみよう。

　５小節目の４フレットを押さえるところでは，３フレットから
薬指をスライドさせる。もしくは，スライドさせずに小指で押さ
えてもよい。14小節目の９フレットを押さえるところでは，左
手全体をスライドさせて薬指で押さえ，その後の５フレットを人
さし指で押さえるとよい。

　右手は主に第２弦と第３弦を同時にはじく。人さし指を第３弦
に，中指を第２弦に，薬指を第１弦に置く。そして親指は第６弦
に置き，小指は右の写真のよ
うにボディーに添えておくと
よい。このポジションのまま，
人さし指と中指は上に向かっ
て弦をはじく。右手の形を固
定することによって，左手の
動きに注意を向けることがで
きる。

　しっかりした音を出すために，右手をサウンド・ホールの中央
より少しブリッジ側に置き，親指ではじく。もしくは，人さし指
と中指を交互に使ってもよい。左手で弦を押さえる際に，音を保
持する必要がある間は指を離さないようにしよう。

 ポイント  
・ 左手は，上の譜例に示した指で各フレット

を押さえる。
・中指で2フレットを押さえるとき，人さし

指は1フレットを押さえたままにしておく。
・ 左手のポジションがくずれていないかを確

認する。
・ のリズムで演奏する。

開
放
弦（
押
さ
え
な
い
）

人
さ
し
指

人
さ
し
指

人
さ
し
指

中
指

中
指

中
指

・14小節まではギター１だけが のリズムで演奏するが，
他のパートもそのリズム感を大切にしよう。

・曲の始まりの合図を相談して決めよう。

 ポイント  
・メロディー（ギター１）の説明を参考にする。
・ 左手は，上の譜例に示した指で各フレット

を押さえる。
・ のリズムではなく，8分音符を等分

に刻んだリズムで演奏する。

開
放
弦

開
放
弦

開
放
弦

中
指

薬
指
と
中
指

中
指

中
指

薬
指

アンサンブル編
STEP2

楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
よ
う

ギター /キーボード・コード表 150ページコードの覚え方 148ページ

8 9

運指表と基礎的な奏法の説明を，見開きで見やすく示しています。

（P.34・35）

（P.70）

（P.74）

（P.72）

（P.76）

リコーダーとギターによる
アンサンブルも楽しめます。

（P.36）

演奏する際に楽譜が安定するよう，和楽器は真ん中辺りのページ
（P.70～79）にまとめています。

楽器を用いないボディー・パーカッションや
音を出しやすいチャイムは，気軽に取り組
むことができます。また，曲としての魅力
にもこだわって選曲しています。

（P.10・11）

（P.26・27）

楽器や奏法の説明と実際に演奏する曲の楽譜を見開きページで掲載し，常に確認しながら演奏
できるような紙面構成にしました。また，ボディー・パーカッション，チャイムなどグループ活動によっ
て協働しながら学習を進めることができる教材や，さまざまな楽器編成によるアンサンブル教材など，
バラエティー豊かな曲を取りそろえました。

 各学校や生徒の実態を考慮し，ソプラノとアルトのどちらでも演奏できる曲や，アルトの二重奏でもソプラ
ノとアルトによる二重奏でも演奏が可能な曲などを収録しました。

 各学校の実態に応じてさまざまな選択ができるように，太鼓，篠笛，三線，三味線，箏の5種類の和楽器を
取り上げました。楽器や奏法の説明と演奏する曲をそれぞれ見開きに収めています。

（P.78・79）
演奏の便宜を図った縦書き譜

 「基礎編」「アルペッジョ編」「ストローク編」に加え，メロディーと伴奏（和音と低音）に分かれてアンサンブルを
楽しむことができる「アンサンブル編」を新たに収録しました。各ステップにおいて，楽器や奏法の説明と演奏
する曲をそれぞれ見開きに収めています。

 ボディー・パーカッションやチャイムのアンサンブルでは，演奏する際の注意点や工夫例などを示し，グループ
で楽しみながら表現を深められるようにしました。

（P.40・41/44・45/46・47）

（P.42・43）

《第三の男のテーマ》のメロディーは，第１弦以外ほとんど用い
ずに演奏することができます。また使用する和音は２種類なので，
とても取り組みやすい教材です。

写真を使って奏法を丁寧に解説

掲載曲の一部分を取り出してポイントを明示

器楽
リコーダー

和楽器

ギター

その他
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ぴょ ん ぴょ こ ぴょ こん ぴょ こ ぴょ こ ぴょ ん

じ わ ー ん じ わ じ わ じ わ っ と じ わ わ
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※ リズムやニュアンスによっては１マスに２文字以上の言葉を入れてもよい。また，休止（空欄）を使うのも効果的である。
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思い付いたオノマトペを書き出そう。文字はひらがなでもカタカナでもよい。

1で思い付いたオノマトペを変化させたり，類似する言葉を考えたりしよう。

例 1

例 1

例 2

例 2

例 3

例 3

例 4

例 4

例  キリキリ　　ガチャガチャ　　ぴょん　　じわじわ　など

例 1  キリキリ → キリリ キリ キリーリ
例 2  ガチャガチャ → ガチャン ガチャッ ガッチャ
例 3  ぴょん → ぴょーん ぴょこぴょこ ぴょこん
例 4  じわじわ → じわわ じわーん じわっと

1

2

5 作品を発表し合ったり，友達の作品と重ね合わせて演奏したりしよう。また，互いに感想や意見を交換しよう。

ぴ
ょ
ん

3 下の例を参考に，　 で考えたオノマトペを組み合わせ，１拍を４分割した表を作って書き込もう。
　拍に合わせて実際に発音しながら書き込み，おもしろさや変化のあるリズムになるよう工夫する。

2

3 オノマトペでリズムをつくろう

下の例を参考に，オノマトペのアクセント（音の高低）についても書き表そう。
　アクセントについては，地域や個人の感じ方によって異なってもよい。

4

　「オノマトペ」とは，音や声などを描写した擬
ぎ

音
おん

語（トントン，ガリガリ など）や，様子や心情などを描写した擬
ぎ

態
たい

語（ゆらゆら，
きらきら など）の総称である。日本語は極めて豊富なオノマトペをもつ言語であり，私たちは日常で多くのオノマトペをごく
自然に用いている。66ページの《虫のこえ》にもオノマトペが効果的に取り入れられ，曲に独特の味わいがもたらされている。
　ここでは，オノマトペのもつリズム感やアクセント（音の高低）などのおもしろさを生かしてリズムをつくろう。

ガチャガチャ

日本音楽の流れ107ページ

110 日本の伝統音楽さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
伝
統
音
楽
に
触
れ
、
そ
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
お
う

　古くから近隣諸国と交流のあった日本は，外来文化を取り
入れながら独自の音楽文化を築いてきた。私たちは芸術的な
音楽に限らず，自然の中にある虫や鳥の鳴き声，風や水の音
などにも風

ふ
情
ぜい

を見いだす。こうした感性によって生み出され

た音楽からは，声や楽器の音色一つに耳を傾けても確かに日
本人の美意識を感じ取ることができる。さまざまな日本の伝
統音楽を聴き，声や楽器による表現，リズムやテンポなどに
みられる特徴について話し合おう。

　アジア各地から伝来した舞や音楽である「舞楽」は，平安時代に国風化が進め
られ，様式が整えられた。「左

さ
舞
まい

」と「右
う

舞
まい

」に大別され，左舞では中国などから
伝来した「唐

とう
楽
がく

」を，右舞では朝鮮半島などから伝来した「高
こ

麗
ま

楽
がく

」を演奏する。
左舞の《陵王》は，動きのある「走

はしり
舞
まい

」の代表的な演目である。馬上で指揮を執
る武将の姿が，舞と音楽によって表現される。舞楽の楽器奏者は「管

かん
方
がた

」と呼ば
れ，吹

ふき
物
もの
（管楽器）と打

うち
物
もの
（打楽器）を演奏する。いくつかの曲から構成されるが，

演目の中心となる曲を〈当
とう

曲
きょく

〉と呼ぶ。

　《道成寺》は，シテ（主役）の役柄による分類のうち，物
もの

狂
ぐるい

，執
しゅう

心
しん

，怨
おん

霊
りょう

，人情などを表現する「雑
ざつ

能
のう

」と呼ばれる種類の演目である。大きな
見せ場となるシテの舞う「乱

らん
拍
びょう

子
し

」は，シテと小
こ

鼓
つづみ

の一騎打ちと称され
ることもあり，両者の呼吸で間

ま
を合わせて進められる。その後，一変し

て急速なテンポによる「急ノ舞」，「鐘
かね

入
いり

」と続き，演技，舞，謡
うたい

，囃
はや

子
し

などが一体となって物語が劇的に表現される。この演目は後世のさまざ
まな芸能に影響を与え，歌舞伎《京

きょう
鹿
がの

子
こ

娘道成寺》などが生み出された。

雅
が

楽
がく

｠舞
ぶ

楽
がく

《陵
りょう

王
おう

》　作者不詳

能｠《道
どう

成
じょう

寺
じ

》　作者不詳

　中国の南北朝時代に活躍した蘭
らん
陵
りょう
王
おう
長
ちょう
恭
きょう
という実在の武将にまつわる故事を題材

にして作られた。蘭陵王は部下が見とれるほどの美青年であったため，戦場では恐ろ
しい仮面を着けて味方の士気を高めていた。蘭陵王たちは次々と勝利を収め，それを
祝って兵士たちが舞ったのが始まりとされている。

　『今
こん
昔
じゃく
物語集』などにみられる紀州（現在の和歌山県）道成寺にまつわる説

話※を題材に，その「後日談」をあらすじとして描いている。道成寺で鐘の再
興の法要が行われているときに，白

しら
拍
びょう
子
し
（前シテ）が現れ，本来は女人禁制

である法要の場へ入っていく。供
く
養
よう
の舞を舞っていた白拍子は突如怒り狂い，

鐘を引き落としその中へ消える。再び鐘が吊
つ
り上げられると，白拍子は蛇

じゃ
体
たい

の姿をした鬼
き
女
じょ
（後シテ）に変わっている。僧たちが祈り続けると，鬼女は自

身の吐く炎に身を焦がし，日高川へと飛び込む。

● 吹物の音の重なり合いや打物の入り方などに注目し，それ
ぞれの楽器の音色や合奏（唐楽）の響きを味わおう。

●武将の勇壮さや気品などを舞の動きから感じ取ろう。

● 演
えん

者
じゃ

と地
じ

謡
うたい

の謡や打楽器の演奏者の掛
かけ

声
ごえ

など，声による表現を味わおう。
●四

し
拍
びょう

子
し
（笛・小鼓・大

おお
鼓
つづみ

・太
たい

鼓
こ

）とも呼ばれる囃子の楽器による表現を味わおう。
● 「乱拍子」の独特なリズムや間

ま
に注目し，白拍子の鐘に寄せる執心や不気味さ，緊張感などを感じ取ろう。

演目の起源

あらすじ

舞人，管方：楽
がく

友
ゆう

会
かい

左舞では赤系統の装
しょう

束
ぞく

を着用する。

白拍子：宝
ほう

生
しょう

和
かず

英
ふさ

役名の「白拍子」とは，平安末期から鎌倉時代にかけて流行し
た歌舞，及びそれを舞う女性のことを指す。

※ 娘に追われた山
やま

伏
ぶし

が道成寺に助けを求めて鐘の中に隠れたが，娘は執心のあまり
大蛇となって鐘に巻き付き，山伏を焼き殺してしまったという話。
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● 左手を用いた奏法による余韻の変化や，爪
つめ

の使い方を工夫して生み出される噪
そう

音
おん
（非楽音）など

に注目して，箏
こと

の音色を味わおう。
●緩急の変化に富んだダイナミックな表現効果を感じ取ろう。

● 下に示した独特な奏法によって生み出される音の変化などに注目して，尺八の音色を味わおう。
● 拍節のはっきりしない自由なリズムで演奏される，旋律の掛け合いや重なり合いの表現効果を

感じ取ろう。

　『糸
し

竹
ちく

初
しょ

心
しん

集
しゅう

』（1664年）に収録された《りんぜつ》を原曲とする「段
だん

物
もの

」
である。段物は，いくつかの部分（段）によって構成される。初段を除く
各段は通常104拍でできており，段が進むにつれて速くなる。しかし，《み
だれ》は各段の拍数が一定ではなく，テンポも不規則に変化するため，
このような曲名になったといわれる。生

いく
田
た

流では10段に分かれている
ことから《十段の調

しらべ
》とも呼ばれ，山田流では12段に分かれている。

　この曲は独奏で弾かれることが多いが，江戸時代後期に作られた「替
かえ

手
で

」（合奏するための旋律）が付けられることもある。また，三
しゃ

味
み

線
せん

や尺
しゃく

八
はち

を加えた「三
さん

曲
きょく

」としても演奏される。三曲では，同じ旋律を異なる
楽器で奏

かな
でる部分が多く，音色の重なり合いを楽しむことができる。

　「本曲」とは尺八のみで演奏するために作られた曲のことで，
もともとは禅

ぜん
宗の一派である普

ふ
化
け

宗の僧（虚
こ

無
む

僧
そう

）が修行のた
めに吹くという宗教的な性質をもっていた。《鹿の遠音》は，
2本の尺八によって演奏され，雌

し
雄
ゆう

の鹿の鳴き交わす声が紅
葉の奥山にこだまする様子を表現しているといわれる。古典
本曲の中では，このように描写的な性格が強いのはまれであ
る。原曲は《呼

よび
返
かえし

鹿
しかの

遠
とお

音
ね

》と呼ばれ，初
しょ

世
せい

黒沢琴古（1710～
1771）が虚無僧から伝えられたとされる。

箏
そう

曲
きょく

｠《みだれ（乱
みだれ

輪
りん

舌
ぜつ

）》　（伝）八
やつ

橋
はし

検
けん

校
ぎょう

 作曲

尺八曲｠琴
きん

古
こ

流古典本
ほん

曲
きょく

《鹿の遠
とお

音
ね

》　作曲者不詳

遠藤千
ち

晶
あき

左：善
ぜん

養
よう

寺
じ

惠
けい

介
すけ

　右：芦
あし

垣
がき

皋
こう

盟
めい

五孔
四孔

歌口

三孔

二孔

一孔

管
かん

尻
じり

表 裏

中
継
ぎ

　尺八は，奈良時代頃に中国や朝鮮半島から伝来したと
いわれる。竹製で，標準の長さが一尺八寸（約55cm）で
あることがその名の由来とされている。現在では，江戸

時代に虚無僧が演奏していた楽器とほぼ同じものが用いられており，そのほとんど
は中継ぎで2つに分かれている。歌

うた
口
ぐち

は流派によって異なり，右の写真は都
と

山
ざん

流
（→P.109）のものである。普化宗では尺八を法器とし，一般の人々が吹くことを禁
じていたが，明治時代に入ると普化宗が廃止されたため広く普及した。
　尺八は，息を吹き込む角度を変えることなどによって，音高や音色を変化させる
ことができる。代表的な奏法には次のようなものがある。
　メリ…顎

あご
を手前に引いて音高を下げる奏法。

　カリ…顎を突き出すようにして音高を上げる奏法。
　ユリ… 首を左右に振ったり前後に振ったりして，音高を上下させる奏法。ヴィブ

ラートのような効果を得ることができる。
　ムラ息…息を激しく吹き込んで音を出す奏法。独特の噪音を得ることができる。

尺八について

箏78ページ
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オノマトペによるアンサンブル《鳥たちの饗宴》
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４～５名ぐらいのグループを作ろう。原則として１人１パートを担当する。

グループごとにテーマを決め，イメージに合ったオノマトペを考えよう。その中から各パートで基本となるオノマトペ
を１つか２つ選ぼう。

67ページを参考に，各パートで選んだオノマトペを繰り返したり，変化させたりしてリズム・アンサンブルをつくろう。
　自分のパートだけでなく，他のパートとのリズムの組み合わせなどにも留意する。次のヒントも参考にしよう。

•反復を用いると，一定のリズム・パターンが生まれる。
•リズムだけでなく，強弱やイントネーション，テンポなども変化させる。
•pとf，音の上行と下行など，対照的な表現や構成を用いる。

テーマ：鳥たちの饗
きょう

宴
えん

考えたオノマトペ：パート１ 「ピーチク　パーチク」　　　パート２ 「コケコッコー」　　　　
　　　　　　　　　パート３ 「ヒョロロロ　ヒューン」　　パート４ 「ホーホケキョ」　　
　　　　　　　　　パート５ 「パタパタ　バタバタ」

例

作品例

1
2

3

4 オノマトペでアンサンブルをつくろう
　67ページの「オノマトペでリズムをつくろう」をさらに発展させて，グループによるアンサンブルをつくろう。オノマトペ
のもつリズム感やアクセント（音の高低）などの特徴を生かすとともに，発音や発声などを工夫し，声による豊かな表現を目指
して取り組もう。

8080

音階の雰囲気の違いを感じ取ろう。
　五音音階にはさまざまな種類がある。ここでは，下に示した日本の音階（都

みやこ
節
ぶし

音階，律
りつ

音階，民謡音階，沖縄音階）を
口ずさんだり楽器で演奏したりして，それらの雰囲気の違いについて話し合う。

音階の始まりの音を「ハ音」にした場合 旋律をつくるときに使用する音階

都節音階

律 音 階

民謡音階

沖縄音階

※都節音階と民謡音階は，ピアノの白鍵部分
の音だけを用いた並びにしている。

1

2

5 音階を選んで旋律をつくろう

音階を選んで旋律をつくろう。
　自分がつくりたい曲のイメージをもち，それに合う音階を   から
選んで８小節の旋律をつくる。また，そのイメージに合わせてテン
ポやリズム，演奏する楽器などを工夫する。

1

例  つくりたい曲のイメージ：南国の優しい風に吹かれているイメージ

 選んだ音階：沖縄音階

 テンポ：やや緩やかなテンポ

 リズム：４分音符や2分音符を中心としたリズム

 楽　器：三
さん

線
しん

，またはキーボードで三線の音色を選ぶ

２小節前と同じリズムを使用１小節目の音型を反復 続く感じの音を使用

順に下行させる リズムを変更 順に上行させる

　私たちがふだん聴いている音楽には，さまざまな音階が用いられている。音階には，長音階や短音階の他にも五音音階や教
会旋法などがある。このうち，５つの音から構成される五音音階にはどのような種類があり，それぞれどのような特徴がある
だろうか。音階による雰囲気の違いを感じ取り，つくりたい曲のイメージに合った音階を選んで旋律をつくろう。

❶はずんだリズムや細かく刻んだリズムを使わず，のんびりとした感じを表現した。

❷音階の音を順に並べ，メロディーを滑らかにして穏やかな雰囲気を出した。

❸音型やリズムの反復によって，たびたび吹き寄せる風のイメージを表現した。

工夫した点
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発音や発声などを工夫しよう。
　下の例のように工夫する点を挙げたり，表中に指示を書き込んだりしておくとよい。

作品を発表しよう。
　互いの作品について意見を交換しよう。発表前の練習では，次の注意点も参考にしよう。

•試奏しながらグループで話し合って修正し，よりよい作品に仕上げる。
•録音して聴いたり，他のグループから意見を聞いたりしてもよい。
•出だしの合図を工夫したり，メトロノームを用いたりするとよい。
•パートどうしの音量バランスやリズムの引き継ぎなどにも注意する。
•発音や発声，オノマトペのアクセント（音の高低）や強弱の付け方などにも
着目して，テーマのイメージに合った表現をする。

注 意 点

4

5　

　
パート１：「チク」は母音よりも子音を強調し，無声音で発音する。
パート２：「コ」「ケッ」「コー」のそれぞれのアクセント（音の高低）の違いがはっきり分かるように発音する。
パート３：「ヒョ」「ヒュ」は息の音（摩

ま
擦
さつ
音）がよく聞こえるように発音する。

パート４：高い声や裏声で発声する。
パート５：「パ（破

は
裂
れつ
音）」と「バ（濁

だく
音）」の違いがはっきり分かるように発音する。

工夫例

ヒョロロロ

ピーチク

コ
ケ
コ
ッ
コ
ー

パーチク

ヒューン

81

２拍遅らせる ２拍遅らせる

この音型を繰り返す

C C CF GF G

終わり方を工夫する

音の流れがスムーズになるように構成音の配置を変更

C F G

メロディーと同じように順に下行させる メロディーと違う動きにする

メロディーをはっきりさせるために休符を入れる

81

作品ができあがったら発表し合い，意見を交換しよう。また，その意見を参考に修正を加え，よりよい作品にしよう。

●構成音の配置が変わってもコードは同じである。

3

4

つくった旋律に，もう一つの旋律をつくって重ねよう。

　　　輪奏風にする。例 1

　　　一定の音型を繰り返す「オスティナート」風にする。例 2

　　　　 でつくった旋律とリズムの異なる旋律を重ねる。例 3

　　　上声部に旋律を重ねる。例 4

　　　旋律にコードを重ねる。例 5

2

ギター /キーボード・コード表 150ページ

a

a

a

a

b

b

b

b

挿入した音

シンコペーションの
リズム

１拍目に休符を挿入し，リズムを変更

付点を用いて，リズムを変更

休符を挿入

挿入した音

28

例 1  音を挿入し，音の動きを細かくする。

例 2  休符を挿入する。

例 3  付点やシンコペーションを用いる。

例 4  アクセントやスタッカートなどを加える。

　あるメロディーに音を加えたり，リズムや拍子，調などの要素を変えたりすることによって，そのメロディーのもっている
表情や雰囲気を変化させることを「変奏（ヴァリエーション）」という。
　まず，メロディーの雰囲気をどのように変化させたいのかイメージしよう。そして，そのためにはどのような方法があるの
かを考えながら変奏に挑戦しよう。

下に示した《星に願いを》は，平易なリズムを用いて作られている。冒頭のメロディーを変奏し，曲の雰囲気を変化させ
よう。

上の例を参考に，《星に願いを》を自分たちで変奏してみよう。

作品例

2

1

1 メロディーの雰囲気を変化させよう

《星に願いを》 リー・ハーライン 作曲

軽快でアップ・テンポな感じの雰囲気に変化させる例

《星に願いを》
リー・ハーライン 作曲

29

　《星に願いを》は歌のために作られた曲であるが，26ページの楽譜はチャイムで演奏するために書き換えられている。この
ように，ある楽曲を演奏目的や演奏形態に応じて組み直すことを「編曲（アレンジ）」という。

《星に願いを》の冒頭部分をリコーダー二重奏に編曲しよう。

　最初の４小節に用いられているコードの構成音は以下のとおりである。これを参考にしながら，リコーダーⅡの
パートをつくろう。

手順 1   コードの構成音から，コードを特徴付けている音（第３音など）やメロディーとよく響き合う音を選ぶ。
その際，使用するリコーダーの音域を確認しておこう。

手順 2   互いのパートがより引き立つように，Ⅰのパートの動きが少ない部分でⅡのパートに動きを加えるなど，
リズムを工夫する。

作品例

間に音を入れて，旋律の動きをより自然にする 音のぶつかりを避けるために
タイミングをずらす

1

上の手順を参考に，自分たちでリコーダーⅡのパートをつくってみよう。また，強弱を考えたり，スラーやテヌート
などの記号を加えたりして，表現豊かなアンサンブル作品にしよう。

2

作品ができあがったら発表し合い，意見を交換しよう。また，その意見を参考に修正を加え，よりよい作品にしよう。3

2 演奏スタイルを変化させよう

動きを加える 動きを加える

コードの覚え方 148ページ

メロディーをはっきりさせるために休符を入れる

リコーダーの運指表 34ページ

チャイム

26

星に願いを
（アニメーション映画『ピノキオ』から）

リー・ハーライン 作曲／河合紳
のぶ

和
かず

 編曲

r
リタルダンド

itardando(rit.)：だんだん遅く

互
い
の
音
を
よ
く
聴
き
合
い
、
息
の
合
っ
た
演
奏
を
し
よ
う

※青色で示されている音符は主旋律である。

メロディーの雰囲気を変化させよう 28ページ 演奏スタイルを変化させよう 29ページ

※青色で示されている音符は主旋律である。

メロディーの雰囲気を変化させよう
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文部省唱歌

虫のこえ

一
、
あ
れ
松
虫
が
鳴
い
て
い
る

　
　チ
ン
チ
ロ
チ
ン
チ
ロ

　チ
ン
チ
ロ
リ
ン

　
　あ
れ
鈴
虫
も
鳴
き
出
し
た

　
　リ
ン
リ
ン
リ
ン
リ
ン

　リ
ー
ン
リ
ン

　
　秋
の
夜
長
を
鳴
き
通
す

　
　あ
あ
お
も
し
ろ
い
虫
の
こ
え

二
、
キ
リ
キ
リ
キ
リ
キ
リ

　こ
お
ろ
ぎ
や

　
　ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

　く
つ
わ
虫

　
　あ
と
か
ら
馬
追
い

　追
い
つ
い
て

　
　チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン

　ス
イ
ッ
チ
ョ
ン

　
　秋
の
夜
長
を
鳴
き
通
す

　
　あ
あ
お
も
し
ろ
い
虫
の
こ
え

馬
追
い（
馬
追
い
虫
）

1910年に『尋
じん
常
じょう
小学読

とく
本
ほん
唱
しょう
歌
か
』に掲載された曲。歌詞には虫の音

ね
がオノマトペ（→P.67）で取り入れられている。

歌
詞
が
表
す
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
歌
お
う

心の歌22, 23ページ 心の歌 87, 102ページ
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❼アルフー（二胡）　中国（東アジア）
　アルフーは，円筒形や多角
形の木製の胴に蛇

へび
の皮が張ら

れており，２本の弦をもって
いる。２本の弦の間に弓を通
し，片方の弦や，同時に２本
の弦をこすって音を出す。弦
を押さえる左手の指を滑らせ
るように動かし，音高を微妙
に上下させる奏法を特徴とす
る。日本の胡

こ
弓
きゅう
やモンゴルの

モリンホールなどと似ている。

❽サウン・ガウ　ミャンマー（東南アジア）
　サウン・ガウとは「曲がった琴」を意味する。舟形の共鳴胴
から大きく湾曲した棹

さお
が伸びた弓形のハープであり，現在は

16弦のものが使われてい
る。左手の親指で弦の端を
押して音高を調節しながら，
右手で弦をはじいて演奏す
る。日本では，映画にもな
った竹山道雄の小説『ビル
マの竪

たて
琴
ごと
』で知られている。

❾シタール　インド（南アジア）

　シタールは北インドを代表する楽器で，乾燥させたひょう
たんなどの実で胴が作られており，可動式のフレットが付い

ている。7本の演奏弦の他に11 ～ 13本の共鳴弦をもち，
針金状のピックで弦をはじいて演奏する。通常，タブラー・
バーヤ（高音と低音で１対の片面太鼓）とタンブーラー（ドロ
ーン※専用の弦楽器）の伴奏で演奏される。
※ドローン：旋律の基本となる一定の音高を鳴らし続けること。

❿ニッケルハルパ　スウェーデン（ヨーロッパ）
　ニッケルハルパはヴ
ァイオリン属の楽器で，
民族舞踊の伴奏に多く
用いられる。３本のメ
ロディー弦，１本のド
ローン弦，14本の共
鳴弦があり，メロディ
ー弦の音高を変えるた
めに約40の鍵盤（ニ
ッケル）が付いている。

ツィター　オーストリア（ヨーロッパ）
　ツィターは，フレットが付いている５本のメロディー弦と
30本以上の伴奏弦をもち，音域が６オクターヴに及ぶ。左
手でフレットを押さえ，右手の親指にはめた爪

つめ
で旋律を，そ

れ以外の指で伴奏を弾く。もともとは農村部で演奏されてい
たが，19世紀前半に
は都市部にも知られる
ようになった。映画『第
三の男』の音楽に使用
されたことがきっかけ
となり有名になった
（→P.43）。

チャランゴ　ボリビア（南アメリカ）

　チャランゴは南アメリカ
のアンデス地方の弦楽器で
ある。スペイン人が持ち込
んだ複弦※の楽器が起源と
いわれ，複弦５組で10本
の弦をもっている。もとも
とは胴にアルマジロの甲

こう
羅
ら

が使われていたが，近年は
木製になっている。

※複弦：２本一組みで同じ音に
なっている弦。

楽器の構造や音の出る仕組み，奏法などに着目し，それぞれ
の楽器の音色や演奏される音楽の特徴について気付いたこと
を発表しよう。また，楽器の歴史や材質とその土地の気候，
風土，動植物などとの関係についても調べてみよう。

による表現楽器

ス・ザ・ザ

弦 楽 器

エルネスト・カブール

左からタブラー・バーヤ，シタール，タンブーラー
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⓭バグパイプ　イギリス，スコットランド（ヨーロッパ）
　バグパイプは西アジアから
ヨーロッパ全域に広く分布し
ている。空気をためる袋には，
空気を送り込むための管，旋
律を演奏するための管，１～
数本の音高の異なるドローン
管が取り付けられている。

⓮ナイ　ルーマニア（ヨーロッパ）
　ナイは長さの異なる管を並べたパンパイプと呼ばれる楽器
の一種である。中国の排

はい
簫
しょう
，南アメリカのアンデス地方の
サンポーニャなど同様の構造
をもつ楽器が世界各地にある。
演奏するときは，左側に高音
を鳴らす短いパイプがくるよ
うに構える。吹き口は，唇

くちびる
の

移動が滑らかにできるよう弧
状に並べられている。

⓯ケーナ　ペルー（南アメリカ）
　ケーナは南アメリカのアンデ
ス地方の縦笛で，吹き口にはU
字またはV字の切り込みがある。
発音の仕組みは日本の尺

しゃく
八
はち
と

共通している。ボンボ（大太鼓）
やギターなどと組み合わせて演
奏することも多い。

⓰鼻笛　タヒチ島（ポリネシア）
　鼻笛はポリネシアの島々に広
く分布する楽器で，片方の鼻の
穴を押さえながら鼻息を吹き込
んで音を出す。この地域では，
鼻息には汚

けが
れがなく，神が宿る

と考えられている。

管 楽 器

打 楽 器

ゲオルゲ・ザンフィル

リッキー・ロドリゲス

⓱ガムラン　インドネシア（東南アジア）
　ガムランはバリ島やジャワ島などインドネシア各地で行わ
れている，金属打楽器を中心としたアンサンブルである。バ
リ島のガムランでは，ガンサ（青銅の音板と竹の共鳴筒をも
つ鉄琴），レヨン（音高順に並べられた12個の壺

つぼ
形のゴング），

クンダン（太鼓），
チェンチェン（小型
のシンバル），ゴン
グ（吊

つ
り下げたこぶ

付きの銅
ど
鑼
ら
），スリ

ン（竹笛）などが用
いられる。

⓲トーキング・ドラム　西アフリカ一帯
　トーキング・ドラムはメッセージを伝
える太鼓全般の総称で，太鼓を肩に掛け
て脇に挟み，皮ひもの締め付けを調節し
て音高を変えながら言葉を伝達する。伝
達できる言葉はあらかじめ決められてい
るという。

⓳バラフォン　西アフリカ一帯
　バラフォンは西アフリカ一帯に広くみられる木琴の総称で，
それぞれの国や民族ごとに固有の名前が付けられている。音
板の下に取り付けられ
たひょうたんに音を共
鳴させる。ひょうたん
の底には穴が開けられ，
くもの卵膜や巣膜が張
られている。

⓴スティールパン　トリニダード・トバゴ（中央アメリカ）
　スティールパンは，ハンマーでたたいてドラム缶の表面に
凹
おう
凸
とつ
のある面を作り，音階の音が出せるように加工した楽器

である。メロディーを
奏でるもの，ハーモニ
ーを生み出すもの，低
音でリズムを生み出す
ものなど，さまざまな
種類のスティールパン
がある。それぞれ音階
や音域などは異なる。ナイジェリア国立舞踊団の一員

バリ島のグヌン・サリ楽団

マリ共和国のバラフォン
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❶アリラン　朝鮮半島（東アジア）
　アリランは朝鮮半島で
広く歌われている民謡で，
地域によって歌詞や旋律，
テンポなどが異なる。
《珍
チン
島
ド
アリラン》《京

キョン
畿
ギ
道
ド

アリラン》（→P.63）など
が知られている。３拍子
の拍節によるものが多い
のも特徴である。

❷オルティンドー　モンゴル（東アジア）
　オルティンドーとは「長い歌」を意
味する。決まった拍節はなく，装飾
音を多用するのが特徴である。また
音域が広いため，歌い手には高い技
術が求められる。無伴奏またはモリ
ンホール（弓で弾く弦楽器で「馬

ば
頭
とう

琴
きん
」ともいう）やリンベ（横笛）などの

伴奏で歌われることが多い。日本の
追
おい
分
わけ
様式の民謡（→P.114）とよく似

た雰囲気をもっている。

❸先住民たちの合唱　台湾（東アジア）
　台湾の先住民には，和音を伴うものや異なる旋律を同時に
歌うものなど，さまざまなスタイルの合唱がある。ブヌン族
の合唱は，リーダーが発
した低音の歌声に合わせ
て半音よりも狭い音程で
ハーモニーを重ね，徐々
に音域を高めていく。そ
の和音の調和のよしあし
により，豊作や戦いの結
果などを占う。

❹ウズン・ハワ　トルコ（西アジア）
　ウズン・ハワとは「長い
歌」「長い旋律」を意味する。
モンゴルのオルティンドー
と同様に，拍節のない自由
なリズムで歌われる。広い
音域と装飾を多く伴う歌い
方に特徴がある。通常，伴
奏には弦楽器のサズが用い
られる。

《珍島アリラン》の石碑の前で歌う女性たち

モンゴリアン・メロディック・
ライベーションの団員

反時計回りに動きながら合唱するブヌン族

サズの伴奏で歌う女性

●10スウェーデン

●11オーストリア
●❺スイス

●16タヒチ島

●18，●19
西アフリカ一帯

●❻カナダ

●15ペルー

●12ボリビア

●20トリニダード・トバゴ

●14ルーマニア
●13イギリス，スコットランド

●❶朝鮮半島

●❼中国

●❸台湾

●❷モンゴル

●❽ミャンマー

●17インドネシア

●❾インド

●❹トルコ

世
界
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
お
う

 発声法による音色の違い，声域や旋律の特徴などについ
て気付いたことを発表しよう。また，歌の内容や歴史，
歌われる場面や場所などについても調べてみよう。

世
界
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
お
う

世
界
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
お
う

世界の の音楽世界の諸民族の音楽
世界のさまざまな音楽を，「声による表現」と「楽器による表現」という観点で聴き比べよう。

声や楽器の音色，それぞれの表現などの特徴を感じ取るとともに，人々の美意識の多様性にも目を向けよう。

による表現声

　アルフーは，円筒形や多角
形の木製の胴に蛇

へび
の皮が張ら

れており，２本の弦をもって
いる。２本の弦の間に弓を通
し，片方の弦や，同時に２本
の弦をこすって音を出す。弦
を押さえる左手の指を滑らせ
るように動かし，音高を微妙
に上下させる奏法を特徴とす
る。日本の胡

こ
弓
きゅう
やモンゴルの

モリンホールなどと似ている。

❽サウン・ガウ ミャンマー（東南アジア）

　サウン・ガウとは「曲がった琴」を意味する。舟形の共鳴胴
から大きく湾曲した棹

さお
が伸びた弓形のハープであり，現在は

16弦のものが使われてい
る。左手の親指で弦の端を
押して音高を調節しながら，
右手で弦をはじいて演奏す
る。日本では，映画にもな
った竹山道雄の小説『ビル
マの竪

たて
琴
ごと
』で知られている。

❾シタール インド（南アジア）

　シタールは北インドを代表する楽器で，乾燥させたひょう
たんなどの実で胴が作られており，可動式のフレットが付い

バーヤ（高音と低音で１対の片面太鼓）とタンブーラー（ドロ
ーン※専用の弦楽器）の伴奏で演奏される。
※ドローン：旋律の基本となる一定の音高を鳴らし続けること。

❿ニッケルハルパ　スウェーデン（ヨーロッパ）
　ニッケルハルパはヴ
ァイオリン属の楽器で，
民族舞踊の伴奏に多く
用いられる。３本のメ
ロディー弦，１本のド
ローン弦，14本の共
鳴弦があり，メロディ
ー弦の音高を変えるた
めに約40の鍵盤（ニ
ッケル）が付いている。

ツィター オーストリア（ヨーロッパ）

　ツィターは，フレットが付いている５本のメロディー弦と
30本以上の伴奏弦をもち，音域が６オクターヴに及ぶ。左
手でフレットを押さえ，右手の親指にはめた
れ以外の指で伴奏を弾く。もともとは農村部で演奏されてい
たが，19世紀前半に
は都市部にも知られる
ようになった。映画『第
三の男』の音楽に使用
されたことがきっかけ
となり有名になった
（→P.43）。

チャランゴ ボリビア（南

　チャランゴは南アメリカ
のアンデス地方の弦楽器で
ある。スペイン人が持ち込
んだ複弦※の楽器が起源と
いわれ，複弦５組で10本
の弦をもっている。もとも
とは胴にアルマジロの甲

こう
羅
ら

が使われていたが，近年は
木製になっている。

※複弦：２本一組みで同じ音に
なっている弦。

ス・ザ・ザ

左からタブラー・バーヤ，シタール，タンブーラー
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京
キョン

畿
ギ

道
ド

アリラン
朝鮮半島民謡

19世紀後半の李
り

王朝末期に，多くの人民が宮殿の造営工事
のために動員された。その際，京畿道地方出身の農民が労働
の苦しさを紛らわすために歌ったものが起源といわれている。

※楽譜は大韓教科書株式会社発行『音楽３』に基づく。

ホルディリディア
スイス民謡／飯塚　広 日本語詞

※楽譜は水星社発行『NHKみんなのうた ベスト・アルバム１』に基づく。● の部分は裏声で，他の部分は地声で発声して歌う。

A
アレグレット
llegretto：やや速く

❺ヨーデル　スイス（ヨーロッパ）

　アルプス地方のヨーデルは，裏声と地声を交互に組み合わ
せる歌唱法を特徴とする。高原牧場（アルプ）で生活する牧童

たちの間で生まれ，彼ら
の連絡手段や精霊への祈
りとして歌われたといわ
れている。このような歌
唱法は他の国や地域にも
みられ，青森県民謡の《ホ
ーハイ節》もその一つで
ある。

❻イヌイットの喉
の ど

歌
う た

　カナダ（北アメリカ）

　イヌイットには，呼吸音や喉
を鳴らす音などを使って動物の
鳴き声や自然の音をまねる伝統
的な歌唱法がみられる。そうし
た音を向かい合った2人が交互
に出し合い，どちらか先に歌え
なくなったり，笑ったりしたほ
うが負けという遊びも伝わって
いる。身振りを付けずに歌うため，ポケットに

手を入れている。 ケトラー姉妹

●10スウェーデン

●11オーストリア
●❺スイス

●16タヒチ島

●18，●19
西アフリカ一帯

●❻カナダ

●15ペルー

●12ボリビア

●20トリニダード・トバゴ

●14ルーマニア
●13イギリス，スコットランド

●❶朝鮮半島

●❼中国

●❸台湾

●❷モンゴル

●❽ミャンマー

●17インドネシア

●❾インド

●❹トルコ

アリラン　アリラン　アラリヨ　あなたはアリラン峠を越えて行く
私を捨てて行くならば　10里も行かないうちに足が痛むだろう

歌詞の大意

曲に合わせて

歌声を工夫し
よう
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楽器に対して45度の角度で座る。 楽器に対して直角に座る。

⃝�椅
い
子
す
に座る場合の構え方も，正座する場合と同様である。その際，足を

楽器の下に入れないよう注意する。
⃝�右手の親指，人さし指，中指に爪をはめ，親指は，糸の手前から向こう
側に向かって弾き，次の糸に当てて止める。人さし指，中指，薬指は，
親指を置いた糸の3〜5本向こう側の糸に置く。中指は，糸の向こう側
から手前に向かって弾き，次の糸に当てて止める。人さし指で弾く場合
も同様である。

爪の角を糸に
当てる。

爪の中心のと
がった部分を
糸に当てる。

⃝�糸の名称は，奏者の向こう
側から手前に向かって順に
「一二三四五六七八九十斗

と

為
い
巾
きん
」と呼ぶ。

⃝��一の糸は１オクターヴ低く
調弦する場合もある。
⃝��いっしょに演奏する楽器や
声の高さなどに応じて，基
準となる音の高さを変えて
調弦する。多くの場合，一
を「ニ音」に調弦する。

（譜例は相対音高）

一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
斗
為
巾

一を「ホ音」（ミ）にした場合

一を「ニ音」（レ）にした場合

低
い
音

高
い
音

●角
かく
爪
づめ
（生
いく
田
た
流）の場合 ●丸

まる
爪
づめ
（山田流）の場合

雲
うん
角
かく

磯
いそ

竜
りゅう
甲
こう

柱
じ 竜

りゅう
角
かく

竜
りゅう
頭
とう

糸（弦）

平調子
（一を「ニ音」に，一と五は同音に調弦する）

《さくら》変奏曲
日本古謡／福山昌美�楽譜構成

各部の名称

構え方と奏法 ◉調弦（平
ひら

調
ぢょう

子
し

）

箏は，奈良時代に唐
とう
（中国）から伝来し，雅

が
楽
がく
の中で使用された。室町末期〜安

あ
土
づち
・桃山時代には，箏

の伴奏による歌曲を中心とした筑
つく
紫
し
箏
ごと
が寺院雅楽から成立し，これを基に八

やつ
橋
はし
検
けん
校
ぎょう
が近世箏

そう
曲
きょく
の基

礎を築いた。箏
こと
は，通常桐

きり
の木で作った胴に13本の糸が張られており，柱

じ
と呼ばれる駒

こま
を動かして

音の高さを調節する。楽器の各部の名称は，箏全体を竜
りゅう
の姿になぞらえて付けられている。

※漢数字は糸の名称を表し，その下に　が付くと音の長さは 拍分，　 の場合は 拍分，何も付かない場合は１拍分になる。
　小さく書かれている算用数字は指番号で，３は中指，何も書かれていない音は親指で弾く。
　　）…掻

か
き爪　　]…合

あわ
せ爪（親指と中指で同時に２本の糸を弾く）　　○…左手薬指のピッツィカート（箏の面に対して垂直に糸をはじく）

　─…前の音をのばす　　オ…押し手
で
（強
つよ
押し）

竜
りゅう
尾
び 奏者側

奏者側

構え方と奏法

人さし指　  　    中指　　小指　　小指　 小指絃
放
開

三の絃
二の絃
一の絃

(ド)
(ファ)
(ド)

（レ）
（ソ）
（レ）

（ミ）
（ラ）
（ミ）

（ファ）
（シ  ） （シ）

（ソ）

◉調絃（本調子）
※�譜例は相対音高。声の高さに合
わせて基準となる音を変える。
※�三線の一般的な調絃には，本調
子，二

に
揚
あげ
調，三

さん
下
さげ
調がある。

三の絃をド（ハ音）にした場合

一の絃
二の絃

三の絃

爪の持ち方

実音は１オクターヴ下

爪

糸巻き（カラクイ）

（二の絃）

（一の絃）

歌
うた
口
ぐち

三の絃（女
みー
絃
ぢる
）

二の絃（中
なか
絃
ぢる
）

一の絃（男
うー
絃
ぢる
）

棹

胴

駒
こま
（ウマ）

４分音符

勘所

８分音符 ２分音符

（本調子）
三の絃（ド）
二の絃（ファ）
一の絃（ド）
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各部の名称

歌 詞　嘉
か
例
り
吉
ゆし
の
ぬ
遊
あすぃ
び（ハリ）　打ち晴れ

り
て
てぃ
からや　夜

ゆ
の
ぬ
明
あ
け
き
て
てぃ
太
てぃ
陽
だ
の
ぬ
（ハリ）　上がるまで

でぃ
も
ん

意 味　楽しいお祝いが始まったら　夜が明けて次の朝日が上がるまで祝いましょう

安
あ

波
は

節
ぶし

沖縄県民謡／澤田育子�楽譜構成

勘
かん

所
どころ

※�勘所：左手で絃を押さえるときの正しい位置。「合
あい
・乙
おつ
・老
ろう
・四
よん（しー）
・上

じょう
・中
ちゅう（なか）
・尺

しゃく
・

工
こう
・五

ご
・六
ろく
・七
しち
・八
はち
」で表される。また，勘所は「工

くん
工
くん
四
しー
」という三線の楽譜に

もそのまま用いられる。

※ は曲によって「シ 」もしくは「シ」になる。

棹の先は左肩と同
じ高さまで上げる。

人さし指，中指，
小指の第１関節
を曲げるように
して，指の腹で
しっかりと勘所
を押さえる。

右足の付け根に
近いところに胴
をのせる。

⃝�爪の穴に右手の人さし指を入れて親指で支える。
残りの指は添えておく。
⃝�爪は，手首を上から下に向けて半円を描くよう
に滑らかに動かす。弾き終わった後に爪を跳ね
上げないよう注意する。

三線は，中国から琉
りゅう
球
きゅう
に伝来したサンシエン（三弦）をルーツとした楽器である。棹

さお
は黒

こく
檀
たん
などの硬

い木でできており，漆
うるし
が塗ってある。棹の長さは75〜80㎝で，三

しゃ
味
み
線
せん
に比べて短く，胴にはニシ

キヘビの皮が張られている。水牛の角などでできた爪
つめ
（ばち）で絃

げん
をはじいて音を出す。

（三の絃）

　最初の４小節に用いられているコードの構成音は以下のとおりである。これを参考にしながら，リコーダーⅡの
パートをつくろう。

  コードの構成音から，コードを特徴付けている音（第３音など）やメロディーとよく響き合う音を選ぶ。
その際，使用するリコーダーの音域を確認しておこう。

2   互いのパートがより引き立つように，Ⅰのパートの動きが少ない部分でⅡのパートに動きを加えるなど，
リズムを工夫する。

間に音を入れて，旋律の動きをより自然にする 音のぶつかりを避けるために
タイミングをずらす

動きを加える 動きを加える

メロディーをはっきりさせるために休符を入れるメロディーをはっきりさせるために休符を入れる

10 11

《星に願いを》のメロディーを用いて，変奏と編曲に取り組めます。

《虫のこえ》の歌詞をヒントに，オノマトペを音素材に用いてリズムづくりに取り組めます。
また，手順を踏んでそれを発展させているので，アンサンブルづくりにも無理なく取り組めます。

和楽器を学んだ後に，日本の音階を用いた旋律づくりに取り組めます。

（P.110・111）

（P.62・63）

実際に歌って表現の特徴を
感じ取るための歌唱教材

（P.64・65）

全ての項目に写真が挿入されているので，
参考資料としても貴重です。

 それぞれの音楽の特徴を比較することができるよう多種目の伝統音楽を取り上げました。日本音
楽の流れを概観できる紙面になっているので，文化的・歴史的背景も学ぶことができます。

 「声による表現」と「楽器による表現」という観点から，合わせて20種類の音楽を取り上げ
ました。人々の美意識の多様性に目を向けることができるようになっています。

表現したいイメージを着実に形にしていくことができるように，豊富な例を取り入れながら簡潔かつ
丁寧に手順を追って示しました。また，歌唱や器楽教材と関連をもたせ,創作に取りかかりやすく
すると同時に表現を深められるようにしました。

日本の伝統音楽，世界の諸民族の音楽，西洋音楽の全てに「鑑賞のポイント」を示し，生徒
たちが声や楽器の音色の特徴を感じ取ったり，音楽を形づくっている要素に目を向けたりする
ことができるようにしました。また，ジャンルごとに掲載したオペラ，ジャズ，ロックでは，表現
と鑑賞を一体化させた活動を行うことができるようにしました。

（P.26）

（P.66）

五線譜を使用しないユニークな
アンサンブル作品の楽譜が完成

グループ活動に最適

（P.74） （P.78）

（P.28・29）

（P.67・68・69）

直前の和楽器を扱ったページ（P.70～79）には
日本の音階を用いた表現教材があるので，旋律づ
くりに取り組む前にその雰囲気を感じ取ることが
できます。

（P.80・81）

貴
族
社
会
と
武
家
社
会
と
い
う
対
照
的
な
時
代
背
景
の
中
で

整
え
ら
れ
た
雅
楽
と
能
を
鑑
賞

江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
器
楽
曲
を
鑑
賞

総合芸術である舞楽と能の鑑賞のポイントを提示するにあたり，
音源のみで鑑賞する場合を想定した内容も含めています。

創作 鑑賞
日本の伝統音楽

世界の諸民族の音楽
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音色  
◆声や楽器，またはそれらの組み合わせ
◆身の回りの音　など

リズム  
◆拍や拍子の違い
◆曲を特徴付けているリズム　など

速度  
◆緩急の変化や対比　など

旋律  
◆音のつながり方やフレーズ
◆旋律を生み出す基となる音階　など

テクスチュア  
◆ハーモニー
◆音や旋律の重なり方の違い　など

強弱  
◆強弱の変化や対比　など

構成  
◆反復，変化，対照
◆主題の扱い方　など

形式  
◆ソナタ形式やロンド形式といった楽曲形式
◆形式にとらわれないスタイル　など

その他の要素  
◆作曲者の意図や表現の様式
◆地域や民族，時代による違い
◆演奏者による解釈の違い
◆他の芸術との関わり　など

上の絵画は，フランスの画家クロード・モネ（1840～1926）が描いた『ルーアン大聖堂』の「朝」と「日暮れ」である。
同じ風景だが，彩色の違いによって受ける印象はそれぞれ異なる。これを音楽に置き換えると，同じメロディーでも，
演奏する楽器の音色やハーモニーの違いなどによって感じ取る印象が変わるといえる。下に示した音楽を形づくって
いる要素について，◆のような点に着目すると，その特徴や効果を感じ取ることができる。

音楽は，このように多くの要素が複雑に融合してで
きている。また，鑑賞する私たちの側にも次のような
さまざまな条件が加わり，感じ方に違いが生まれる。

● 今までの音楽体験や各自の美意識
●鑑賞時の心身の状態
●鑑賞時の環境　など

「朝」 「日暮れ」

音楽を鑑賞する際に

音楽を鑑賞する際には，まず曲への興味をもってみよう。そして，楽曲の背景や音楽を形づくっている要素につい
て知り，理解を深めて音楽を楽しもう。
教科書には，日本の伝統音楽，世界の諸民族の音楽，西洋音楽，ポピュラー音楽などが取り上げられている。それ
らへの理解を深めて音楽を楽しみ，気付いたことや感動したことなどを文章にまとめたり発表したりしよう。
また，演奏や創作をする際にも，同様に取り組んでみよう。
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無伴奏の混声合唱による響きを味わおう

　武満徹（1930～1996）は，映画やラジオなどのために作った曲を自ら無伴奏の
混声合唱に編曲し，後にそれらを中心に12曲が「混声合唱のための《うた》」として
まとめられた。その中で唯一，自身の曲ではなく日本古謡を編曲したものが〈さくら〉
である。私たちにとってなじみ深い旋律であることから，この編曲独自の表現効果
を存分に感じ取ることができるだろう。

混声合唱のための《うた》から〈さくら〉　日本古謡／武
たけ

満
みつ

　徹
とおる

 編曲

旋律の重なり方に注目し，そ
の表現効果を感じ取ろう。ま
た，それ以外にも気付いたこ
とを話し合おう。

S T E P 1

S T E P 2

作品全体の構成を確認しよう

旋律の重なり方に注目しよう

◉ この編曲では，冒頭と結尾にヴォカリーズ※が加えられている。また，同じ歌詞が２回歌われるが，2回目の前半（ の
部分）は1回目の繰り返しではなく変化がみられる。

◉それぞれのパートが2つに分かれ，豊かな響きで歌われる。

ヴォカリーズ ヴォカリーズ

さくら　さくら
やよいの空は　見渡すかぎり
霞
かすみ

か雲か　匂いぞいずる
いざや　いざや　見に行かむ

さくら　さくら
やよいの空は　見渡すかぎり
霞か雲か　匂いぞいずる
いざや　いざや　見に行かむ

※ ヴォカリーズ：歌詞を用いず「A」や「U」などの母音のみで歌われる部分や曲，及びその歌唱法。

◉STEP1で示した の部分では，旋律の重なり方が変化する。

音楽を鑑賞する際に130ページ小さな空82ページ
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プレゼンテーションをすると
きには，伝えたいことを整理し，
分かりやすく説明しよう。また，
互いにプレゼンテーションを
し合って，新たな着眼点など
を発見しよう。

音楽の要素とイメージをつなげよう

◉ 第4曲〈亀〉では，19世紀後半にフランスで流行していたオペレッタ《地獄のオルフェ（天国と地獄）》に登場する
旋律が用いられている。この旋律をどのように用いているのか注意して聴こう。

◉ 上に挙げた曲だけでなく，第1～13曲までのそれぞれに，動物名や少し変わったタイトル
が付けられている。自分の気に入った曲を選び，その特徴やよさを伝えよう。

第4曲

第1曲，第5曲

　組曲《動物の謝肉祭》は，フランスの作曲家サン=サーンス（1835～1921）の友人が主
催するマルディ・グラ（謝肉祭の最終日）の音楽会で，私的に楽しむために作られた。さま
ざまな動物が描かれたこの作品では，既存の曲のフレーズをパロディー※として用いるなど，
ユニークな表現がみられる。サン=サーンスの意向により，彼の生前は第13曲〈白鳥〉を
除いて出版と演奏が禁じられていたが，1922年に初めて公の場で演奏されて以降，広く
世に知られるようになった。

1. 序奏と堂々たるライオンの行進／ 2. 雌
めん

鶏
どり

と雄
おん

鶏
どり

／ 3. らば／ 4. 亀／ 5. 象／ 6. カンガルー／ 7. 水族館／ 8. 耳の長い紳士／
9. 森の奥のかっこう／ 10. 大きな鳥

とり
籠
かご

／ 11. ピアニスト／ 12. 化石／ 13. 白鳥／ 14. 終曲※　［全14曲］

◉ 第1曲と第5曲では，ライオンと象という大きな動物が描かれている。
　それぞれの曲がどちらの動物を表現しているのか考えながら聴き比べよう。

※パロディー：他の作品を滑
こっ

稽
けい

に作り替え，風刺をきかせたもの。

それぞれの動物を表現す
るために，音楽の要素に
どのような工夫がされて
いるのか考えよう。

組曲《動物の謝肉祭》　カミーユ・サン=サーンス 作曲

オッフェンバック作曲《地獄のオルフェ》序曲から

※第14曲〈終曲〉では，第13曲までに登場した動物などが次々に現れる。

1. 序奏と堂々たるライオンの行進／ 2. 雌
めん

鳥
とり

籠
かご

／ 11. ピアニスト／ 12. 化石／ 13. 白鳥／ 14. 終曲
雌
めん

／ 11. ピアニスト／ 12. 化石／ 13. 白鳥／ 14. 終曲
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古典派

　ピアノは，標準的なもので鍵盤数が88鍵と音域が非常に広く，両手を使って同時に
いくつもの音を鳴らすことができるため，汎

はん
用
よう

性の高い楽器といえる。1700年頃に，
イタリアの楽器製作者バルトロメオ・クリストフォリ（1655〜1731）は，弦をハンマー
でたたくことによって音が出る鍵盤楽器を発明し，
これが今日では一般にピアノの起源とされている。
それ以降，ピアノは時代を追うごとに改良され，
また奏法も多様化していった。ここでは，さまざ
まな時代や作曲家のピアノ作品を聴き比べよう。

ピアノによるさまざまな
表現効果を聴き取ろう

クリストフォリ製ピアノのレプリカ
（浜松市楽器博物館蔵）
1995年に日本で復元された。
鍵盤数は54鍵である。

バロック
《平均律クラヴィーア曲集》第1巻から
 第1番 ハ長調 BWV846〈プレリュードとフーガ〉　ヨハン・ゼバスティアン・バッハ 作曲

ピアノ・ソナタ第23番
 ヘ短調 op.57《熱情》　ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 作曲

　バロック時代には「チェンバロ」と呼ばれる鍵盤楽器が広く普及しており，この作
品もその楽器を用いて作曲されたといわれている。チェンバロではピアノのように
打鍵の速さや強さによって音量変化を付けることが難しいが，音のつなぎ方や切り
方を工夫したり，速度をわずかに揺らしたりして音の表情に変化を付けることがで
きる。〈プレリュード〉では，音の重なりやハーモニーの変化などが，分散和音のみ
によるシンプルな構成で表現されている。ピアノで演奏する場合は，演奏者の解釈
によって実際の音量変化も加えられる。

　ベートーヴェン（1770〜1827）はピアノの改良が急速に進んだ時代を生
きた作曲家である。この作品は，1803年に寄贈されたパリのエラール社製
のピアノを用いて作曲された。鍵盤数は68鍵になり，第1楽章では新たに
加わった最高音も使われ，幅広い音域を駆け巡ったり，高音と低音を対比さ
せたりするような音型がみられる。また楽器の音量の幅も広がり，急激な強
弱の変化が多く，ダイナミックな表現に富んだ作風となっている。

チェンバロ
鍵盤を押すと，「プレクトラム」
と呼ばれる爪

つめ
が弦をはじいて

音が出る仕組みになっている。

ベートーヴェンが《熱情》の作曲に用いたピアノ

 クラヴィーア：鍵盤楽器の総称で，楽器は特定されていない。現在
では，鍵盤楽器の中でも弦を張ったものを指すことが多い。
 BWV：ヴォルフガング・シュミーダー（1901〜1990）によって曲
種別に整理されたJ.S.バッハの作品番号。

 op.：主に作曲や出版の年代順に整理され，作曲家ごとに付けられた作品番号。

　イギリスで起こった産業革命は，ピアノが急速に改良されていく大きなきっかけとなった。18世紀
後半の標準的なピアノは鍵盤数が61鍵で，足で踏むペダルも付いていなかった。ベートーヴェンが《熱
情》の作曲に用いたピアノは，まさに技術の進歩によってもたらされたものであり，このピアノによっ
て彼の創作意欲がかき立てられたという。さらに，弦やフレームといった主要な部品の素材自体も変わ
っていくなど，18世紀末から19世紀前半にかけてピアノはめざましい進化を遂げた。

産業革命と
ピアノの改良

 さまざまな演奏表現を味わい，
それぞれの曲の特徴やよさを
まとめ，話し合おう。
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ロマン派

ロマン派の終
しゅう

焉
えん

〜現代

《パガニーニ大練習曲》から第3曲〈ラ・カンパネッラ〉　フランツ・リスト 作曲

《前奏曲集》第1巻から第10曲〈沈める寺〉　クロード・ドビュッシー 作曲

　19世紀前半，作曲家たちはより高度なテクニックを
用いるようになり，ピアノの改良がさらに進められた。
鍵盤数は80〜85鍵になり，打鍵した鍵盤が元に戻る
前に同じ音を打鍵することができる仕組みや，コンサー
ト・ホールにも対応できる音量など，現在のピアノとほ
ぼ同じ機能をもつようになった。この作品では，同じ音
を急速に連打する「トレモロ」，隣り合う2音を素早く交
互に反復する「トリル」などの演奏技法が多用され，鳴り
響く鐘の音が巧みに表現されている。

ピアノ・ソナタ第7番 変ロ長調 op.83　セルゲイ・プロコフィエフ 作曲

プリペアド・ピアノのための

 《ソナタとインターリュード》　ジョン・ケージ 作曲

　1920年代以降，無調の曲も数多く作られ，さまざまな新しい音楽が追求される
ようになった。アメリカの作曲家ケージ（1912〜1992）は，40年に「プリペアド・
ピアノ」を発明した。プリペアドとは「準備された」という意味で，音色を変えるた
めにゴムや金属などを弦に置いたり挟んだりしたものをプリペアド・ピアノと呼ぶ。
この作品では，一つ一つの音に異なる性格を与え，インドの哲学的な概念が表現さ
れている。楽譜には細かな指示が書かれており，演奏前の準備にかなりの時間を要
する。

　19世紀末頃になると，柔らかみのある音色や，音の
溶け合う響きなどを表現方法とする曲が作られた。この
作品では，低音の響きや音の重なり，音色などを工夫し
て，フランスのブルターニュ地方に古くから伝わる伝説
の情景が色鮮やかに描き出されている。演奏には，鍵盤
へのタッチやペダルの踏み方などにおいて，繊細なアプ
ローチが求められる。

　20世紀に入ると，ピアノを打楽器的に扱う奏法が曲
の中に多く取り入れられた。この作品の第1楽章と第3
楽章では，打楽器的な動機や，無機質なリズム・パター
ンとしての和音の連打などがみられ，リズミカルな表現
方法が目立っている。和音は不協和なものが多く用いら
れている。

プリペアド・ピアノの
準備をするケージ

トレモロで演奏される旋律

　 曲名の「ラ・カンパネッラ」とは，イタリア語で「小さな鐘」を意味する。

（第３楽章から）

音楽を鑑賞する際に130ページ西洋音楽の流れ126ページ
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● 作曲家の生涯をたどり
ながら音楽を味わおう。

● さまざまなジャンルの
音楽に触れ，それぞれ
の作品の特徴を聴き取
ろう。

モーツァルトの生涯と作品をたどろう

W.A.モーツァルト

レオポルト・モーツァルト
（1719〜1787）

ヨハン・クリスティアン・
バッハ

（1735〜1782）

ジョヴァンニ・バッティスタ・
マルティーニ

（1706〜1784）

クリスティアン・カンナビヒ
（1731〜1798）

ゴットフリート・ヴァン・
スヴィーテン

（1733〜1803）

　ハイドン，ベートーヴェンと並び，古典派の音楽を築き上げたモーツァルト。幼い頃から「神
童」と称され，数多くの名曲を驚くほどのペースで書き上げ，36年に満たない短い生涯を一気
に駆け抜けた。宗教音楽，オペラ，交響曲，協奏曲，室内楽曲，クラヴィーア※（ピアノ）曲，
歌曲など，あらゆるジャンルで傑作を残し，それらは200年以上たった今日でも世界中の人々
に親しまれている。そんなマエストロ（偉大な音楽家に対する尊称）の生涯と作品をたどろう。

※ クラヴィーア：鍵盤楽器の総称で，楽器は特定されていない。
現在では，鍵盤楽器の中でも弦を張ったものを指すことが多い。

氏　名 ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト　Wolfgang Amadeus Mozart

国　籍 オーストリア（当時は神聖ローマ帝国）

生没年月日 1756年1月27日［ザルツブルク］～1791年12月5日［ウィーン］　（享
きょう
年
ねん
35歳）

マエストロの履歴書

● モーツァルトは父の教育によって音楽を学び始めたが，特定の人物に長く師事するということはなく，ヨーロッパの行く先々で成長していった。
上に挙げたのはほんの一部であり，他にも多くの人々との出会いの中で音楽を学んだ。

音 楽 学 習 歴
〈ザルツブルク時代〉　生まれてから25歳半ば頃までの時期で，ヨーロッパ各地への旅を中心に生活する。

1760年（4歳） 宮廷の作曲家，ヴァイオリン奏者であった父レオポルトからクラヴィーアを習い始め，音楽の手ほどきを受ける。

1764年（8歳） ロンドンに滞在中，J.S.バッハの末息子であるJ.C.バッハと親交を深める。彼の交響曲やクラヴィーア曲などに感銘を受け，
それらを作曲の模範とする。

1770年（14歳）ボローニャに滞在中，イタリア随一の音楽理論家，作曲家であったマルティーニ神父から教えを受ける。対位法と呼ばれ
る作曲技法を短期間で集中的に学ぶ。

1777年（21歳）マンハイムに滞在中，宮廷楽団の指導者であったカンナビヒをはじめ，多くの音楽家と親交を深める。とりわけ管楽器の
演奏効果に魅了され，管弦楽法の腕を磨く。

〈ウィーン時代〉　25歳半ば頃から世を去るまでの時期で，ウィーンで自由音楽家として生活する。

1782年（26歳） バロック音楽の楽譜収集に熱心なスヴィーテン男爵のサロンに通う。そこで毎週演奏されるJ.S.バッハとヘンデルの音楽に
没頭し，彼らの作品を編曲するなどして，その様式を習得する。

音楽を鑑賞する際に130ページ

　当時の「音楽家」は教会や宮廷に仕え，そこで演奏するための音楽を作曲したり演奏したりして生活
していた。そのような中，モーツァルトはウィーンで自由音楽家としての生活を始めた。しかし，実
際はあくまでも社会のニーズに応じて作曲し，安定した雇用を求めていた。つまり，現在の「音楽家」
という職業に対する一般的なイメージとは異なり，自分の個性を示した作品を好きなように書き，そ
れに対して需要を得ていたわけではなかった。彼の生きた時代は，フランス革命（1789年勃発）など
に象徴されるように社会構造が大きく変化する過渡期であり，ほんとうの意味で「自由な創作」を行う
には少しだけ時代が早かったといえる。

「音楽家」という
職業の変化
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神童と称された少年時代

新天地を夢見た青年時代

　わずか5歳で作曲を始めた神童モーツァルトの評判は，たちまち故郷
ザルツブルクの町中に広まった。父レオポルトは，息子を広く世に紹介
するためヨーロッパ各地への演奏旅行を計画し，行く先々で成功を収め
た。演奏旅行は，やがて各地の音楽様式の吸収という新たな目的を加え
ながら続けられた。中でも13歳のときに出発したイタリア旅行では，
先進のオペラや器楽曲などに触れ，音楽家として大きく成長した。その
旅行の際，システィーナ礼拝堂で門外不出とされていた秘曲《ミゼレーレ》
を聴いた14歳のモーツァルトは，9声部からなるそのミサ曲を一度聴
いただけで覚え，楽譜に書き記してしまったという。

マリア・テレジアの御前で演奏を披露する6歳のモーツァルト

　モーツァルトが17歳のときに作曲した交響曲。当時の彼
はすでにザルツブルクの宮廷音楽家という地位にあったが，
大都市のミラノやフィレンツェなどで求職活動を行い，こと
ごとく失敗に終わっていた。彼は生涯に40曲以上の交響曲

を書いたが，この作品はその中でも数少ない短調の曲として
知られている。また，彼の後半生を題材とした映画『アマデ
ウス』の冒頭で用いられたことでも有名である。

交響曲第25番 ト短調 K.183から第1楽章

参考曲
この交響曲も第25番と同じト短調で書かれている。
交響曲第40番 ト短調 K.550から第1楽章

　モーツァルトが16歳のときに，コロレド伯爵がザルツブルクの新た
な大司教として選ばれた。この厳格な新しい主君に対して彼はしだいに
反発を感じるようになり，21歳でザルツブルクの宮廷音楽家を辞職し，
新天地を求めてマンハイムとパリへ2年半ぶりの旅に出た。マンハイム
では，当時最高水準といわれた宮廷楽団の演奏や宮廷音楽家たちとの交
流から，おおいに刺激を受けた。しかし，思うような職を得ることはで
きず，パリでは同行した母アンナ・マリアが亡

な
くなり，失意のうちにザ

ルツブルクへ戻ることとなった。

ヴァイオリン協奏曲第5番 イ長調 K.219《トルコ風》から第3楽章

このクラヴィーア・ソナタにもトルコ風のリズムが取り入れられている。
クラヴィーア・ソナタ第11番 イ長調 K.331《トルコ行進曲付き》から第3楽章

　モーツァルトが19歳のときに作曲したヴァイオリン協奏曲。
ヴァイオリンの名手でもあった彼は全部で5曲のヴァイオリ
ン協奏曲を残しているが，そのうち4曲はこの年に書かれ，
以降はクラヴィーア協奏曲が中心となる。この作品には，旅

先で吸収してきた各国の音楽様式が巧みに取り入れられてい
る。第3楽章の中間部にみられるトルコ風のリズムなどは，
当時ヨーロッパで流行したトルコ風の情趣に彼が敏感に反応
した例としてよく知られている。

当時最高水準の音楽家たちが集まったマンハイムの宮廷

参考曲

モーツァルトの作品は，後にルートヴィヒ・フォン・ケッヒェル（1800〜1877）によって作曲年代順に整理され，番号が付けられた。
これを「ケッヒェル番号」と呼び，「K.」「Kv.」などで示される。
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自由音楽家として活躍したウィーン時代

オペラでも功績を残したマエストロ

　ザルツブルクで宮廷オルガン奏者として復職したモーツァルトだったが，25
歳のときにコロレドと決裂し，ウィーンに移住して自由音楽家としての生活を始
めた。ウィーンの宮廷で定職に就くことを願いながら，クラヴィーアを教えたり，
オペラを作曲したりして生計を立てていた。また，自ら演奏会を企画し大きな収
入を得ていたというが，その一方で借金があり経済的に苦しかったともいわれて
いる。その原因としてモーツァルトの浪費癖があるが，彼の音楽的評価とはかけ
離れた人物像を数多くの書簡からうかがい知ることができる。

　モーツァルトはわずか12歳でオペラを作曲し，ザルツブルク時代から腕を磨
いてきたが，ウィーン時代にその才能が開花した。ウィーンに移住した彼は，皇
帝ヨーゼフ2世にアピールしようと，宮廷劇場のためにオペラを作曲した。また，
オペラは他のジャンルに比べて作曲料が高額だったこともあり，積極的に取り組
んだようである。とりわけ，日常生活での人間模様を題材にした「オペラ・ブッフ
ァ」と呼ばれるイタリア語によるオペラの人気が高い。また，「ジングシュピール
（歌芝居）」と呼ばれるドイツ語によるオペラにも優れた作品がある。

セレナード 変ロ長調 K.361《グラン・パルティータ》から第3楽章

このセレナードは弦楽合奏のために書かれている。
セレナード ト長調 K.525《アイネ・クライネ・ナハトムジーク》から第2楽章

　モーツァルトが20代後半のときに作曲したと考えられて
いる室内楽曲。セレナードは「夕べの音楽」と訳され，もとも
とは夜に戸外で恋人や貴人のために演奏される曲を意味して
いたが，やがて多楽章の器楽曲へと発展した。この作品は管
楽合奏のためのセレナードであり，管楽器の編成が基本とな

る。弦楽器のコントラバスも加わっているが，これをコント
ラファゴット（ファゴットより低い音域を受け持つ）に替えて
13の管楽器で演奏することもある。モーツァルトの巧みな
管楽器書法を示す作品としてよく知られている。

　「スザンナ，出て来なさい」という伯爵のせりふから展開さ
れる三重唱。中には妻の愛人が隠れていると疑う伯爵，それ
にうろたえる伯爵夫人，陰で心配するスザンナ（伯爵夫人の

侍女）によって歌われる。それぞれの異なる感情がオーケス
トラとともに一つの音楽で表現され，このオペラの声のアン
サンブルの妙技を味わうことができる曲である。

スザンナ，出て
来なさい。

スザンナは出て来られ
ないのです。

中にいるのは
愛人だな。

まずいことに
なったわ。

何が起きているのかしら…
ああ大変，どうしましょう。

モーツァルトと妻コンスタンツェ
ソプラノ歌手のコンスタンツェ・ヴェーバーと
26歳で結婚し，ウィーン時代をともに生きた。

《フィガロの結婚》が初演されたブルク劇場の客席

伯爵 伯爵夫人 スザンナ

　モーツァルトが30歳のとき（1786年）に初
演されたオペラ・ブッファ。皇帝によって上演
禁止となっていた風刺喜劇をあえて取り上げ，
ロレンツォ・ダ・ポンテ（1749〜1838）に台本
を依頼してオペラ化された。伯爵の館を舞台に，
権力の行使をもくろむ伯爵とそれに立ち向かう
召使いたちの姿がユーモラスに描かれ，物語が
小気味よく展開される。

オペラ《フィガロの結婚》について

参考曲

この二重唱はドイツ語によるオペラ《魔笛》の中で歌われる。
オペラ《魔

ま

笛
てき

》 K.620 第2幕から二重唱〈パ・パ・パ〉参考曲

楽器名の略表記 147ページINVITATION TO MUSIC !口絵ⅰ

オペラ48ページ

オペラ《フィガロの結婚》 K.492 第2幕から三重唱〈スザンナ，出て来なさい〉
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スタンダード・ナンバー※1の《枯
かれ

葉
は

》を聴き比べよう

※１�スタンダード・ナンバー：広く知れ渡り，時代や流行に左右されず根強い人気を
もつ曲。

※２シャンソン：フランスのポピュラー・ソングで，人生の喜怒哀楽を歌うものが多い。

　19世紀末〜20世紀初頭に，アフリカ系アメリカ人のスピリチュアル，ブルー
ス，ラグタイムなどの音楽を背景としてジャズが誕生した。主にアフリカ音楽の
リズムやメロディー，西洋音楽の楽器やハーモニーの要素が融合している。
　ジャズでは，「アド・リブ」と呼ばれる即興的な演奏が基本となる。多くの場合
はコード進行に従うが，そうした一定の決まりごとの中でも自由な演奏であるこ
とが重要視される。そのため，同じ曲であってもさまざまなアレンジや演奏が存
在し，その違いを聴き比べてみるのもジャズの楽しみの一つである。

　《枯葉》は，フランスで活躍した作曲家ジョゼフ・コズマ（1905〜1969）が1945年に作曲したシャンソン※2である。後に
曲の後半部分に英語歌詞が付けられ，その部分がジャズのテーマとして用いられるようになった。

JAZZ

★ジャズで使われる《枯葉》のメロディー

 ジャズのアレンジを聴き比べ，
さまざまな演奏表現を味わおう。

キャノンボール・アダレイ『サムシン・エルス』（1958年）から

ビル・エヴァンス『ポートレイト・イン・ジャズ』（1959年）から

　最初に登場するテーマは，ミュート（弱音器）を取り付けたトランペットによって
演奏される。フェイクされたテーマや，それに続くアルト・サクソフォーン，トラ
ンペット，ピアノのソロなどが聴きどころである。

　ピアノ，ベース，ドラムスによるトリオ（3人による合奏）の編成で演奏される。
リハーモナイズされた響き，互いの音に呼応しながら作り上げられていくアンサン
ブル，ピアノによる多彩なアド・リブなどが聴きどころである。

元のメロディーを変化させること。
「リフス・アンド・ランズ」ともいう。

コード進行の役割を変えずに，構
成音を加えたり半音変化させたり
して，響きを作り替えること。

※アーティスト名はキャノンボール・アダレイ（サクソフォーン奏者）となっているが，
マイルス・デイヴィス（トランペット奏者）が実質的なリーダーであったといわれている。

このアルバムには《枯葉》が2ヴァージョン収録されているが，ここでは「テイク1」を取り上げている。レコーディングでは同じ曲を何度
も演奏するが，即興性を特徴とするジャズではテイクごとに違いが生じる。

フェイク

リハーモナイズ

コードの覚え方 148ページROCK 94ページ枯葉 90ページ

実音は１オクターヴ下
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枯
かれ

葉
は

（『ポートレイト・イン・ジャズ』から）

ジョゼフ・コズマ 作曲／桑山真理 採譜

ジ
ャ
ズ
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
っ
て
、
表
現
に
生
か
そ
う

● 《枯葉》の楽譜には，Cm7ª%ºやEYM7ª#&º，F7ª*ºなど，ルートから数えて9，11，13番目の音を含むコードが使われている。
これらの音は「テンション・ノート」と呼ばれ，基本的なコードに加えることで緊張感のある響きを作り出す。また，これら
の音を含むコードを「テンション・コード」と呼ぶ。

JAZZ88ページ

原調：ニ短調
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ハバネラ
（オペラ《カルメン》から）

宮本益
ます

光
みつ

 日本語詞／ジョルジュ・ビゼー 作曲／横山潤子 編曲

場
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や
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、
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な
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現
で
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う

※歌詞の“L’amour”は，le〔定冠詞〕+amourで「愛」や「恋」
という意味のフランス語である。

〈ハバネラ〉を歌うカルメン

オペラ《カルメン》52ページ

A
アレグレット
llegretto：やや速く　　q

クワジ
uasi：ほとんど……のように

A
アンダンティーノ
ndantino：A

アンダンテ
ndante（ゆっくり歩くような速さで）よりやや速く

p
ポルタメント

ortamento(port.)：高さの異なる２音間を非常に滑らかに奏する

e
エスプレッシーヴォ
spressivo(espr.)：表情豊かに　　c

クレシェンド
rescendo(cresc.)：だんだん強く

52

　《カルメン》は４幕からなるフランスのオペラで，1875年
にパリで初演された。フランスの作家プロスペル・メリメ

（1803 ～ 1870）がスペインへ旅行した際に着想を得て書い
た小説を基に台本化されている。その音楽は色彩豊かで劇的

効果が高く，今日上演されるオペラの中で最も人気の高い演
目の一つとなっている。しかし，作曲したビゼー（1838～
1875）はその成功を見ることなく，初演からわずか３か月
後に36歳という若さで世を去った。

〈ハバネラ〉のリズム，メロディーの進行，歌手による声
の表現，途中に入る合唱などがどのような雰囲気を作り
出しているのか注意して聴こう。

〈闘牛士の歌〉の前半と後半からそれぞれどのような印象
を受けるか，メロディーだけでなく，伴奏のリズムの変
化や合唱の効果などにも注意して聴こう。

　19世紀前半のセビリア（スペインの都市）の広場。工場の休憩で女た
ちが出てくると，男たちが集まりカルメンに言い寄る。カルメンは相手
にせず〈ハバネラ〉を歌うが，自分に無関心なホセに興味を示す。一方，
ホセは故郷から訪ねてきたミカエラと会い，母からの手紙を読んで彼女
との結婚を決心する。その直後，喧

けん
嘩
か

騒ぎを起こしたカルメンをホセが
牢
ろう

へ護送することになるが，彼女に誘惑されて逃走に手を貸してしまう。

　セビリア郊外の酒場。カルメンたちが店にいると，エスカミーリョが
現れ，〈闘牛士の歌〉を歌って祝杯を挙げる。彼はカルメンに一

ひと
目
め

惚
ぼ

れを
して去っていく。やがてホセが訪れカルメンは喜ぶが，帰営の時間を気
にする彼に失望する。そこへホセの上官が来て戻るよう命じるが，ホセ
はそれを拒んだため争いとなる。店に潜んでいた密輸団の男たちが争い
を止め，ホセはカルメンとともに密輸団と行動することになる。

カルメン
オペラ

Carmen ジョルジュ・ビゼー 作曲

● 前奏曲の終盤に，冒頭の快活な主題（譜例 A ）から一転して譜例 B の主題が登場する。この主題
は劇中にたびたび現れるが，それがどのような場面で用いられているのか注意して聴こう。

●  劇中で演奏されるそれぞれの音楽の特徴を捉え，それらが場面の状況や登場人物の心情とどのよ
うに結び付いているのか話し合おう。

カルメン：エカテリーナ・セメンチュク
ホセ：カルロ・ヴェントレ

エスカミーリョ：カルロス・アルヴァレス

A B

第1幕

第2幕

カルメンのアリア〈ハバネラ〉

エスカミーリョのアリア〈闘牛士の歌〉

　 「前奏曲」は，開幕前や各幕の導入部でオーケストラによって演奏される。開幕前の場合は「序曲」と呼ばれることが多い。

ハバネラ 54ページ 闘牛士の歌 55ページ

オペラ48ページ

オペラ・アリアの楽しみ 55ページ
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第3幕への間奏曲では，さまざまな楽器によって受け継
がれていくメロディーに注意して聴こう。また，他の旋
律が重なったり，楽器が加わったりすることで生まれる
変化にも注目しよう。

第4幕への間奏曲では，合奏による冒頭のリズムがどの
楽器で受け継がれていくのか注意して聴こう。また，弦
楽器のピッツィカート（指で弦をはじく奏法）が作り出す
雰囲気にも注目しよう。

　暗い夜の山中。カルメンはカードで運勢を占うが，出るのは「死」ばか
り。ホセが見張りをしていると，彼を追ってきたミカエラが現れる。一
方，エスカミーリョもカルメンに会いにやってくる。ホセとエスカミー
リョは決闘となるが，カルメンたちが止めに入る。そして，隠れていた
ミカエラはホセに母の病を告げる。ホセは動揺し，後ろ髪を引かれる思
いで彼女とともに故郷へ帰る。

　セビリアの闘牛場の前。多くの人でにぎわう中，カルメンとエスカミ
ーリョは愛の言葉を交わし，彼は場内へと向かう。カルメンの仲間たち
は，ホセが来ているから注意するようカルメンに告げる。１人残ったカ
ルメンの前に落ちぶれた姿のホセが現れ，もう一度やり直そうと哀願す
る。カルメンはかたくなに拒み，彼からもらった指輪を投げ捨ててしま
う。逆上したホセは，ついに自らの手でカルメンを死に至らしめる。

ミカエラ：イリーナ・ルング

アレーナ・ディ・ヴェローナ合唱団，バレエ団

第3幕

第4幕

第3幕への間奏曲

第4幕への間奏曲

　《カルメン》は器楽曲としてもさまざまな形で親しまれている。劇中の音楽を抜粋して編
曲した《第1組曲》《第2組曲》は特に有名で，オーケストラの演奏会でよく取り上げられる。
また，スペインの作曲家パブロ・デ・サラサーテ（1844 ～ 1908）による《カルメン幻想曲》
は劇中の音楽を題材としているが，独奏ヴァイオリンの技巧が際

きわ
立
だ

ち独自の魅力がある。

《カルメン》から
生まれた器楽曲

《カルメン》のアツイ人間模様
「怖い…，でも恐れては
いけないわ。」 （第3幕から）

「カルメン，お前に酔ってしまった
みたいだ。」 （第1幕から）

「言いなりになんかならない！ 
自由に生まれ自由に死ぬわ。」（第4幕から）

「すぐに俺のことを誇りに思う
だろう！」 （第4幕から）

　オペラのヒロインはソプラノによって演じられることが多いが，この作品ではソプラノよりも低い音域
のメッゾ・ソプラノが主役を務める。カルメンは深みのある豊かな声質が求められ，メッゾ・ソプラノを代
表する役の一つとなっている。カルメンをはじめ，その他の登場人物の声種にも注目して聴いてみよう。

ミカエラ
ホセの許

いいなずけ

嫁
ホセ

軍隊の伍
ご

長
ちょう

エスカミーリョ
人気闘牛士

登場人物と
声種

？

ソプラ
ノ テノー

ル メッゾ
・ソプ

ラノ

バリト
ン

　 幕
まく

間
あい

などで演奏される「間奏曲」も，前奏曲と同様に聴きどころである。

カルメン
ロマの女

？

楽器名の略表記 147ページ
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　ジャズの編成はソロやアンサンブル（2人以上による合奏），ビッグ・バンドなどさま
ざまであるが，ソロ以外の場合にも，アルバムのアーティスト名は一般的にリーダーの
名前となる。上に挙げたアルバムは，それぞれのソリストやリーダーが主に担当する楽
器などの種類を基本として分けている。興味のある楽器や編成などを手がかりとして，
アルバムを選んでみるのもよいだろう。

ジャズの編成と
アーティスト名について

こんなアルバムを聴いてみよう

piano 【ピアノ】
ビル・エヴァンス
『ワルツ・フォー・デビイ』
『ポートレイト・イン・ジャズ』

キース・ジャレット
『ザ・ケルン・コンサート』
『スタンダーズVol.1』

ロバート・グラスパー
『イン・マイ・エレメント』

チック・コリア
『ライト・アズ・ア・フェザー』

山下洋輔
『キアズマ』

ルイ・アームストロング
『この素晴らしき世界』

ノラ・ジョーンズ
『ノラ・ジョーンズ』

ビリー・ホリデイ
『奇妙な果実』

ジャミロクワイ
『トラベリング・ウィズアウ
ト・ムーヴィング〜ジャミ
ロクワイと旅に出よう〜』

vocal 【ヴォーカル】

マイルス・デイヴィス
『ビッチェズ・ブリュー』

ジョン・コルトレーン
『至上の愛』

ジム・ホール＆
ビル・エヴァンス
『アンダーカレント』

パット・メセニー
『スティル・ライフ』

スタン・ゲッツ&
チャーリー・バード
『ジャズ・サンバ』

菊地成
なる

孔
よし

DCPRG
『アルター・ウォー・
イン・トーキョー』

ソニー・ロリンズ
『サキソフォン・コロッサス』

アート・ブレイキー＆ザ・ジャズ・
メッセンジャーズ
『モーニン』

カウント・ベイシー
『エイプリル・イン・パリ』

ベニー・グッドマン
『ベニー・グッドマン物語』

ランディ・ブレッカー・ウィズ・
マイケル・ブレッカー
『サム・スカンク・ファンク』

saxophone 【サクソフォーン】

big band 【ビッグ・バンド】

guitar 
 【ギター】

drums 【ドラムス】

trumpet 【トランペット】

　�ビッグ・バンドは，通常17
名程度で編成され，複数の楽
器を組み合わせて演奏する。
ベニー・グッドマンはクラリ
ネットを，カウント・ベイシ
ーはピアノを演奏しながら，
リーダーとして自らのバンド
を率いた。

キャノンボール・アダレイ
『サムシン・エルス』
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ドラムのリズム・パターン
※スネア・ドラムは，両手ともブラシを使用して打面をこするようにする。右手はリズムを刻み，左手は打面から離さないように奏する。

N
ノン
on C

コード
hord(N.C.)：コードなしで

コードの覚え方 148ページドラム譜の読み方 97ページROCK 94ページ
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闘牛士の歌
（オペラ《カルメン》から）

宮本益
ます

光
みつ

 日本語詞／ジョルジュ・ビゼー 作曲／横山潤子 編曲

場
面
の
状
況
や
登
場
人
物
の
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情
を
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え
、
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な
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現
で
歌
お
う

※歌詞の“Toréador”は「闘牛士」という意味のフランス語である。

　オペラの中で歌われる「アリア」は，歌手にとって最大の聴
かせどころであり，見せ場でもある。その場面での登場人物
の感情が表出され，演技とともに歌手の歌声が存分に披露さ
れる。アリアを歌い終わると，客席から拍手が湧き起こる。
　《カルメン》には，〈ハバネラ〉と〈闘牛士の歌〉の他にも，ホ

セが第２幕で歌う〈花の歌〉，ミカエラが第３幕で歌う〈何も
恐れるものはない〉など有名なアリアが多いので，さまざま
な声種で歌われるアリアを味わおう。また，気に入ったアリ
アを異なる歌手による演奏で聴き比べ，表現の違いを楽しん
でみるのもよいだろう。

オペラ・アリアの楽しみ

A
アレグロ
llegro m

モデラート
oderato：ほどよく速く　　s

センプレ
empre：常に　　r

リタルダンド
itardando(rit.)：だんだん遅く　　a

ア
 t

テンポ
empo：もとの速さで

c
クレシェンド

rescendo(cresc.)：だんだん強く　　d
ディミヌエンド

iminuendo(dim.)：だんだん弱く　　p
ポーコ
oco：少し

実音は１オクターヴ下

宮本益光は声楽家，オペラ訳詞家。演奏家としての豊富な経験を生かした新しい日本語詞を数多く手がけ，それらは高い評価を得ている。

ヤードバーズ
クリーム

ビートルズ ／ ザ・フー
ローリング・ストーンズ

バーズ 
サイモン＆ガーファンクル
ザ・バンド ／ クリーデンス・クリアウォーター・
リバイバル（CCR）
クロスビー，スティルス，ナッシュ＆ヤング（CSN&Y）

カーター・ファミリー
ハンク・ウィリアムス
ケニー・ロジャース
ウィリー・ネルソン
ジョン・デンバー

レーナード・スキナード
オールマン・ブラザーズ・バンド

レイ・チャールズ
オーティス・レディング

ファッツ・ドミノ
エルヴィス・プレスリー
チャック・ベリー

ジョーン・バエズ
ボブ・ディラン
ピーター，ポール&マリー（PPM）

モンキーズ ／ エルトン・ジョン
ビリー・ジョエル

カーペンターズ

マーヴィン・ゲイ
ダイアナ・ロス
スティーヴィー・ワンダー
マイケル・ジャクソン

ビーチ・ボーイズ ／ イーグルス

ジェファーソン・エアプレイン
ドアーズ

ジミ・ヘンドリックス
レッド・ツェッペリン
ディープ・パープル
エアロスミス ／ キッス
AC/DC

シカゴ ／ チェイス

サンタナ

ジェームズ・ブラウン
アース・ウインド＆ファイアー
プリンス

ボズ・スキャッグス
TOTO

デヴィッド・ボウイ
T・レックス
ロキシー・ミュージック

ブラック・サバス ／ ヴァン・ヘイレン
アイアン・メイデン ／ メタリカ

ピンク・フロイド ／ ジェネシス
イエス ／ キング・クリムゾン
エマーソン，レイク＆パーマー（EL&P）
クイーン

パティ・スミス
セックス・ピストルズ
クラッシュ

ニルヴァーナ ／ パール・ジャム

U2 ／ R.E.M.
レッド・ホット・チリ・ペッパーズ

デュラン・デュラン
カルチャー・クラブ

エルヴィス・コステロ
トーキング・ヘッズ
ポリス

ロックンロール

カントリー

リズム＆ブルース ソウル・ミュージック
ファンク

ブルース・ロック

サザン・ロック

フォーク・ロック

ウエストコースト・ロック

サイケデリック・ロック

ハード・ロック

ラテン・ロック

ブラス・ロック

ポップ・ロック

ソフト・ロック

AOR

グラム・ロック

ヘヴィ・メタル

プログレッシヴ・ロック

ラスカルズ
ダリル・ホール＆ジョン・オーツ

ブルーアイド・ソウル

ニュー・ロマンティック

ニュー・ウェーヴ

パンク・ロック

グランジ

オルタナティヴ・ロック

ブルース

スピリチュアル

ゴスペル

ジャズ

ブリティッシュ・
インヴェイジョン

フォーク・ソング

プレスリー

ソウル・ミュージック

バーズ 
サイモン＆ガーファンクル
ザ・
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カントリー (country)

　アメリカ南部の白人の音楽。主にイギリスやアイルランドの
民謡を基に生み出された。

フォーク・ソング (folk song)

　1940年代にアメリカで起こった民謡復興運動がきっかけと
なって生まれた。60年代には公民権運動に伴って, プロテスト・
ソング※1などに発展した。

リズム&ブルース（R&B) (rhythm and blues)

　アフリカ系アメリカ人の大衆音楽。ビート感の強いブルース
を意味する。1960年代以降にソウルへと発展した。

ロックンロール (rock’n’roll)

　1950年代の中頃に，カントリーとリズム&ブルースが影響
し合って生まれた。ロックンロールとヒルビリー※2が結び付
いたものはロカビリー（rockabilly）と呼ばれる。

ソウル・ミュージック (soul music)

　1960年代前半に公民権運動の影響下で生まれたアフリカ系
アメリカ人の音楽。ゴスペル（→P.93）とリズム&ブルースが
結び付き，より洗練された。

ブリティッシュ・インヴェイジョン (British invasion)

　1964年のビートルズのアメリカ進出をきっかけに，イギリ
スのロック・バンドが音楽業界に影響を与えた現象。

フォーク・ロック (folk rock)

　フォークの素朴なメロディーにロックのビートを組み合わせ，
エレクトリック・サウンドで処理されたもの。イギリスのロッ

クの影響を受け，アメリカで生まれた。
ブルース・ロック (blues rock)

　白人によるリズム&ブルースを基にしたロックで，大音量
での演奏が特徴。後にハード・ロックへと進化した。

ブルーアイド・ソウル (blue-eyed soul)

　1960年代に白人によって演奏されたリズム&ブルースやソ
ウル・ミュージック。

サイケデリック・ロック (psychedelic rock)

　1960年代の中頃に，サンフランシスコを中心にヒッピー文
化に傾倒した人々が行った運動を背景として広がった。

ファンク (funk)

　1960年代後半にソウル・ミュージックから移行した，より
ビート感を強調した音楽。

ソフト・ロック (soft rock)

　主に1960年代中頃から70年代中頃にかけての，美しいメ
ロディーやコーラスを特徴とする音楽。

ラテン・ロック (latin rock)

　1960年代後半に，ラテンのリズムとロックが融合して生ま
れた音楽。

サザン・ロック (southern rock)

　1960年代末から70年代中頃にかけてアメリカ南部で生ま
れた，ブルースやカントリーを基にした豪快なロック。

ブラス・ロック (brass rock)

　ホーン・セクション※3を取り入れたロック。

20世紀中頃に誕生したロックは，ジャズとともにポピュラー音楽を代表する
ジャンルとして大きな発展を遂げてきた。さまざまなロックを聴き，その特徴
について話し合おう。

MUSIC & DANCE口絵v JAZZ88ページ

ヤードバーズ
クリーム

ビートルズ ／ ザ・フー
ローリング・ストーンズ

バーズ 
サイモン＆ガーファンクル
ザ・バンド ／ クリーデンス・クリアウォーター・
リバイバル（CCR）
クロスビー，スティルス，ナッシュ＆ヤング（CSN&Y）

カーター・ファミリー
ハンク・ウィリアムス
ケニー・ロジャース
ウィリー・ネルソン
ジョン・デンバー

レーナード・スキナード
オールマン・ブラザーズ・バンド

レイ・チャールズ
オーティス・レディング

ファッツ・ドミノ
エルヴィス・プレスリー
チャック・ベリー

ジョーン・バエズ
ボブ・ディラン
ピーター，ポール&マリー（PPM）

モンキーズ ／ エルトン・ジョン
ビリー・ジョエル

カーペンターズ

マーヴィン・ゲイ
ダイアナ・ロス
スティーヴィー・ワンダー
マイケル・ジャクソン

ビーチ・ボーイズ ／ イーグルス

ジェファーソン・エアプレイン
ドアーズ

ジミ・ヘンドリックス
レッド・ツェッペリン
ディープ・パープル
エアロスミス ／ キッス
AC/DC

シカゴ ／ チェイス

サンタナ

ジェームズ・ブラウン
アース・ウインド＆ファイアー
プリンス

ボズ・スキャッグス
TOTO

デヴィッド・ボウイ
T・レックス
ロキシー・ミュージック

ブラック・サバス ／ ヴァン・ヘイレン
アイアン・メイデン ／ メタリカ

ピンク・フロイド ／ ジェネシス
イエス ／ キング・クリムゾン
エマーソン，レイク＆パーマー（EL&P）
クイーン

パティ・スミス
セックス・ピストルズ
クラッシュ

ニルヴァーナ ／ パール・ジャム

U2 ／ R.E.M.
レッド・ホット・チリ・ペッパーズ

デュラン・デュラン
カルチャー・クラブ

エルヴィス・コステロ
トーキング・ヘッズ
ポリス

ロックンロール

カントリー

リズム＆ブルース ソウル・ミュージック
ファンク

ブルース・ロック

サザン・ロック

フォーク・ロック

ウエストコースト・ロック

サイケデリック・ロック

ハード・ロック

ラテン・ロック

ブラス・ロック

ポップ・ロック

ソフト・ロック

AOR

グラム・ロック

ヘヴィ・メタル

プログレッシヴ・ロック

ラスカルズ
ダリル・ホール＆ジョン・オーツ

ブルーアイド・ソウル

ニュー・ロマンティック

ニュー・ウェーヴ

パンク・ロック

グランジ

オルタナティヴ・ロック

ブルース

スピリチュアル

ゴスペル

ジャズ

ブリティッシュ・
インヴェイジョン

フォーク・ソング

スキャッグス
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ウエストコースト・ロック (west-coast rock) 
　アメリカ西海岸で生まれた音楽。その気候と風土にふさわし
いおおらかな気質をイメージさせるサウンドが特徴。

ハード・ロック (hard rock)

　ブルースをベースにした強いビートと大音量で演奏するロッ
ク。一般的にはディストーション（→P.97）をきかせたギターと
シャウトするヴォーカルが特徴。

グラム・ロック (glam rock)

　「グラマラス（魅惑的な）」が語源で，衣装やメイクにもこだわ
るのが特徴。

プログレッシヴ・ロック (progressive rock)

　クラシック音楽やジャズの要素を取り入れ，実験的な音を追
求したロック。サウンドの美しさやストーリー性のある楽曲が
多い。

ポップ・ロック (pop rock)

　ポップ・ミュージックの要素を取り入れたロック。
AOR (adult oriented rock)

　1970年代中頃から流行したロックで，「音を重視する」「アル
バムの完成度を重視する」「大人嗜

し
好
こう

の」など，いくつかの解釈が
ある。現在ではAC（アダルト・コンテンポラリー）と呼ばれるこ
とが多い。

ヘヴィ・メタル (heavy metal)

　ハード・ロックより攻撃的で，硬質感のあるサウンドが特徴。
金属的な装飾品を身に着けることが多い。

パンク・ロック (punk rock)

　1960年代後半にアメリカで生まれたが，一般にイギリスで
の動きを指すことが多い。シンプルなロックを基に，フラスト
レーションを爆発させるかのような荒々しいサウンドが特徴。

ニュー・ウェーヴ (new wave)

　1970年代後半，イギリスを中心に生まれた。パンクをきっ
かけに登場した新しい音楽性をもつ曲やミュージシャンを指す。

ニュー・ロマンティック (new romantic)

　1980年頃にイギリスで生まれた音楽。軽快なダンス・ビー
トとシンセサイザーやシーケンサー※4などを使用した音がミ
ックスされている。

グランジ (grunge)

　シアトルを中心に生まれた音楽。1990年代のハード・ロッ
クともいえる。

オルタナティヴ・ロック (alternative rock)

　「もう一つの」「異質な」という意味で，1980年代の主流に対
して独特な音楽性をもった曲やバンドに使われる総称。

※ロックのジャンル名は後から付けられることが多く，どのミュージシャンをどのジャンルに入れるかについて意見が
分かれる。また，ミュージシャンは音楽的に進化していくため，複数のジャンルに関わっていることも多い。

※１ プロテスト・ソング：反戦運動などの社会的メッセージを取り入れたア
メリカのフォーク・ソング。

※２ ヒルビリー：1920～30年代にかけて生まれたアメリカ南部の白人の
音楽で，カントリーの一種。

※３ ホーン・セクション：トランペットやトロンボーン，サクソフォーンな
どで構成される楽器群。

※４ シーケンサー：音楽のデータを電気信号の形で記憶させ，それを音源
に送って再生する一種のコンピュータ。
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を演奏しよう

　エレキ（エレクトリック）・ギターは，クラシック・ギターや
フォーク・ギターと異なり，ボディーにサウンド・ホールがな
く，ピック・アップという装置によって弦の振動を電気信号
に変換し，アンプで増幅させて音を出す仕組みになっている。
使用する弦は金属製である。
　各部の名称は，クラシック・ギターやフォーク・ギターと同
じである。

ピック・アップ

エレキ・ギター エレキ・ベース

ギター

　エレキ・ベースは基本的に弦が4本なので，TAB譜も
4線になる。左手のポジションと音の関係は，6弦ギタ
ーの第3弦から第6弦と同じである。単音を弾くことが
ほとんどで，ストローク奏法をすることは少ない。指で

弾く場合は，体のほうへ弦をひっ
かくようにはじき，隣の弦に当て
て止める。

　同じ音が連続す
る場合は，右手の
人さし指と中指を
交互に使うとよい。
ピックを使う場合
は，弦に負けない
ようにハード・ピ
ックを選ぼう。

エレキ・ギター エレキ・ベース

下のように，楽譜に示されたフレット番号の付いている弦のみを押さえる
のではなく，ポジション全体を押さえるように弾いてもよい。

例

【エレキ・ベースの構え方】

キーボード
　最近のキーボードはさまざまな音色を出すことができるの
で，バンド・スコアのギターやベースのパートをキーボード
で演奏することも可能である。《Smoke On The Water》の
場合，ギターは「オーバードライブ・ギター」「ディストーショ

ン・ギター」と書かれた音色，ベースは「ピック・ベース」と書
かれた音色，キーボードは「ハモンド・オルガン」「チャーチ・
オルガン」と書かれた音色を使うと，原曲に近い雰囲気を出
すことができる。

楽
器
の
奏
法
を
身
に
付
け
、
音
色
の
特
徴
を
生
か
し
て
演
奏
し
よ
う

６フレットから５フレットへ
指をスライドさせて弾く。

実
音
は

１
オ
ク
タ
ー
ヴ
下

実
音
は

１
オ
ク
タ
ー
ヴ
下

Let’s play the GUITAR40ページ ROCK94ページ ギター /キーボード・コード表 150ページ
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Smoke On The Water
リッチー・ブラックモア，イアン・ギラン，ロジャー・グローヴァー，ジョン・ロード，イアン・ペイス 作詞・作曲／植村幸市 編曲

各
パ
ー
ト
の
役
割
を
理
解
し
て
演
奏
し
よ
う

前の１小節を
繰り返す記号

実音は１オクターヴ下

実音は１オクターヴ下

Let’s play the GUITAR40ページ 《Smoke On The Water》を演奏しよう96ページROCK94ページ

12 13

（P.52・53）

（P.88・89）

（P.54）

（P.55）

（P.90・91）
（P.138）

《Smoke On The Water》を取り上げ，
演奏に必要な説明を丁寧に示しています。

（P.96～97） （P.98～101）（P.94・95）（P.139・140・141）

有名な前奏曲と間奏曲，そしてアリアがちりばめられた《カルメン》を取り上げました。物語が分かりやすいので，
場面の状況や登場人物の心情などを把握しやすい教材です。

さまざまな時代や作曲家の作品を取りそろえ，音楽の要素に施されている工夫や表現方法の多様性を感
じ取ることができるよう教材を精選しました。また，新企画の「クローズ・アップ・マエストロ」では，一人
の作曲家（モーツァルト）の生きた時代背景や生活などについても深く知ることができます。

《枯葉》を聴き比べる活動を通して，さまざまなアレンジや演奏が存在するジャズの特徴を感じ取ることができ
るようにしました。ジャズのアルバムについては，新しい名盤を加えて紹介しています。

一口にロックといってもそのジャンルは多様なので，聴くときの手がかりとなるよう27種類のロックについて
解説しました。系図やアーティストの特徴を捉えたイラストも参考になります。

組曲《動物の謝肉祭》は，音楽を形づくってい
る要素と表現されている動物のイメージをつ
なげやすい教材です。プレゼンテーションを
し合って言語活動にも取り組めるようになっ
ています。

混声合唱の〈さくら〉（武満徹編曲）は，
生徒たちにもなじみ深い旋律なので，
作品独自の表現効果を存分に感じ取
ることができます。

名アリアの日本語歌詞を宮本益光氏
に依頼しました。

ビル・エヴァンス・トリオの《枯葉》の楽譜は，
鑑賞の参考資料としても活用できます。

ピアノの改良や表現方法の変化など
の時代背景にも触れ，西洋音楽の流
れを概観することができるようになっ
ています。

「クローズ・アップ・マエストロ」の鑑賞曲としては，交響曲，ヴァイオリン協奏曲，管楽合奏のためのセレナード，
オペラの重唱といったさまざまなジャンルの曲を掲載しています。

（P.130・131）

（P.134・135）

西洋音楽 オペラ

ジャズ

ロック
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音楽史

史
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史
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西暦

分
区
代
時

縄文時代 弥生時代 古墳時代 飛鳥時代
奈良
時代

貴族中心の音楽

平安時代

B.C. A.D. 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100

古代 中世

新羅の音楽家来日（453？）

外来音楽の吸収

百済の音楽家来日（554？）
伎楽の伝来（612）林邑楽の伝来（736）

唐楽の伝来 渤海楽の伝来

声明の伝来
散楽の伝来

雅楽寮の設置（701）
雅楽の楽制改革

今様の成立

東大寺大仏開眼供養会で
舞楽,声明の演奏（752）

かい げん  く   よう   え

真言声明の伝来（806）
天台声明の伝来（847）

コトを弾く男子の埴輪
（相川考古館蔵）

■仏教の伝来（538？）
■大化の改新（645）

■平城遷都（710）
■平安遷都（794）

『古事記』『万葉集』
『日本書紀』

■遣唐使の廃止（894）
『古今和歌集』『枕草子』

『源氏物語』

田楽の発生

がく  そ

楽所の設置（948）

管絃,催馬楽,朗詠の成立

伎楽で用いられた仮面

■遣隋使の開始（600？）

107日 本 音 楽 の 流 れ

～古墳時代前半
　『古事記』『日本書紀』などの文献や発掘された埴

はに
輪
わ

などの史料から，和
わ

琴
ごん

の原形であるコトやフエ，ツヅミなどが歌や踊りとともに用いられていた
と考えられている。
 
古墳時代後半～奈良時代

　アジア大陸との交流を通して，さまざまな音楽が伝来した。主なものに
朝鮮半島の新

しらぎ
羅楽

がく
，百

くだら
済楽

がく
，高

こう
句
く
麗
り
楽
がく

，遣唐使などによって中国から伝え
られた唐

とう
楽
がく

，中国で学んだ百済人が伝えたといわれる伎
ぎ
楽
がく

，インドやイン
ドシナ半島に起源をもつ林

りん
邑
ゆう
楽
がく

，中国東北地方の渤
ぼっ
海
かい
楽
がく

などがある。そし
て，これらの外来音楽と日本古来の音楽（倭

やまと
歌
うた

，久
く
米
め
歌
うた

など）を教習，演奏，
管理するために雅

が
楽
がく
寮
りょう
（「うたまいのつかさ」とも呼ばれる）が設置された。

　また，仏教の経典を唱える声
しょう
明
みょう

，物まねや曲芸など娯楽的要素をもつ
散
さん
楽
がく

も伝えられた。

平安時代
　外来の音楽が，貴族社会を中心に国風化された。雅楽のうち舞を伴って
演奏される舞

ぶ
楽
がく

は，その系統により左
さ
舞
まい

と右
う
舞
まい

に大別され，楽器編成や曲
の形式が整えられた。左舞では林邑楽などを併合した唐楽が演奏され，舞
人の装

しょう
束
ぞく

は赤を基調とする。一方，右舞では新羅楽，百済楽，高句麗楽
に渤海楽を併合した高

こ
麗
ま
楽
がく

が演奏され，舞人の装束は緑を基調とする。ま
た，舞を伴わずに演奏する管

かん
絃
げん

も生まれた。
　さらに，雅楽の楽器を伴奏に用いた催

さい
馬
ば
楽
ら

や朗
ろう
詠
えい

といった宮廷歌謡が生
まれ，日本古来の歌や舞である神

かぐら
楽歌

うた
や東

あずま
遊
あそび

なども宮中の儀式で盛んに
演奏された。
　催馬楽や朗詠に続き，「今（当世）風の」という意味の今

いま
様
よう

も生まれた。今
様は当時の流行歌で，宮廷歌謡とは異なり庶民階層と貴族が共有した。後
白河法皇が愛した芸能としても知られている。
　声明は平安時代に真言宗と天台宗の２系統の下で発展し，日本語による
ものが成立した。それらは後に生まれる平

へい
曲
きょく

や能の謡
うたい

にも影響を与えた。
　散楽は平安時代中期には猿

さる
楽
がく

と呼ばれ，能の原型となった。散楽の中の
曲芸系の芸能は，平安時代に発生した田

でん
楽
がく

の中にも取り入れられた。

『信
しん

西
ぜい

古楽図』部分（東京藝
げい

術
じゅつ

大学大学美術館蔵）
平安時代初期に用いられた雅楽の楽器が描かれている。

『源氏物語画
が

帖
じょう

』から「紅
もみ

葉
じの

賀
が

」（堺
さかい

市博物館蔵）
舞楽《青

せい
海
がい

波
は

》を舞う光源氏と頭
とうの

中
ちゅう

将
じょう

が描かれている。

螺
ら

鈿
でん

紫
し

檀
たんの

五
ご

絃
げん

琵
び

琶
わ

聖武天皇（在位724～749）が愛用した楽器であり，世界
で唯一現存する古代の五絃琵琶。正

しょう
倉
そう

院
いん

宝
ほう

物
もつ

として今日
まで受け継がれている。
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　ミュージカル《キャッツ》は，1981年にロンドンで初演された後，世
界的にロング・ランを記録した。日本では劇団四季により83年から上
演されている。原作はT.S.エリオットの詩集『おとぼけじいさんの猫行

ぎょう

状
じょう

記
き

』（日本語訳版は『キャッツ ポッサムおじさんの猫とつき合う法』）で
ある。
　舞踏会のために都会のごみ捨て場に集まった猫たち。彼らは飼い猫に
なることを拒み，自らの生活を楽しんでいる。しかし，永遠の生命を授
かる“ジェリクル・キャッツ”になりたいとそれぞれがアピールする。最
後に，長老猫オールドデュトロノミーにより選ばれた老娼

しょう
婦
ふ

猫グリザ
ベラが新しい人生を生きることを許され天に昇る，という話である。
　〈Memory〉は，グリザベラのテーマ曲ともいえるナンバーで，単独
で歌われることも多い。「月明かりに照らされ，ただひとり昔の日々を
振り返って微

ほほ
笑
え

む。幸せを知ったときのことは忘れはしない。しかし夜
明けがくるとまた新しい人生が始まる。もう負けてはいけない。」と過去
を思い出しながら歌われる。

行 く 前 に
　あらかじめCDなどを聴いたり，劇のあらすじを読んだり，
出演者について調べたりしておくと，公演をより楽しむこと
ができる。公演にふさわしい服装も考えておこう。観客席か
ら演奏者や役者の表情などを見ることができるオペラグラス
があると便利である。オペラや歌舞伎の公演は３～４時間か
かるので食事を済ませておこう。開演すると１曲（オペラな
らば１幕）が終わるまでは観客席に入れないので，遅刻しな
いように気を付けよう。開演10分前には着席してプログラ
ムに目を通すぐらいの余裕をもつとよい。

開 演 し た ら
　携帯電話や時計のアラーム音が鳴らないように電源を切っ
ておき，オーケストラのチューニングが始まったら私語を慎
もう。キーホルダーなどに付いている鈴やビニール袋の音に
も注意が必要である。また，無断で録音や撮影等をすること
は，著作権や肖像権の侵害にあたるので禁止されている。
　拍手をするタイミングは，例えば交響曲では終楽章が終わ
って指揮者が完全に指揮棒を下ろした後，オペラでは幕の終
わりやアリアの後が通例である。ジャズの場合はソロの終わ
りにも拍手をすることがある。

オールドデュトロノミー（左）とグリザベラ（右）

Freely：自由に　　p
ポーコ
oco：少し　　r

リタルダンド
itardando(rit.)：だんだん遅く　　a

ア
 t

テンポ
empo：もとの速さで

r
ラレンタンド

allentando(rall.)：だんだん緩やかに　　slightly slower：少しゆっくりと

西條八十と歌謡曲

106

曲
の
雰
囲
気
に
合
う
よ
う
に
歌
い
方
を
工
夫
し
よ
う

石坂洋次郎（1900〜1986）の小説『青い山脈』を原作とした同名の映画の主題歌で，1949年に発表された。日本の戦後復興への期待と，
躍動感にあふれた曲調と歌詞でヒットした。長く歌い継がれているこの曲は，世代を超えた交流の場などでもよく歌われる。

青い山脈
西條八

や
十
そ

 作詞／服
はっ

部
とり

良一 作曲／内藤淳一 採譜

小説『青い山脈』は，1949年，57年，63年，75年，88年と合わせて
５回映画化された。特に49年版は，戦後まもない頃の荒廃した人々の
心を元気付け，映画，主題歌ともに大ヒットとなった。

　西條八十（1892〜1970）は，フランスの詩人ポール・ヴァレリー（1871〜1945）などと親交のあった象徴派の詩人であり，
フランス文学の研究者として大学で教

きょう
鞭
べん

を執っていた。また，戦前から戦後にわたり数多くの歌謡曲の作詞を手がけ，中山
晋
しん

平
ぺい

，古賀政
まさ

男
お

，服部良一，船村徹
とおる

など，昭和の歌謡界を代表する作曲家によって曲が付けられている。
　代表作として，1929年の《東京行進曲》（歌：佐藤千

ち
夜
や

子
こ

），39年の《東京ブルース》（歌：淡
あわ

谷
や

のり子），40年の《誰
たれ

か故郷を
想
おも

はざる》（歌：霧島昇），《蘇
そ

州
しゅう

夜曲》（歌：李
り

香
こう

蘭
らん

），50年の《越
えち

後
ご

獅
じ

子
し

の唄
うた

》（歌：美空ひばり）などが挙げられる。これらは昭
和を代表する歌謡曲の歌手たちによって歌われ，多くの人々
に親しまれた。
　彼は《かなりや》《肩たたき》などの童謡の作詞や，母校を
はじめ多くの学校の校歌の作詞も手がけており，幅広い世
代にその名を知られている。

ⓒ 1949 TOHO CO.,LTD.

日本の歌謡曲〜J-POPの歴史104ページ
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《H
ハイデンレースライン

eidenröslein》 原語歌詞の意味　（楽譜→P.58，59）

S
見た
ah　e

ひとりの
in　K

少年が
nab　e

1本の
in　R

小さなばら
öslein　s

あるのを
tehn,

R
小さなばら
öslein　a

〜の上の
uf　d

〔定冠詞〕
er　H

荒れ野
eiden,

w
〜であった
ar　s

非常に
o　j

若い
ung　u

そして
nd　m

朝のように美しい
orgenschön,

l
走った
ief　e

彼は
r　s

速く
chnell,　e

それを
s　n

近くで
ah　z

〜ために
u　s

見る
ehn,

s
それを見た
ah’s　m

〜をもって
it　v

多くの
ielen　F

喜び
reuden.

R
小さなばら
öslein，　R

小さなばら
öslein,　R

小さなばら
öslein　r

赤い
ot,

R
小さなばら
öslein　a

〜の上の
uf　d

〔定冠詞〕
er　H

荒れ野
eiden.

K
少年は
nabe　s

語った
prach:　I

私は
ch　b

折る
reche　d

おまえを
ich,

R
小さなばら
öslein　a

〜の上の
uf　d

〔定冠詞〕
er　H

荒れ野
eiden.

R
小さなばら
öslein　s

語った
prach:　I

私は
ch　s

刺す
teche　d

あなたを
ich,

d
〜のように
aß　d

あなたが
u　e

永久に
wig　d

考える
enkst　a

〜のことを
n　m

私を
ich,

u
そして
nd　i

私は
ch　w

〜したい
ill’s　n

〜ない
icht　l

我慢する
eiden.

R
小さなばら
öslein,　R

小さなばら
öslein,　R

小さなばら
öslein　r

赤い
ot,

R
小さなばら
öslein　a

〜の上の
uf　d

〔定冠詞〕
er　H

荒れ野
eiden.

U
そして
nd　d

〔定冠詞〕
er　w

手荒な
ilde　K

少年は
nabe　b

折った
rach

’
小さなばら
sRöslein　a

〜の上の
uf　d

〔定冠詞〕
er　H

荒れ野
eiden;　

R
小さなばら
öslein　w

抵抗した
ehrte　sich　u

そして
nd　s

刺した
tach,

h
役立つ
alf　i

ばらには
hr　d

しかし
och　k

（否定）
ein　W

悲鳴
eh　u

そして
nd　A

絶叫が
ch,

m
〜せざるをえなかった 

ußt’　　e
それを
s　e

どうしても
ben　l

我慢する
eiden.

R
小さなばら
öslein,　R

小さなばら
öslein,　R

小さなばら
öslein　r

赤い
ot,

R
小さなばら
öslein　a

〜の上の
uf　d

〔定冠詞〕
er　H

荒れ野
eiden.

少年が小さなばらを見つけた，

荒れ野のばらを，

ばらはみずみずしく朝のように美しかった，

彼はそれを近くで見ようと走り，

大喜びでそれを見た。

小さなばら，赤い小さなばらよ，

荒れ野のばらを。

少年は言った，「おまえを手
た
折
お
るぞ，

荒れ野のばらよ。」

ばらは言った，「あなたを刺すわ，

あなたが永遠に私のことを思ってくれるように，

そして，我慢などしないわ。」

小さなばら，赤い小さなばらよ，

荒れ野のばらを。

そして乱暴な少年は折った，

その荒れ野のばらを。

ばらは抵抗して刺したが，

悲鳴や絶叫も役立たず，

結局我慢するほかはなかった。

小さなばら，赤い小さなばらよ，

荒れ野のばらを。

多くの作曲家に愛された『H e i d e n r ö s l e i n 』

　1770年，ストラスブール（フランス北東部の都市）で学生
生活を始めたゲーテ（→P.58）は，牧師の娘であるフリーデ
リーケと恋に落ちた。彼女に対するゲーテの恋愛感情が比

ひ
喩
ゆ

的に込められた詩が『Heidenröslein』である。
　この詩には，ヴェルナーやシューベルトをはじめとする多
くの作曲家が曲を付けており，その数は100曲以上にもの
ぼるといわれている。作曲家たちは，若い男女の恋愛という
普
ふ

遍
へん

的なテーマが描かれたこの詩に魅了され，その情感や言
葉の響きを感じ取り，それぞれの『Heidenröslein』を音楽に
表現したのだろう。

ヨハネス・ブラームス 作曲

ローベルト・シューマン 作曲

※下線部は２語で1つの意味となる。

Heidenröslein 58, 59ページ

55

闘牛士の歌
（オペラ《カルメン》から）

宮本益
ます

光
みつ

 日本語詞／ジョルジュ・ビゼー 作曲／横山潤子 編曲

場
面
の
状
況
や
登
場
人
物
の
心
情
を
考
え
、
豊
か
な
表
現
で
歌
お
う

※歌詞の“Toréador”は「闘牛士」という意味のフランス語である。

　オペラの中で歌われる「アリア」は，歌手にとって最大の聴
かせどころであり，見せ場でもある。その場面での登場人物
の感情が表出され，演技とともに歌手の歌声が存分に披露さ
れる。アリアを歌い終わると，客席から拍手が湧き起こる。
　《カルメン》には，〈ハバネラ〉と〈闘牛士の歌〉の他にも，ホ

セが第２幕で歌う〈花の歌〉，ミカエラが第３幕で歌う〈何も
恐れるものはない〉など有名なアリアが多いので，さまざま
な声種で歌われるアリアを味わおう。また，気に入ったアリ
アを異なる歌手による演奏で聴き比べ，表現の違いを楽しん
でみるのもよいだろう。

オペラ・アリアの楽しみ

A
アレグロ
llegro m

モデラート
oderato：ほどよく速く　　s

センプレ
empre：常に　　r

リタルダンド
itardando(rit.)：だんだん遅く　　a

ア
 t

テンポ
empo：もとの速さで

c
クレシェンド

rescendo(cresc.)：だんだん強く　　d
ディミヌエンド

iminuendo(dim.)：だんだん弱く　　p
ポーコ
oco：少し

実音は１オクターヴ下

宮本益光は声楽家，オペラ訳詞家。演奏家としての豊富な経験を生かした新しい日本語詞を数多く手がけ，それらは高い評価を得ている。

v

主な曲：《マテリアル・ガール》
 《ヴォーグ》
 《ハング・アップ》

主な曲：《クレイジー・イン・ラブ》
 《ベイビー・ボーイ》
 《ラブ・オン・トップ》

主な曲：《ビリー・ジーン》
 《スリラー》
 《バッド》

1980年代のミュー
ジック・ビデオの普及

によって，歌だけで
はなく

ダンスが重要な役割
を占めるようになっ

た。ジャズやヒップ
ホップ，

ロックなどさまざま
なスタイルの音楽が

ダンスとともに表現
される。

マドンナ

ビヨンセ

マイケル・ジャクソン

Madonna

Beyoncé

Michael Jackson

48

♦主な作品　＊作曲者：作品名の順

W.A.モーツァルト：《ドン・ジョヴァンニ》《コシ・ファン・
トゥッテ》 《魔

ま
笛
てき

》
G.ヴェルディ：《リゴレット》《椿

つばき
姫》《アイーダ》

G.プッチーニ：《ボエーム》《蝶
ちょう

々
ちょう

夫人》《トゥーランドット》
R.ヴァーグナー：《タンホイザーとヴァルトブルクの歌合戦》
團
だん

 伊
い

玖
く

磨
ま

：《夕
ゆう

鶴
づる

》

♦主な作品　＊作曲者：作品名の順

L.バーンスタイン：《ウエスト・サイド物語》
R.ロジャーズ：《サウンド・オブ・ミュージック》
C.M.シェーンベルク：《レ・ミゼラブル》《ミス・サイゴン》
A.ロイド＝ウェバー：《オペラ座の怪人》
E.ジョン：《ライオンキング》

G.ビゼー：《カルメン》→P.52
W.A.モーツァルト：《フィガロの結婚》→P.141

A.ロイド=ウェバー：《キャッツ》→P.50

M.ラヴェル：《ボレロ》→P.132

 オペラ《椿姫》
ヴィオレッタ：マリア・アグレスタ
アルフレード：マシュー・ポレンザーニ

ミュージカル《オペラ座の怪人》
怪人：スコット・デイヴィス
クリスティーヌ：ハリエット・ジョーンズ

 16世紀末にイタリアのフィレンツェで生
まれ，その後イタリアを中心にヨーロッパ各地で流行し
た。19世紀になると，ドイツやフランスなど各国でそ
れぞれ特徴のある作品が多数生まれた。

起源と発展

表現の特徴 音楽と文学，演劇，美術，舞踊などが密接
に結び付いた総合芸術。アリア（独唱）や重唱，合唱など
の歌唱を中心に物語が展開され，オーケストラを伴う。
劇中の登場人物はそれぞれ声種が定められている。

オ
ペ
ラ

バレエ

ミュ
ー
ジ
カ
ル

バレエ《白鳥の湖》　ボリショイ・バレエ（日本公演）
オデット姫：スヴェトラーナ・ザハロワ
ジークフリート王子：デニス・ロヂキン

♦主な作品　＊作曲者：作品名の順

P. I. チャイコフスキー：《白鳥の湖》《眠れる森の美女》《くるみ割り人形》
I.ストラヴィンスキー：《火の鳥》《ペトルーシュカ》《春の祭典》
S.プロコフィエフ：《ロメオとジュリエット》《シンデレラ》

世界ではさまざまな舞台芸術が生まれ，それぞれ異なる発展を遂げて
きた。代表的な舞台芸術を知り，その表現の特徴を比べてみよう。

 ウィーンで流行した軽歌劇，喜歌劇などとも呼ばれ
る「オペレッタ」が起源といわれ，大衆的な需要を取り入れて20
世紀前半にアメリカで確立された。20世紀後半になると，イギ
リスでも数多くの名作が生まれた。

起源と発展

 16世紀末に流行した「宮廷バレエ」が起源といわれ，
それ以降フランスを中心に発展した。19世紀後半にはロシアで
独自の発展を遂げ，クラシック・バレエの基本的な様式が確立さ
れた。20世紀になると，斬新な特徴をもつバレエが多数生まれた。

起源と発展

 歌，せりふ，踊りなどが一体となって物語が展開さ
れる音楽劇。役者は歌手でありダンサーであることが求められる。
ポピュラー音楽やジャズがベースになっており，マイクや音響装
置などが効果的に用いられる。

表現の特徴

 音楽と踊り，言葉や心情を伝える身振り（マイム）な
どが一体となった総合芸術。音楽は，物語の展開やダンサーの動
きを支える。通常，バレエのダンサーが歌やせりふを受け持つこ
とはない。

表現の特徴

INVITATION TO MUSIC !口絵ⅰ パリ・オペラ座口絵ⅳ
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　コードにはいろいろな種類があり，それぞれに付けられた名前を「コード・ネーム」という。コードが分かれば，伴奏やハー
モニーを付けるときにとても便利である。

音名（英語）

①

②

ルート　         3rd           5thルート

サード
3rd

フィフス
5th

3rdを半音下げる

3rdを半音上げる

音にはそれぞれ名前（音名）が付いていて，
コード・ネームには英語の音名を使う。

それぞれの音の上に，団子のように音を
２つ積み重ねる。これをトライアド（三和音）
という。

コードを構成しているそれぞれの音は，
いちばん下の音をルート（根

こん
音
おん
）と呼び，そ

の他の音は，ルートから数えて何番目の音
かで呼び名が変わる。

メイジャーかマイナーかを決定するのは
〈3rd〉の音である。メイジャー・コードの
3rdを半音下げるとマイナー・コードにな
り，マイナー・コードの3rdを半音上げる
とメイジャー・コードになる。

3の①〜⑦のトライアドを，メイジャー・
コードはマイナー・コードに，マイナー・コ
ードはメイジャー・コードにそれぞれ変換
すると，右のようになる。

2の①と②のトライアドを鍵盤上で比べ
てみると，いちばん下の音と真ん中の音，
真ん中の音といちばん上の音の幅が違うこ
とが分かる。いちばん下の音と真ん中の音
の幅が広いのが「メイジャー・コード」，狭
いのが「マイナー・コード」である。
①〜⑦のトライアドのコード・ネームは，

それぞれ右のようになる。

メイジャー・コード

メイジャー・コード

マイナー・コード

マイナー・コード

例

14覚えたよ!

コードの覚え方

７つ覚えたよ!

2

5

4

6

3

※

※いちばん下の音といちばん上の音の幅を他の
トライアドとそろえるために，Iを付けている。

コード・ネーム

1

変換したコード・ネーム

大文字のアルファベットだけのコードは「メイジャー・コード」
　　　　　　　C=シー　　F=エフ　※「メイジャー」は省略されることが多い。
小文字のmが付いているコードは「マイナー・コード」
　　　　　　　Dm=ディー・マイナー　　Bm=ビー・マイナー　

読み方の例

読み方の例
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ルート　        3rd           5th　　　　7th

5th

ルート
3rd

7th

6th 9th

Cs4  

C6 =シー・シックス
C9 =シー・ナイン
Ch9 =シー・アドナイン

Cs4 =シー・サスフォー

□Yや□#のようにコード・ネームにbや#が付いている場合は，元のコード（□）の構成音を全て変化させる。

　以上のことが理解ができたら，次は実際にコードを使えるようにしよう。コード・ネームが書いてある楽譜を見て，
それを基に演奏したり，ギターで弾いてみて構成音を考えたりすることが大切である。

◉ルートの1オクターヴ上の音から全音下げた音を7thに使った場合，□7（セブンス）と書き表す。

◉ルートの1オクターヴ上の音から半音下げた音を7thに使った場合，□M7（メイジャー・セブンス）と書き表す。

次は４つの音からなるコードである。
トライアドの上にルートから数えて7番
目の音〈7

セブンス
th〉をさらに積み重ねたものを

セブンス・コードという。

例

例

例

いくつ覚えた
かな？

⃝右の鍵盤図を使いながら，次のコード・ネームの構成音を下の五線に
書こう。また，実際にキーボードなどで音を出し，響きを確かめよう。

　① A　　② Fm　　③ Bm7　　④ GM7　　⑤ Es4

⃝構成音が書けたら，5，7，8を参考にしてさらにいろいろなコードに変換してみよう。

EXERCISE

ルート
ルートの
1オクターヴ上の音

全音下の音

ルート
ルートの
1オクターヴ上の音

半音下の音

＝シー・マイナー・セブン

＝シー・マイナー・メイジャー・セブン

※セブンスの「ス」は
省略されること
が多い。

7

10

8

9 　その他にもいろいろなコードがあるので，表記の意味を理解しよう。
①□6（シックスス）：トライアドにルートから数えて6番目の音〈6

シックスス
th〉を積み重ねる。

②□9（ナインス）：セブンス・コードにルートから数えて9番目の音〈9
ナインス
th〉を積み重ねる。

③ □h9（アド・ナインス）：hはadded（加わる）の略。トライアドの上に9thを加え
る。コード表では，この9thを1オクターヴ下げて書き表すことが多い。

④ □s4（サスペンデッド・フォース）：sはsuspended（つり上がる）の略。3rdがつ
り上がって4番目の音〈4

フォース
th〉になる。

⑤□ªy$º（フラット・ファイブ）：5thを半音下げる。□ª-$º（マイナス・ファイブ）ともいう。
⑥□ªi$º（シャープ・ファイブ）：5thを半音上げる。□ª=$º（プラス・ファイブ）ともいう。
⑦□/○，□o○（オン・コード）：□はコード，○はベース音を示している。
⑧□n（ディミニッシュ）：nはdiminished（減る）の略。□mªy$ºと同じ構成音。
⑨□v（オーグメント）：vはaugmented（増える）の略。□ªi$ºと同じ構成音。

※セブンスと同様に，シックスス，ナインス，フォースの「ス」は省略されることが多い。
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　日本各地にはさまざまな民謡や芸能があり，人々の生活や
四季折々の行事などと関連して受け継がれてきた。
　民謡は労働や信仰，娯楽といった人々の生活の中から生ま
れ，口伝えによって歌い継がれてきた音楽である。そのため，
土地ごとに歌詞やメロディーがさまざまに変化して歌われて
いる。民謡の分け方にはいろいろあるが，歌う場所や目的に
よって，次のように分類されることが多い。
① 仕事歌（田

た
植
うえ

歌，粉
こ

挽
ひ

き歌，木
こ

挽
びき

歌，舟
ふな

歌，網
あみ

引き歌，茶
ちゃ

摘
つ

み歌，馬
ま

子
ご

歌，牛
うし

追
おい

歌など）
②祝い歌（長

なが
持
もち

歌，酒
さか

盛
もり

歌，正月歌など）
③踊

おどり
歌（盆踊歌，神

かぐら
楽歌など）

④座
ざ
敷
しき
歌

⑤子守歌
⑥わらべ歌
　民謡には，都

みやこ
節
ぶし

音階，律
りつ

音階，民謡音階，沖縄音階の４種
類の音階（→P.145）が用いられる。また，音楽的な特徴から
リズムが拍節的でメリスマ※が比較的少ない八木節様式と，
リズムが無拍節的でメリスマが多い追

おい
分
わけ

様式の２種に分類す
ることができる。
　これらの伝統的な民謡の他に，大正から昭和時代初期にか
けて新しい民謡が数多く作られ，それらは「新民謡」または「創
作民謡」と呼ばれる。
　

　一方，芸能の多くは季節や信仰と深く結び付いている。例
えば，春には田畑の種まきの前に豊作を祈願する行事，夏に
は先祖を迎えるための盆の行事，秋には収穫に感謝する行事，
冬には正月の行事というように，私たちの生活と密接に関わ
っている。芸能は演じる内容などによって次のように分類さ
れることがある。
① 神

かぐら
楽（神々を招いて，一夜を神とともに過ごし歌舞を奉納

するもの。宮廷で行われるのは「御
み

神
かぐら

楽」，民間で行われる
のは「里

さと
神楽」という。）

②  田
でん
楽
がく
（稲作に関する芸能の総称。実際に田植えの際に行

うもの，豊作を祈願するものなど）
③ 風

ふ
流
りゅう
（美しく着飾った人々がおおぜい集まってにぎやかに

行う芸能の総称。念
ねん

仏
ぶつ

踊
おどり

，盆踊，太鼓踊など）
④ 語り物・祝福芸（語り物は浄

じょう
瑠
る

璃
り

など，祝福芸は万
まん

歳
ざい

など）
⑤延

えん
年
ねん
・おこない（延年は寺院において大

だい
法
ほう

会
え

の後に行う芸能
の総称。おこないは年頭に行う五穀豊

ほう
穣
じょう

を祈願する祭り。）
⑥ 渡

と
来
らい
芸・舞台芸（渡来芸は獅

し
子
し

舞
まい

や舞
ぶ

楽
がく

など，舞台芸は能，
人形芝居，歌舞伎など）

⑦ その他（九州南端から沖縄県の芸能，アイヌの人々の芸能
など）

　
　自分たちの地域に伝わる民謡や芸能を調べ，その歴史や背
景を知って親しむとともに理解を深めよう。※メリスマ：１つの音節を音の動きに合わせて長く引きのばす歌い方。

各
地
に
伝
わ
る
民
謡
や
芸
能
に
親
し
み
、
そ
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
お
う

八木節 （群馬県，栃木県民謡／藤原康行 採譜）

江
え

差
さし

追分 （北海道民謡／藤原康行 採譜）

高千穂の夜神楽（宮崎県）

早池峰神楽（岳
たけ
神楽）（岩手県）

壬生の花田植
（広島県）

那智の田楽（和歌山県）

綾子舞（新潟県）

鷺舞（島根県）

A

B

C E

F

郷土の民謡と芸能

D

リズムを聴き取る 聴き取ったリズムを打つ リズムを聴き取る 聴き取ったリズムを打つ

リズムを聴き取る 聴き取ったリズムを打つ リズムを聴き取る 聴き取ったリズムを打つ

リズムを聴き取る 聴き取ったリズムを打つ リズムを聴き取る 聴き取ったリズムを打つ

12

楽
譜
を
読
ん
で
、
正
確
に
リ
ズ
ム
を
打
っ
た
り
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
歌
っ
た
り
し
よ
う

●リズムを聴き取った後，続けてそのリズムを打とう。

●1～8のリズムを通して打とう。

●1～8のリズムの順番を自由に入れ替えて打とう。また，各自１つずつリズムを選び，順に続けて打とう。

● ⅠとⅡの両方を練習し，パートに分かれて打ったり，１人でⅠを右手，Ⅱを左手で打ったりしよう。その際，リズムの絡
から

み
合いをよく感じて打とう。

1

2

3

4

5

6

s o l f è g e

拍を正確に取るために，最初はメトロノームを使ってもよい。慣れてきたら
足などで拍を取ったり，１，２，３…と声に出して拍を数えたりしながらリズ
ムを打とう。また，休符が短くならないように注意しよう。

拍を正確に取るために，最初はメトロノームを使ってもよい。慣れてきたら
足などで拍を取ったり，１，２，３…と声に出して拍を数えたりしながらリズ
ムを打とう。また，休符が短くならないように注意しよう。

拍を正確に取るために，最初はメトロノームを使ってもよい。慣れてきたら
足などで拍を取ったり，１，２，３…と声に出して拍を数えたりしながらリズ
ムを打とう。また，休符が短くならないように注意しよう。

リズム編 足などで拍を取ったり，１，２，３…と声に出して拍を数えたりしながらリズ足などで拍を取ったり，１，２，３…と声に出して拍を数えたりしながらリズ
ムを打とう。また，休符が短くならないように注意しよう。ムを打とう。また，休符が短くならないように注意しよう。

拍を正確に取るために，最初はメトロノームを使ってもよい。慣れてきたら拍を正確に取るために，最初はメトロノームを使ってもよい。慣れてきたら
足などで拍を取ったり，１，２，３…と声に出して拍を数えたりしながらリズ
拍を正確に取るために，最初はメトロノームを使ってもよい。慣れてきたら
足などで拍を取ったり，１，２，３…と声に出して拍を数えたりしながらリズ
ムを打とう。また，休符が短くならないように注意しよう。

中世 ルネサンス バロック 古典派 現代ロマン派
200019001850 19501600 165015501500140013501300 1450 17501700 1800 1800

《ピアノ・フェイズ》／《砂漠の音楽》

《弦楽のためのレクイエム》／《ノヴェンバー・ステップス》／《小さな空》

オペラ《ピーター・グライムズ》／《青少年のための管弦楽入門》／《戦争レクイエム》

舞踊交響曲《ダフニスとクロエ》／バレエ音楽《ボレロ》／ピアノ協奏曲 ト長調

《ラプソディー・イン・ブルー》／《パリのアメリカ人》／オペラ《ポーギーとベス》

ピアノ曲《前奏曲集》／管弦楽曲《牧神の午後への前奏曲》／３つの交響的スケッチ《海》

プリペアド・ピアノのための《ソナタとインターリュード》／《４分33秒》／《カートリッジ・ミュージック》

バレエ音楽《火の鳥》《ペトルーシュカ》《春の祭典》

ミリタリー・バンドのための組曲第１番 変ホ長調／管弦楽組曲《惑星》

交響詩《フィンランディア》／交響曲第２番 ニ長調／ヴァイオリン協奏曲 ニ短調

交響詩《ツァラトゥストラはこう語った》／オペラ《サロメ》《ばらの騎士》

ピアノ・ソナタ第７番 変ロ長調／バレエ音楽《ロメオとジュリエット》／子供のための物語《ピーターと狼》

《世の終わりのための四重奏曲》／《トゥランガリラ交響曲》

《セクエンツァ》／《シンフォニア》

ピアノ協奏曲第２番 ハ短調／ピアノ曲《幻想的小品集》／ピアノ協奏曲《パガニーニの主題による狂詩曲》

オペラ《青ひげ公の城》／バレエ音楽《中国の不思議な役人》／《弦楽器と打楽器とチェレスタのための音楽》

弦楽六重奏曲《浄夜》／《月に憑かれたピエロ》

オペラ《ヴォツェック》《ルル》／ヴァイオリン協奏曲

弦楽四重奏曲《5つの楽章》／ピアノ変奏曲

交響曲第３番《神聖な詩》／ピアノ・ソナタ第５番

ヴァイオリン曲《中国の太鼓》《愛の喜び》《愛の悲しみ》《美しきロスマリン》

《アランフェス協奏曲》／ギターと管弦楽のための《ある貴紳のための幻想曲》

交響曲第５番 ニ短調／オラトリオ《森の歌》

ピアノ曲《３つのジムノペディ》／バレエ音楽《パラード》

《カルミナ・ブラーナ》／オペラ《賢い女》

ピアノ曲《即興曲》／ミサ曲 ト長調／オルガン，弦楽とティンパニのための協奏曲 ト短調

N.リムスキー＝コルサコフ：交響組曲《シェエラザード》／オペラ《皇帝サルタンの物語》

G.ビゼー：管弦楽曲《アルルの女》／オペラ《カルメン》

P.I.チャイコフスキー：ピアノ協奏曲第１番 変ロ短調／バレエ音楽《白鳥の湖》／交響曲第６番《悲愴》 

A.ドヴォルジャーク：《スラヴ舞曲集》／交響曲第９番《新世界より》／弦楽四重奏曲第12番《アメリカ》

E.グリーグ：ピアノ曲《叙情小曲集》／ピアノ協奏曲 イ短調／付随音楽《ペール・ギュント》

G.フォーレ：歌曲《夢のあとに》／《レクイエム》／ピアノ曲《ドリー》

G.プッチーニ：オペラ《ボエーム》《トスカ》《蝶々夫人》《トゥーランドット》

C.サン＝サーンス：オペラ《サムソンとデリラ》／組曲《動物の謝肉祭》

M.ムソルグスキー：ピアノ組曲《展覧会の絵》／管弦楽曲《はげ山の聖ヨハネ祭の夜》

E.エルガー：行進曲《威風堂々》／交響曲第１番 変イ長調
ちょうちょう

ひ　そう

c.1300～77（仏）

c.1325～97（伊）

c.1398～1474（仏）

c.1410～c.97（フランドル）

c.1440～1521（フランドル）

c.1450～1517（フランドル）

c.1490～1562（仏）

1525～94（伊）

c.1532～94（フランドル）

c.1553/6～1612（伊）

1567～1643（伊）

1563～1626（英）

1585～1672（独）

1632～87（伊～仏）

1653～1713（伊）

1659～95（英）

1660～1725（伊）

1681～1767（独）

1678～1741（伊）

1685～1750（独）

1685～1759（独～英）

1683～1764（仏）

1792～1868（伊）

1797～1828（墺）

1803～69（仏）

1810～49（ポーランド）

1811～86（ハンガリー）

1813～83（独）

1813～1901（伊）

1822～90（ベルギー～仏）

1824～84（チェコ）

1824～96（墺）

1833～97（独）

1838～75（仏）

1840～93（露）

1841～1904（チェコ）

1843～1907（ノルウェー）

1844～1908（露）

1845～1924（仏）

1858～1924（伊）

1860～1911（墺）

1862～1918（仏）

1864～1949（独）

1865～1957（フィンランド）

1873～1943（露）

1874～1951（墺～米）

1874～1934（英）

1875～1937（仏）

1881～1945（ハンガリー）

1882～1971（露～米）

1883～1945（墺）

1885～1935（墺）

1891～1953（露）

1898～1937（米）

1908～92（仏）

1912～92（米）

1913～76（英）

1925～2003（伊）

1930～96（日本）

1936～　（米）

1835～1921（仏）

1714～87（墺）

1732～1809（墺）

1756～91（墺）

1770～1827（独）

1810～56（独）

1809～47（独）

1786～1826（独）

1782～1840（伊）

1872～1915（露）

1839～81（露）

1833～87（露）

1875～1962（墺～米）

1901～99（スペイン）

1668～1733（仏）

1857～1934（英）

1895～1982（独）

1899～1963（仏）

1906～75（露）

1866～1925（仏）

G.d.マショー：《ノートル・ダム・ミサ曲》

F.ランディーニ：バッラータ《いとしき我が婦人よ》

G.デュファイ：ミサ曲《もしも顔が青いなら》

J.オケヘム：《レクイエム》

ジョスカン・デプレ：ミサ曲《パンジェ・リングァ》

H.イーザーク：世俗曲《インスブルックよ，さようなら》

C.d.セルミジ：シャンソン《花咲く日々に生きるかぎり》

G.P.d.パレストリーナ：《教皇マルチェルスのミサ曲》

O.d.ラッソ：マドリガーレ《いとしのマドンナ》

G.ガブリエーリ：《サクラ・シンフォニア集》

C.モンテヴェルディ：オペラ《オルフェーオ》

J.ダウランド：《リュート歌曲集》

オラトリオ《聖十字架上のキリストの７つの言葉》：H.シュッツ

《合奏協奏曲集》：A.コレッリ

オペラ《ディドとアエネアス》：H.パーセル

オペラ《愛の誠》：A.スカルラッティ

《リコーダーとフルートのための協奏曲》ホ短調：G.P.テーレマン

コメディ・バレ《町人貴族》：J.-B.リュリ

ヴァイオリン協奏曲集《和声と創意の試み》第１集から〈四季〉／合奏協奏曲集《調和の霊感》：A.ヴィヴァルディ

管弦楽組曲第２番 ロ短調／《マタイ受難曲》／《平均律クラヴィーア曲集》：J.S.バッハ

オペラ《リナルド》／管弦楽曲《水上の音楽》／オラトリオ《メサイア》：G.F.ヘンデル

《クラヴサン曲集》：J.-P.ラモー

N.パガニーニ：ヴァイオリン独奏曲《24のカプリッチョ》／ヴァイオリン協奏曲第２番 ロ短調

C.M.v.ヴェーバー：ピアノ曲《舞踏への勧誘》／オペラ《魔弾の射手》

G.ロッシーニ：オペラ《セビーリャの理髪師》《ウィリアム・テル》／宗教曲《スタバト・マテル》

F.シューベルト：交響曲第７番《未完成》／歌曲集《美しき水車屋の娘》《冬の旅》《白鳥の歌》

H.ベルリオーズ：《幻想交響曲》／劇的物語《ファウストの劫罰》

B.スメタナ：オペラ《売られた花嫁》／連作交響詩《我が祖国》

A.ブルックナー：交響曲第４番《ロマンティック》／宗教曲《テ・デウム》

G.ヴェルディ：《レクイエム》／オペラ《リゴレット》《椿姫》《アイーダ》

C.フランク：ピアノ曲《前奏曲，コラールとフーガ》／ヴァイオリン・ソナタ イ長調／交響曲 ニ短調

R.ヴァーグナー：オペラ《タンホイザーとヴァルトブルクの歌合戦》／楽劇《ニーベルングの指環》

F.メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲 ホ短調／ピアノ曲《無言歌集》／付随音楽《真夏の夜の夢》

F.リスト：交響詩《前奏曲》／ピアノ曲《超絶技巧練習曲》《パガニーニ大練習曲》

F.ショパン：ピアノ曲《練習曲集》／ポロネーズ 変イ長調《英雄》／ピアノ協奏曲第１番 ホ短調

R.シューマン：歌曲集《ミルテの花》《女の愛と生涯》《詩人の恋》／交響曲第３番《ライン》

J.ブラームス：《ドイツ・レクイエム》／交響曲第１番 ハ短調／《大学祝典序曲》

G.マーラー：歌曲集《亡き子をしのぶ歌》／交響曲第2番《復活》／交響曲第９番 ニ長調

A.シェーンベルク

S.ラフマニノフ

J.シベリウス

R.シュトラウス

C.ドビュッシー

G.ホルスト

M.ラヴェル

B.バルトーク

I.ストラヴィンスキー

A.ヴェーベルン

A.ベルク

G.ガーシュイン

S.プロコフィエフ

O.メシアン

B.ブリテン

L.ベリオ

武満　徹

S.ライヒ

J.ケージ

交響曲第25番 ト短調／オペラ《フィガロの結婚》《魔笛》／《レクイエム》：W.A.モーツァルト

ピアノ・ソナタ第23番《熱情》／ピアノ協奏曲第５番《皇帝》／交響曲第９番《合唱付き》：L.v.ベートーヴェン

オペラ《オルフェーオとエウリディーチェ》《アルミード》：C.W.グルック

交響曲第94番《驚愕》／オラトリオ《天地創造》／弦楽四重奏曲《皇帝》：J.ハイドン

A.スクリャービン

A.ボロディン：オペラ《イーゴリ公》／交響詩《中央アジアの草原にて》

F.クライスラー

J.ロドリーゴ

《クラヴサン曲集》：F.クープラン

E.サティ

C.オルフ

F.プーランク

D.ショスタコーヴィチ
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ジョスカン・デプレ

G.ガブリエーリ

A.コレッリ

C.W.グルック

N.パガニーニ

C.フランク

N.リムスキー＝コルサコフ

G.P.d.パレストリーナ

C.モンテヴェルディ

H.パーセル

J.ハイドン

C.M.v.ヴェーバー

B.スメタナ

G.フォーレ

O.d.ラッソ

H.シュッツ

A.スカルラッティ

W.A.モーツァルト

G.ロッシーニ

A.ブルックナー

E.エルガー

J.-B.リュリ

F.クープラン

L.v.ベートーヴェン

F.シューベルト

J.ブラームス

G.プッチーニ

H.ベルリオーズ

A.ボロディン

G.マーラー

F.メンデルスゾーン

C.サン＝サーンス

F.ショパン

G.ビゼー

R.シューマン

M.ムソルグスキー

F.リスト

P.I.チャイコフスキー

R.ヴァーグナー

A.ドヴォルジャーク

G.ヴェルディ

E.グリーグ

A.ヴィヴァルディ G.P.テーレマン J.-P.ラモー J.S.バッハ G.F.ヘンデル

英…イギリス　　仏…フランス　　独…ドイツ　　墺…オーストリア　　伊…イタリア　　露…ロシア　　米…アメリカ
生没年の「c.」は，おおよその年を示す。

西暦

時代区分

西洋音楽史
作曲家の年表と
主な作品

中世 ルネサンス バロック 古典派 現代ロマン派
200019001850 19501600 165015501500140013501300 1450 17501700 1800 1800

《ピアノ・フェイズ》／《砂漠の音楽》

《弦楽のためのレクイエム》／《ノヴェンバー・ステップス》／《小さな空》

オペラ《ピーター・グライムズ》／《青少年のための管弦楽入門》／《戦争レクイエム》

舞踊交響曲《ダフニスとクロエ》／バレエ音楽《ボレロ》／ピアノ協奏曲 ト長調

《ラプソディー・イン・ブルー》／《パリのアメリカ人》／オペラ《ポーギーとベス》

ピアノ曲《前奏曲集》／管弦楽曲《牧神の午後への前奏曲》／３つの交響的スケッチ《海》

プリペアド・ピアノのための《ソナタとインターリュード》／《４分33秒》／《カートリッジ・ミュージック》

バレエ音楽《火の鳥》《ペトルーシュカ》《春の祭典》

ミリタリー・バンドのための組曲第１番 変ホ長調／管弦楽組曲《惑星》

交響詩《フィンランディア》／交響曲第２番 ニ長調／ヴァイオリン協奏曲 ニ短調

交響詩《ツァラトゥストラはこう語った》／オペラ《サロメ》《ばらの騎士》

ピアノ・ソナタ第７番 変ロ長調／バレエ音楽《ロメオとジュリエット》／子供のための物語《ピーターと狼》

《世の終わりのための四重奏曲》／《トゥランガリラ交響曲》

《セクエンツァ》／《シンフォニア》

ピアノ協奏曲第２番 ハ短調／ピアノ曲《幻想的小品集》／ピアノ協奏曲《パガニーニの主題による狂詩曲》

オペラ《青ひげ公の城》／バレエ音楽《中国の不思議な役人》／《弦楽器と打楽器とチェレスタのための音楽》

弦楽六重奏曲《浄夜》／《月に憑かれたピエロ》

オペラ《ヴォツェック》《ルル》／ヴァイオリン協奏曲

弦楽四重奏曲《5つの楽章》／ピアノ変奏曲

交響曲第３番《神聖な詩》／ピアノ・ソナタ第５番

ヴァイオリン曲《中国の太鼓》《愛の喜び》《愛の悲しみ》《美しきロスマリン》

《アランフェス協奏曲》／ギターと管弦楽のための《ある貴紳のための幻想曲》

交響曲第５番 ニ短調／オラトリオ《森の歌》

ピアノ曲《３つのジムノペディ》／バレエ音楽《パラード》

《カルミナ・ブラーナ》／オペラ《賢い女》

ピアノ曲《即興曲》／ミサ曲 ト長調／オルガン，弦楽とティンパニのための協奏曲 ト短調

N.リムスキー＝コルサコフ：交響組曲《シェエラザード》／オペラ《皇帝サルタンの物語》

G.ビゼー：管弦楽曲《アルルの女》／オペラ《カルメン》

P.I.チャイコフスキー：ピアノ協奏曲第１番 変ロ短調／バレエ音楽《白鳥の湖》／交響曲第６番《悲愴》 

A.ドヴォルジャーク：《スラヴ舞曲集》／交響曲第９番《新世界より》／弦楽四重奏曲第12番《アメリカ》

E.グリーグ：ピアノ曲《叙情小曲集》／ピアノ協奏曲 イ短調／付随音楽《ペール・ギュント》

G.フォーレ：歌曲《夢のあとに》／《レクイエム》／ピアノ曲《ドリー》

G.プッチーニ：オペラ《ボエーム》《トスカ》《蝶々夫人》《トゥーランドット》

C.サン＝サーンス：オペラ《サムソンとデリラ》／組曲《動物の謝肉祭》

M.ムソルグスキー：ピアノ組曲《展覧会の絵》／管弦楽曲《はげ山の聖ヨハネ祭の夜》

E.エルガー：行進曲《威風堂々》／交響曲第１番 変イ長調
ちょうちょう

ひ　そう

c.1300～77（仏）

c.1325～97（伊）

c.1398～1474（仏）

c.1410～c.97（フランドル）

c.1440～1521（フランドル）

c.1450～1517（フランドル）

c.1490～1562（仏）

1525～94（伊）

c.1532～94（フランドル）

c.1553/6～1612（伊）

1567～1643（伊）

1563～1626（英）

1585～1672（独）

1632～87（伊～仏）

1653～1713（伊）

1659～95（英）

1660～1725（伊）

1681～1767（独）

1678～1741（伊）

1685～1750（独）

1685～1759（独～英）

1683～1764（仏）

1792～1868（伊）

1797～1828（墺）

1803～69（仏）

1810～49（ポーランド）

1811～86（ハンガリー）

1813～83（独）

1813～1901（伊）

1822～90（ベルギー～仏）

1824～84（チェコ）

1824～96（墺）

1833～97（独）

1838～75（仏）

1840～93（露）

1841～1904（チェコ）

1843～1907（ノルウェー）

1844～1908（露）

1845～1924（仏）

1858～1924（伊）

1860～1911（墺）

1862～1918（仏）

1864～1949（独）

1865～1957（フィンランド）

1873～1943（露）

1874～1951（墺～米）

1874～1934（英）

1875～1937（仏）

1881～1945（ハンガリー）

1882～1971（露～米）

1883～1945（墺）

1885～1935（墺）

1891～1953（露）

1898～1937（米）

1908～92（仏）

1912～92（米）

1913～76（英）

1925～2003（伊）

1930～96（日本）

1936～　（米）

1835～1921（仏）

1714～87（墺）

1732～1809（墺）

1756～91（墺）

1770～1827（独）

1810～56（独）

1809～47（独）

1786～1826（独）

1782～1840（伊）

1872～1915（露）

1839～81（露）

1833～87（露）

1875～1962（墺～米）

1901～99（スペイン）

1668～1733（仏）

1857～1934（英）

1895～1982（独）

1899～1963（仏）

1906～75（露）

1866～1925（仏）

G.d.マショー：《ノートル・ダム・ミサ曲》

F.ランディーニ：バッラータ《いとしき我が婦人よ》

G.デュファイ：ミサ曲《もしも顔が青いなら》

J.オケヘム：《レクイエム》

ジョスカン・デプレ：ミサ曲《パンジェ・リングァ》

H.イーザーク：世俗曲《インスブルックよ，さようなら》

C.d.セルミジ：シャンソン《花咲く日々に生きるかぎり》

G.P.d.パレストリーナ：《教皇マルチェルスのミサ曲》

O.d.ラッソ：マドリガーレ《いとしのマドンナ》

G.ガブリエーリ：《サクラ・シンフォニア集》

C.モンテヴェルディ：オペラ《オルフェーオ》

J.ダウランド：《リュート歌曲集》

オラトリオ《聖十字架上のキリストの７つの言葉》：H.シュッツ

《合奏協奏曲集》：A.コレッリ

オペラ《ディドとアエネアス》：H.パーセル

オペラ《愛の誠》：A.スカルラッティ

《リコーダーとフルートのための協奏曲》ホ短調：G.P.テーレマン

コメディ・バレ《町人貴族》：J.-B.リュリ

ヴァイオリン協奏曲集《和声と創意の試み》第１集から〈四季〉／合奏協奏曲集《調和の霊感》：A.ヴィヴァルディ

管弦楽組曲第２番 ロ短調／《マタイ受難曲》／《平均律クラヴィーア曲集》：J.S.バッハ

オペラ《リナルド》／管弦楽曲《水上の音楽》／オラトリオ《メサイア》：G.F.ヘンデル

《クラヴサン曲集》：J.-P.ラモー

N.パガニーニ：ヴァイオリン独奏曲《24のカプリッチョ》／ヴァイオリン協奏曲第２番 ロ短調

C.M.v.ヴェーバー：ピアノ曲《舞踏への勧誘》／オペラ《魔弾の射手》

G.ロッシーニ：オペラ《セビーリャの理髪師》《ウィリアム・テル》／宗教曲《スタバト・マテル》

F.シューベルト：交響曲第７番《未完成》／歌曲集《美しき水車屋の娘》《冬の旅》《白鳥の歌》

H.ベルリオーズ：《幻想交響曲》／劇的物語《ファウストの劫罰》

B.スメタナ：オペラ《売られた花嫁》／連作交響詩《我が祖国》

A.ブルックナー：交響曲第４番《ロマンティック》／宗教曲《テ・デウム》

G.ヴェルディ：《レクイエム》／オペラ《リゴレット》《椿姫》《アイーダ》

C.フランク：ピアノ曲《前奏曲，コラールとフーガ》／ヴァイオリン・ソナタ イ長調／交響曲 ニ短調

R.ヴァーグナー：オペラ《タンホイザーとヴァルトブルクの歌合戦》／楽劇《ニーベルングの指環》

F.メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲 ホ短調／ピアノ曲《無言歌集》／付随音楽《真夏の夜の夢》

F.リスト：交響詩《前奏曲》／ピアノ曲《超絶技巧練習曲》《パガニーニ大練習曲》

F.ショパン：ピアノ曲《練習曲集》／ポロネーズ 変イ長調《英雄》／ピアノ協奏曲第１番 ホ短調

R.シューマン：歌曲集《ミルテの花》《女の愛と生涯》《詩人の恋》／交響曲第３番《ライン》

J.ブラームス：《ドイツ・レクイエム》／交響曲第１番 ハ短調／《大学祝典序曲》

G.マーラー：歌曲集《亡き子をしのぶ歌》／交響曲第2番《復活》／交響曲第９番 ニ長調

A.シェーンベルク

S.ラフマニノフ

J.シベリウス

R.シュトラウス

C.ドビュッシー

G.ホルスト

M.ラヴェル

B.バルトーク

I.ストラヴィンスキー

A.ヴェーベルン

A.ベルク

G.ガーシュイン

S.プロコフィエフ

O.メシアン

B.ブリテン

L.ベリオ

武満　徹

S.ライヒ

J.ケージ

交響曲第25番 ト短調／オペラ《フィガロの結婚》《魔笛》／《レクイエム》：W.A.モーツァルト

ピアノ・ソナタ第23番《熱情》／ピアノ協奏曲第５番《皇帝》／交響曲第９番《合唱付き》：L.v.ベートーヴェン

オペラ《オルフェーオとエウリディーチェ》《アルミード》：C.W.グルック

交響曲第94番《驚愕》／オラトリオ《天地創造》／弦楽四重奏曲《皇帝》：J.ハイドン

A.スクリャービン

A.ボロディン：オペラ《イーゴリ公》／交響詩《中央アジアの草原にて》

F.クライスラー

J.ロドリーゴ

《クラヴサン曲集》：F.クープラン

E.サティ

C.オルフ

F.プーランク

D.ショスタコーヴィチ

きょうがく

　ま　てき

ごうばつ

ふ　ずい

り　はつ　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆび　わ

つばき

つ

おおかみ

たけ みつ とおる

な

C.ドビュッシー

 E.サティ

A.シェーンベルク

F.クライスラー

R.シュトラウス

A.スクリャービン

G.ホルスト

B.バルトーク

A.ヴェーベルン

S.プロコフィエフ

G.ガーシュイン

J.ロドリーゴ

O.メシアン

B.ブリテン

武満　徹

J.シベリウス

S.ラフマニノフ

M.ラヴェル

I.ストラヴィンスキー

A.ベルク

C.オルフ

F.プーランク

D.ショスタコーヴィチ

J.ケージ

L.ベリオ

S.ライヒ

北海道：ソーラン節　江差追分
アイヌ古式舞踊

沖縄：てぃんさぐぬ花
　     竹富島の種子取

たんどり

宮崎：刈干切唄　高千穂の夜神楽
かりぼし きり うた　　 たか ち　ほ

　　　　　つ　がる　　　　　　　　　　　　  はちのへ　　　　　　　　    しも きた　　　

　青森：津軽じょんから節　八戸えんぶり　下北の能舞

岩手：南部牛追唄　毛越寺の延年　早池峰神楽

宮城：斎太郎節
秋保の田植踊　小迫の延年

にしもない　　　　　　　　　 　　だいにちどう

秋田：秋田おばこ　西馬音内の盆踊り　大日堂舞楽
 はながさおん ど　　　　　　　　　　　　　　　ひ やま

山形：花笠音頭　黒川能　杉沢比山

東京：東京音頭＊　大島節　江戸の里神楽

新潟：佐渡おけさ　綾子舞　　 弥彦神社舞楽

山梨：武田節＊　天津司の舞　 　無生野の大念仏

長野：小諸馬子歌　木曽節　天龍村の霜月神楽

富山：越中おわら節　こきりこ　越中の稚児舞
石川：山中節　尾口のでくまわし

滋賀：江州音頭　長浜曳山狂言

京都：福知山音頭　やすらい祭　壬生狂言

兵庫：デカンショ節　淡路人形浄瑠璃

鳥取：貝殻節　麒麟獅子舞

岡山：下津井節　備中神楽

島根：安来節　津和野の鷺舞神事　 　佐陀神能

広島：音戸の舟歌　三原ヤッサ節　壬生の花田植

山口：男なら　岩国行波の神舞

熊本：五木の子守唄　菊池の松囃子

長崎：長崎ぶらぶら節　壱岐神楽

佐賀：佐賀箪笥長持唄　武雄の荒踊

福岡：黒田節　幸若舞

愛媛：伊予節　伊予神楽

もうつう　じ　 　 　　　  　　 はや  ち   ね 　　

あき　 う　　　た　うえおどり　　 お ばさま　　

さい　た　ら

福島：会津磐梯山　御宝殿の稚児田楽・風流
あい　づ　ばんだいさん　　  ご　ほうでん　　 ち　ご

栃木：八木節　日光和楽踊り　百村の百堂念仏舞
　わ　らく　　　　　　 も  むら　　ひゃくどうねんぶつまい

茨城：磯節　日立風流物
いそ 　　 　 ひ たち ふうりゅうもの

埼玉：秩父音頭　鷲宮催馬楽神楽
ちち　ぶ　おん  ど　　 わしのみやさい　ば　ら

千葉：大漁節　鬼来迎
　き  らいごう

神奈川：箱根馬子唄　チャッキラコ
はこ　ね　　　　　　　　　

てん　づ　し　　　まい　　 　　  む  しょう　の　　　だいねんぶつ

静岡：ちゃっきり節＊　遠江森町の舞楽　西浦田楽
とおとうみもりまち　　　　　　　　 にしうれ

岐阜：郡上節　郡上踊　長滝の延年
　 ぐ  じょう　　　　　　　　　　　　ながたき

愛知：岡崎五万石　三河万歳　　 尾張万歳
 ご　まんごく        み　かわ　　　　　　 　　  お　わり

三重：伊勢音頭　安乗人形芝居
　あ  のり　い　せ

奈良：吉野木挽唄　春日若宮おん祭の神事芸能　題目立
かす　が わかみや　　　　まつり　　　　　　　　　　　　だいもくたて

大阪：河内音頭　聖霊会の舞楽
かわ  ち　　　　　　 しょうりょう え

和歌山：串本節　那智の田楽
くし  もと　　　　　な　ち

徳島：祖谷の粉ひき歌　阿波よしこの　阿波人形浄瑠璃
　い　や　　　　　　　　　　　　 あ　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

香川：金毘羅船々　滝宮の念仏踊
こん ぴ　ら　ふねふね　　たきみや

高知：よさこい節　吉良川の御田祭
 き　ら　がわ　　おん  だ  まつり

　い　よ

大分：大分地方の子守唄
　　　古要神社の傀儡子の舞

  こ   よう　　　　　　 　く ぐ つ

まつばや  し

あや　こ　まい や　ひこ

　こ　もろ　　　　　 　　　　き 　そ　　　　　てん  りゅう むら　　 しも つき

えっちゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ち　ご まい

福井：三国節　水海の田楽・能舞
みず うみ

ごうしゅう

み　ぶまつり

あわ  じ　　　　

かいがら　　        き   りん　じ　し　まい 

しも つ　い　　　　  びっ ちゅう

やす ぎ　　　　　つ　わ　の　　　さぎ まい　　 　 　 　　　  さ　だ　しんのう

　　　　ゆか ば　　 かんまい

はな だ うえ

こう わかまい

たん　す　　　　　　　　　 たけ　お　　 あらおどり

明朝体 民謡
＊ 新民謡
ゴシック体 芸能

群馬：八木節　安中中宿の燈籠人形
あんなかなかじゅく　　とう ろう

ひきやま

　い　き

　いつ  き

鹿児島：鹿児島小原節
　　　　加計呂麻島の諸鈍シバヤ

お　はら

か　け　ろ　ま　じま　　しょ どん

A

B

C

M

L

G

H

I

K

J

D

F

E
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アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）

竹富島の種子取（沖縄県）

三河万歳（愛知県）

題目立（奈良県）

長滝の延年（岐阜県）

聖霊会の舞楽（大阪府）

天津司の舞（山梨県）

G

H J L

I

K M

　    竹富島の

差
さし

追分

高千穂の夜神楽（宮崎県）高千穂の夜神楽（宮崎県）高千穂の夜神楽（宮崎県）高千穂の夜神楽（宮崎県）高千穂の夜神楽（宮崎県）高千穂の夜神楽（宮崎県）高千穂の夜神楽（宮崎県）

早池峰神楽（早池峰神楽（早池峰神楽（早池峰神楽（早池峰神楽（早池峰神楽（早池峰神楽（早池峰神楽（

追分

高千穂の夜神楽（宮崎県）高千穂の夜神楽（宮崎県）高千穂の夜神楽（宮崎県）高千穂の夜神楽（宮崎県）

早池峰神楽（

◆70年代のアイドルたち
新三人娘 （小柳ルミ子，天

あま
地
ち

真理，南 沙
さ

織
おり

）
新御三家 （郷 ひろみ，西城秀樹，野口五郎）
花の中三トリオ（山口百

もも
恵
え

，桜田淳子，森 昌子）

ヒットしたグループ・サウンズ
ザ・スパイダース
ザ・タイガース
ザ・テンプターズ　など

2010年発売のベスト盤CDジャケット

1958年発売の
レコードジャケット

　音楽は人々の生活の中に深く浸透し，時代を反映しながら変化し続けている。日本の「歌謡曲」や「J-POP」といった流行音
楽のジャンルもまた，絶えず進化していくメディアに身を委ねながら大衆の間に広まり，さまざまな形で親しまれてきた。
　私たち日本人の心を支え，生活に潤いを与えてくれるこれらの音楽の歩みをたどってみよう。
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25年 ラジオ放送開始
 歌謡曲歌手第一号
29年 佐藤千

ち
夜
や

子
こ

 《東京行進曲》
37年 淡

あわ
谷
や

のり子 《別れのブルース》
45年 太平洋戦争終結
46年 並木路

みち
子
こ

 《リンゴの唄》
46年 美空ひばり，デビュー
48年 笠

かさ
置
ぎ

シヅ子 《東京ブギウギ》

49年 高峰秀
ひで

子
こ

 《銀座カンカン娘》
49年 美空ひばり 《悲しき口笛》
49年 藤山一郎 《青い山脈》（→P.106）

51年 NHK紅白歌合戦のラジオ放送開始

 ジャズ・ブーム
52年 江利チエミ 《テネシー・ワルツ》
 三人娘（美空ひばり，雪村いづみ，江利チエミ）の活躍

 ◉高度経済成長期
 ムード歌謡
57年 フランク永井 《有楽町で逢

あ
いましょう》

 ロカビリー・ブーム
58年 山下敬二郎 《ダイアナ》
 青春歌謡
63年 舟木一夫 《高校三年生》
 御三家（橋 幸夫，舟木一夫，西郷輝

てる
彦
ひこ

）の活躍

65年 ベトナム戦争勃発
 フォーク・ソング・ブーム
66年 マイク眞

ま
木
き

 《バラが咲いた》

66年 ビートルズ来日

 グループ・サウンズの流行
67年　 ジャッキー吉川とブルー・コメッツ  

《ブルー・シャトウ》

 ◉カラー・テレビの普及
 シンガー・ソングライターの登場
72年 よしだたくろう（現：吉田拓郎） 
 《結婚しようよ》
73年 井上陽水 《夢の中へ》

 アイドル歌手の登場
73年 キャンディーズ，デビュー 
 《あなたに夢中》

 フォーク・ソングからニュー・ミュージックへ
75年 イルカ 《なごり雪》（→P.45）

75年 荒井（現：松
まつ

任
とう

谷
や

）由実
 《あの日にかえりたい》
 中島みゆき 《時代》
 
76年 ピンク・レディー，デビュー
 《ペッパー警部》

 ロック・バンド，ロック歌手の活躍
78年 サザンオールスターズ，デビュー
 《勝手にシンドバッド》
　 ◉携帯型カセット・プレイヤー発売

　「歌謡曲」という言葉
が，日本の大衆音楽の
呼称として用いられる
ようになったのは，ラ

ジオ放送が始まった1925年以降のこ
とである。日本はやがて日中戦争から
太平洋戦争へと突入し，国民の戦意高
揚を狙って「軍国歌謡」が数多く作られ
るようになった。こうした戦時体制の
下，淡谷のり子の歌は不安な時代を生
きる人々の心を捉えた。
　その後，敗戦による混乱状態の中で，
ラジオから流れる並木路子の《リンゴ
の唄》が，戦後復興に全力を傾ける人々
の心を励ますとともに，歌謡曲の新た
な時代の幕開けをもたらした。荒廃し
た日本をさらに元気付けたのは，アメ
リカから伝わった「ブギ」の明るいリズ
ムである。笠置シヅ子や高峰秀子は，
虚脱感に陥っていた人々に生きるエネ
ルギーを与えた。また，藤山一郎の《青
い山脈》（→P.106）は，戦後日本の新

たな時代の息
い

吹
ぶき

を伝える名曲として愛
唱された。
　この時代に見逃してはならないのが
美空ひばりの存在である。彼女は46
年にわずか9歳でデビューし，49年
の《悲しき口笛》のヒットで一躍スター
となり，約40年間にわたり戦後日本
の歌謡史を彩

いろど
った。

　51年，NHK紅白歌
合戦のラジオ放送が始
まる。52～53年には，
日本にジャズ・ブーム

が巻き起こり，歌謡曲でもジャズのフ
ィーリングを生かした歌唱が大衆に受
け入れられた。この頃に日本は高度経
済成長期を迎え，若者たちが集団就職
により大都市に流入した。フランク永
井の《有楽町で逢いましょう》は，都会
生活を大人のムードで歌った，いわゆ
る「ムード歌謡」の先駆けともいうべき
ヒット曲である。これとは対照的に，

舟木一夫は「青春歌謡」の代表作ともい
える《高校三年生》をヒットさせた。
　60年代には，学生たちによる「フォ
ーク・ソング」が流行した。とりわけベ
トナム戦争の激化や学園紛争などを背
景に，反戦や社会問題をテーマにした
歌が，多くの若者の心を捉えた。一方，
エルヴィス・プレスリーやビートルズ

（→P.94）などの影響により，８
エイト

ビー
ト※を取り入れた音楽と，「グループ・
サウンズ」と呼ばれるバンド演奏が爆
発的な人気を呼んだ。
※ ８ビート：４分の４拍子の場合に８分音符

を基本単位とするリズム。

　70年 代 に 入 る と，
「フォーク・ソング」は
広く若者の思いを歌っ
た「叙情フォーク」の道

を歩み始めた。「シンガー・ソングライ
ター」と呼ばれるミュージシャンが次々
と登場し，多くのファンを獲得した。
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愛媛：愛媛：伊予節　伊予神楽
高知：高知：よさこい節　吉良川の御田祭

　い　よM

アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）アイヌ古式舞踊「水鳥の舞」（北海道）

竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）竹富島の種子取（沖縄県）

三河万歳（愛知県）三河万歳（愛知県）

題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）

長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）長滝の延年（岐阜県）

聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）聖霊会の舞楽（大阪府）

天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）天津司の舞（山梨県）J L

I

K M

竹富島の種子取 M

三河万歳（愛知県）三河万歳（愛知県）三河万歳（愛知県）三河万歳（愛知県）三河万歳（愛知県）三河万歳（愛知県）三河万歳（愛知県）三河万歳（愛知県）三河万歳（愛知県）三河万歳（愛知県）三河万歳（愛知県）

題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）題目立（奈良県）

三河万歳（愛知県）

…フォーク歌手／フォーク・グループ

…アイドル歌手／アイドル・グループ

◆80年代のアイドルたち
たのきんトリオ
　（田原俊彦，野村義男，近藤真彦）
シブがき隊，少年隊
小泉今日子，松本伊代
おニャン子クラブ　など

◆フォーク系デュオ
Kiroro，ゆず　など
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 ◉CDの登場
 テクノ・ポップ
80年 沢田研二 《TOKIO》
  YMO（イエロー・マジック・オーケストラ）
  《ライディーン》

80年 松田聖子，デビュー
　　 《裸

はだし
足の季節》

82年 中森明菜，デビュー
　　 《スローモーション》

 CM曲のヒット
88年 山下達郎 《クリスマス・イブ》
 （発売は83年）

 ヴィジュアル系バンドの登場
89年 X（現：X Japan） 《紅

くれない
》

　　 

 ◉カラオケ・ボックスの普及
 テレビ・ドラマ主題歌のヒット
91年 小田和正
 《ラブ・ストーリーは突然に》

94年　Mr.Children
 《Tomorrow never knows》

95年 DREAMS COME TRUE
 《LOVE LOVE LOVE》

 ミュージシャンによるプロデュース

96年 安
あ

室
むろ

奈
な

美
み

恵
え

 《Don’t wanna cry》
98年 モーニング娘。
 《抱いてHOLD ON ME!》

 メンバーそれぞれがマルチに活躍

98年 SMAP 《夜空ノムコウ》

 R&Bブームの拡大
98年 宇多田ヒカル 《Automatic》 

 ◉「音楽配信」が音楽シーンの主流に
00年　浜崎あゆみ 《SEASONS》
 日本語によるヒップホップ
02年　RIP SLYME
 《楽園ベイベー》

 歌とダンス・パフォーマンスとの融合
03年　EXILE 《Choo Choo TRAIN》
 
 カヴァー・アルバムのヒット
05年　徳永英明 《VOCALIST》

 音声を加工した個性的なサウンド
07年　Perfume 《ポリリズム》
 
 メンバーそれぞれがマルチに活躍

08年　嵐 《One Love》 

 アニメの曲がヒット
08年　いきものがかり 《ブルーバード》

 身近になったアイドル
10年　AKB48 《ヘビーローテーション》
12年　ももいろクローバーZ
 《猛烈宇宙交響曲・第七楽章「無限の愛」》

　その後，「フォーク・ソング」は「ニュ
ー・ミュージック」へと変容していく。
このジャンルの開拓者の一人山下達郎
は，76年のソロ・デビュー後，作品や
アルバムを次々と発表するとともに，
コマーシャルや他のミュージシャンた
ちにも数多くの曲を提供し続けている。
　70年代はカラー・テレビが普及し，
歌謡番組やスター発掘番組などが盛ん
に放送された。この時代に登場するの
が，いわゆる「アイドル歌手」である。
新御三家や花の中三トリオなどのアイ
ドルたちが次々とデビューし，ブーム
を巻き起こした。また，ピンク・レデ
ィーは，曲，振り付け，衣装の全てに
おいて幅広い世代の人気を獲得した。
　こうしたアイドル歌手ブームは80
年代まで続く。「テレビ狂時代」の中，
オフコースはテレビ番組に出演せず，
レコード制作とコンサートによる音楽
活動に徹した。
　80年代になると，CDの登場によ
って音楽はデジタルの時代を歩み始め
た。それに伴い，電子楽器がサウンド
にいっそう豊かな彩りを加えた。

　「J-POP」という呼称
が90年代に入り広く
使われるようになり，
カラオケ・ボックスの

普及で音楽はより身近な存在となった。
また，テレビ・ドラマの主題歌や挿入
歌から数多くのヒット曲が生まれた。
ミュージシャン自らが次世代の新人を
プロデュースするという新しい形が登
場したのもこの頃からである。電子楽
器を駆

く
使
し
したサウンドと，細かい音符

が連続する複雑なメロディー・ライン
の曲が流行する一方で，アコースティ
ックな音楽が人気を得るようにもなった。
SMAPや嵐をはじめとする男性アイ
ドル・グループも多く誕生している。
90年代後半から実験的に行われていた
音楽配信は，インターネットや携帯電
話に加え，専用の再生機器の普及でさ
らに拡大し，いまや音楽シーンの主流
にまで成長した。
　2000年代に入ると音楽のスタイル
はますます多様化し，「J-POP」と呼ば
れるジャンルの境界線も曖

あい
昧
まい
になって

いく。アコースティックな音楽の動き

はそのまま引き継がれ，ゆずやコブク
ロなどの曲がヒットした。また，アメ
リカで生まれたヒップホップが日本で
も広がりをみせた。さらに，アニメー
ションで使われた曲が海外へも広まり，
人気を博すようになった。近年では，
ダンス・ユニットのEXILEやアイドル・
グループのAKB48，ももいろクロー
バーZなどの活躍も見逃せない。過去
に発表した曲や他のミュージシャンの
曲をカヴァー，リメイクすることもブ
ームとなった。さらには，音声デジタ
ルで合成し，声を人工的に感じさせる
ような処理が施された音楽も生まれる
など，サウンドの多様化が進んでいる。

　時代，メディア，聴衆の嗜
し
好
こう
といっ

た変化に伴い，大衆音楽も時々刻々と
進化を続けている。しかし，いつの時
代も音楽は私たちの生活を豊かにし，
ときには私たちを慰め，勇気付けてく
れる。そんな「生涯の友」である音楽を，
ずっと大切にしていこう。

　また，仏教の経典を唱える声明，物まねや曲芸など娯楽的要素をもつ
も伝えられた。

平安時代
　外来の音楽が，貴族社会を中心に国風化された。雅楽のうち舞を伴って

舞
ぶ
楽
がく

は，その系統により左
さ
舞
まい

と右
う
舞
まい

に大別され，楽器編成や曲
の形式が整えられた。左舞では林邑楽などを併合した唐楽が演奏され，舞

は赤を基調とする。一方，右舞では新羅楽，百済楽，高句麗楽
に渤海楽を併合した高

こ
麗
ま
楽
がく

が演奏され，舞人の装束は緑を基調とする。ま
た，舞を伴わずに演奏する管

かん
絃
げん

も生まれた。
　さらに，雅楽の楽器を伴奏に用いた催

さい
馬
ば
楽
ら

や朗
ろう
詠
えい

といった宮廷歌謡が生
まれ，日本古来の歌や舞である神

かぐら
楽歌

うた
や東

あずま
遊
あそび

なども宮中の儀式で盛んに

　催馬楽や朗詠に続き，「今（当世）風の」という意味の今
いま
様
よう

も生まれた。今
様は当時の流行歌で，宮廷歌謡とは異なり庶民階層と貴族が共有した。後
白河法皇が愛した芸能としても知られている。

は平安時代に真言宗と天台宗の２系統の下で発展し，日本語による
ものが成立した。それらは後に生まれる平

へい
曲
きょく

や能の謡
うたい

にも影響を与えた。
　散楽は平安時代中期には猿

さる
楽
がく

と呼ばれ，能の原型となった。散楽の中の
曲芸系の芸能は，平安時代に発生した田

でん
楽
がく

の中にも取り入れられた。

『信
しん

西
ぜい

古楽図』部分（東京藝
げい

術
じゅつ

大学大学美術館蔵）
平安時代初期に用いられた雅楽の楽器が描かれている。

『源氏物語画
が

帖
じょう

』から「紅
もみ

葉
じの

賀
が

」（堺
さかい

市博物館蔵）
舞楽《青

せい
海
がい

波
は

》を舞う光源氏と頭
とうの

中
ちゅう

将
じょう

が描かれている。
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古代 中世 ルネサンス

日　本 縄文時代 古墳時代 奈良時代 平安時代 南北朝時代 室町時代弥生時代 飛鳥時代

西　洋

鎌倉時代

バロック

安土・桃山時代 江戸時代
西　暦

戦国時代

西 洋 音 楽 の 流 れ

◉古代ギリシャには音楽や詩などを総括する「ムーシケー」と
いう概念があり，ここから音楽を意味する「ミュージック」
という言葉が生まれた。古代ギリシャの音楽思想や音楽理
論は，中世以降の西洋音楽に大きな影響を与えた。

◉キリスト教の普及とともにヨーロッパでは教会音楽が栄え，
古代ギリシャで展開された音楽思想が受け継がれていった。
また，宗教的な要素をもたない世俗音楽の作品もしだいに
残されるようになっていった。

教会音楽　グレゴリオ聖歌
ヨーロッパ各地の教会で歌われてい
た単旋律の聖歌は，しだいに収集，
整理され，ローマ・カトリック教会
の礼拝用の音楽に定められた。これ
らは「グレゴリオ聖歌」と呼ばれ，ラ
テン語の歌詞で無伴奏で斉唱された。
教皇グレゴリウス１世（在位590～
604）らが聖歌の整備に尽力したといわれている。現存する
最古のグレゴリオ聖歌は９世紀頃に書かれたものである。

多声音楽
最も初期の多声音楽は９世紀末頃に現れた。これは単旋律の
グレゴリオ聖歌に新たな声部を加えたもので，「オルガヌム」
と呼ばれる。その後，12～13世紀のノートル・ダム楽派，
14世紀のアルス・ノヴァの作曲家たちによって多声音楽が発
展していった。

グイードの階名唱法
11世紀以降，イタリアの
音楽理論家グイード・ダレ
ッツォが考案した階名唱法
が普及した。

世俗音楽
十字軍の遠征によって諸国間の往来が
活発になり，民衆の間では世俗音楽が
親しまれるようになった。南フランス
ではトルバドゥール，北フランスでは
トルヴェール，ドイツではミンネゼン
ガーと呼ばれる騎士階級を中心とした
詩人たちが，主に恋愛を題材とした単
旋律の歌曲を作った。

古代ギリシャの音楽 B.C.7～B.C.1世紀頃 中世の音楽 6世紀頃～14世紀

ミンネゼンガー

ノートル・ダム楽派の音楽

ペロタン作曲《生誕のアレルヤ》から

儀式と音楽
古代ギリシャの音楽は，宗教的な儀式との結び付きが強かっ
た。真理と音楽を司

つかさど
る神アポロンの祭典には，竪

たて
琴
ごと
のリラや

キタラなどが用いられ
た。また，官能や酒を
司る神ディオニュソス
の祭典には，ダブル・
リードの管楽器である
アウロスが用いられた。

演劇と音楽
紀元前５世紀には，アテネを中心にギリシャ神話を題材とし
た演劇が盛んに行われた。俳優だけでなくコロスと呼ばれる
合唱隊も活躍し，これが「コーラス」の語源となった。伴奏に
は主にアウロスが用いられたといわれている。

ピュタゴラス派の音楽理論
古代ギリシャの哲学者ピュタゴラスと彼を中心とする理論家
たちは，数を万物の根源とした。彼らは，オクターヴ，5度，

4度の音程を作り出す弦の長さが，そ
れぞれ2対1，3対2，4対3という単
純な数比であることを発見した。さら
に，協和音の数比を宇宙の構成原理に
も当てはめ，宇宙の秩序や調和を一種
の音楽とみなし，天体が音楽を奏

かな
でて

いると考えた。
ピュタゴラス

左から
キタラ，アウロス

グイードの手
左手の指の各関節
に音名を割り振り，
音階と音名，階名
の仕組みを分かり
やすく図示した。

ディオニュソス劇場
紀元前４世紀にアテネに建造された。コロスが歌ったり踊っ
たりした半円形の場所はオルケストラと呼ばれ，「オーケス
トラ」の語源となった。観覧席は丘の傾斜を利用して作られた。

グレゴリオ聖歌の楽譜
（10世紀のネウマ譜）

13

メロディー編

各声部のメロディーの流れを大切にして，互いの動きを聴き合いながら階名や「La」で歌おう。

1

2

3

4

5

6

音高，音程，リズム，フレーズなどに気を付けて，階名や「La」で歌おう。その際，手で腿
もも
の辺りを軽く打ち，拍を感じよう。

各声部のメロディーの流れを大切にして，互いの動きを聴き合いながら階名や「La」で歌おう。

フレーズなどに気を付けて，階名や「La」で歌おう

各声部のメロディーの流れを大切にして，互いの動きを聴き合いながら階名や「La」で歌おう。

フレーズなどに気を付けて，階名や「La」で歌おう
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E x e r c i s e 1
　指揮をするときの正しい姿勢と基本的な動きを身に付け
よう。
①背

せ
筋
すじ

を伸ばして立ち，上半身を腰でしっかりと支える。
足を開きすぎないようにしよう。

②右腕の肘
ひじ

から指先までが一直線になるように意識しなが
ら，右手が顔の正面にくる位置で構える。

左腕は自然に下ろそう。
③メトロノームに合わせて１拍子を振ってみる。ボールが

地面に落下して跳ね返る動きをイメージしながら，腕を
振り下ろして振り上げる。その際，打点（拍の位置）が，
おなかの前辺りにくるようにする。メトロノームのテン

ポ設定を変えて，さまざまなテンポ
で練習する。
これは指揮の最も基本となるテクニ
ックで，「叩

たた
き」とも呼ばれる。

打点から振り上げる瞬間を除いて，肩や腕に力が
入らないようにしよう。振り下ろすときは自然に
加速し，振り上げるときは自然に減速しよう。

④感覚がつかめたら，メトロノームを使わずに１拍子を振
ってみる。

最初に頭の中で設定したテンポをキープしよう。
⑤同様に，２拍子，３拍子，４拍子を「叩き」で振ってみる。

各拍の打点が全て同じ位置になるようにしよう。

E x e r c i s e 2
　演奏する曲の雰囲気に合った振り方ができるように，細
かなテクニックを身に付けよう。
①予備拍（曲が始まる前に演奏を誘い出す拍）を１拍振って，

演奏の始まりのタイミングやテンポをはっきりと示す。
曲のイメージをしっかりともって予備拍を振ろう。
実際の曲では，テンポや曲想などによって予備拍
を多く設定することもある。

②レガートの曲をイメージし，メトロノームに合わせて２
拍子，３拍子，４拍子を振ってみる。指揮の図形を曲線
的にして，滑らかに腕を動かすようにする。　

打点の位置が左右に広がっ
ても，打点の高さは変わら
ないようにしよう。また，
できるだけ腕の力は抜くが，
手首をくねくねさせすぎな
いようにしよう。

③クレシェンドやデクレシェンドを想定し，指揮の図形を
だんだん大きくしたり，だんだん小さくしたりする。

図形の大きさが変わっても，テンポが変わらない
ようにしよう。

④リタルダンドを想定し，テンポをだんだん遅くしてみる。
このとき，拍と拍の中間点（いわゆる「裏拍」）を感じなが
ら振るとよい。

テンポが急激に遅くならないようにしよう。
⑤rit.→ 　 →a tempoという速度変化を想定して，指揮

で指示してみる。　の付いている拍では，打点で指揮を
いったん止め，次の拍の予備拍をもう一度振って再開す
る。
例：４拍子の３拍目に　 が付い
ている場合，rit.しながら１，２拍
目を振り，３拍目の打点で指揮を
止める（　）。次の４拍目を始める
前に，あらためてa tempoで予
備拍を振り，音楽を再開する。

指揮 にチャレンジ

４拍子の例

打点

①
加
速

②加速

減
速

減速

打点

①
加
速

③加速

減
速

減速

②加速

減速

打点

①
②
加
速

④加速

減
速

減速

③加速

減速

１ ２

１

３

２

 

２

４

３

１

２拍子 ３拍子 ４拍子

１

２
３

４

　指揮者は合唱や合奏をまとめるうえで大切な存在である。演奏の始まりや終わりのタイミングをそろえたり，テンポを
指示したりするだけでなく，演奏者に音楽的なニュアンスを伝えてアンサンブルの統一を図るという重要な役割も担

にな
って

いる。
　以下のExerciseを参考にして，より見やすく，指示が伝わりやすい指揮を目指そう。

より表現豊かな演奏をするための工夫
❶テンポや強弱が変化するときや，のばしている音を切るときには，左手を効果的に使う。
❷両手の動きだけで伝えきれないニュアンスは，呼吸や顔の表情などを使って伝える。
❸明確に拍を示す必要がある曲では，指揮棒を用いたほうが指示やニュアンスがはっきりと伝わることもある。

加
速

打点

減
速

加
速

打点

減
速

（止める）

４拍目の指示を出す場合

予
備
拍

４
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E x e r c i s e 2
　演奏する曲の雰囲気に合った振り方ができるように，細

①予備拍（曲が始まる前に演奏を誘い出す拍）を１拍振って，
演奏の始まりのタイミングやテンポをはっきりと示す。

曲のイメージをしっかりともって予備拍を振ろう。
実際の曲では，テンポや曲想などによって予備拍

②レガートの曲をイメージし，メトロノームに合わせて２
拍子，３拍子，４拍子を振ってみる。指揮の図形を曲線
的にして，滑らかに腕を動かすようにする。　

③クレシェンドやデクレシェンドを想定し，指揮の図形を
だんだん大きくしたり，だんだん小さくしたりする。

図形の大きさが変わっても，テンポが変わらない

④リタルダンドを想定し，テンポをだんだん遅くしてみる。
このとき，拍と拍の中間点（いわゆる「裏拍」）を感じなが

テンポが急激に遅くならないようにしよう。
⑤rit.→ 　 →a tempoという速度変化を想定して，指揮

で指示してみる。　の付いている拍では，打点で指揮を
いったん止め，次の拍の予備拍をもう一度振って再開す

４拍子の例

１

２
３

４

　指揮者は合唱や合奏をまとめるうえで大切な存在である。演奏の始まりや終わりのタイミングをそろえたり，テンポを
指示したりするだけでなく，演奏者に音楽的なニュアンスを伝えてアンサンブルの統一を図るという重要な役割も担

にな
って

明確に拍を示す必要がある曲では，指揮棒を用いたほうが指示やニュアンスがはっきりと伝わることもある。

（止める）

４拍目の指示を出す場合

予
備
拍
予
備
拍

４

※全休符は１小節休む場合にも用いられる。

全 音 符

付点２分音符

２ 分 音 符

付点４分音符

４ 分 音 符

付点８分音符

８ 分 音 符

１６ 分 音 符

全 休 符

付点２分休符

２ 分 休 符

付点４分休符

４ 分 休 符

付点８分休符

８ 分 休 符

１６ 分 休 符

４拍
３拍

２拍

１ 拍１‒２

１拍

３‒４ 拍

拍１‒２

拍１‒４
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楽 典
音名と音部記号

音符と休符

音名：音の高さに対する固有の名称。日本語では｢ハニホヘトイロ｣が音名となる。

大譜表

ト音記号

ひらがな音 カタカナ音 １点音 ２点音

ヘ音記号

｢ヘ音」の位置を示す

  

ハ音記号

・｢ハ音」の位置を示す

　　 ・中央ハ

　・「ト音」の位置を示す

日 本 語 
イタリア語
ド イ ツ 語
英 語

３連符：４分音符や２分音符などを３等分
して作られる一群の音符。

※休符やタイを含む３連符の例

イタリア語の派生音の音名は， が付く場合は D
ド
o d

ディエージス
iesis，Re diesis …， が付く場合は D

ド
o b

ベモッレ
emolle，Re bemolle …となる。

嬰ホ音はヘ音，嬰ロ音はハ音，変ハ音はロ音，変ヘ音はホ音とそれぞれ一致する。これらの音はピアノの白鍵部分の音であるが，
「嬰ホ音」「嬰ロ音」「変ハ音」「変ヘ音」で書かれていれば，派生音として扱われる。

ト音記号はアルファベットのＧを，ヘ音記号はＦを，ハ音記号はＣを
それぞれ図案化したものである。

大譜表：音域の広いピアノやハープなど
の楽譜で使用される。

ヘ音記号：低音域を受け持つ楽器や声楽
パートの楽譜で使用される。

ハ音記号：ヴィオラ，チェロ，ファゴット，
トロンボーンなどの楽譜で使用される。

幹　音： や などの変化記号が付かない音。
派生音：幹音に変化記号（ は除く）が付いて変化した音。

変化記号：音を半音または全音変化させる記号。
 （シャープ：嬰記号）：半音高くする。
 （ダブル･シャープ：重嬰記号）：全音高くする。
  （ナチュラル：本位記号）：幹音に戻す。

 （フラット：変記号）：半音低くする。
 （ダブル･フラット：重変記号）：全音低くする。
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♦主な演目
《平

へい
家
け

女
にょ

護
ごの

島
しま

》《義
よし

経
つね

千
せん

本
ぼん

桜
ざくら

》《仮
か

名
な

手
で

本
ほん

 忠
ちゅう

臣
しん

蔵
ぐら

》《京
きょう

鹿
がの

子
こ

娘
むすめ

道
どう

成
じょう

寺
じ

》《勧
かん

進
じん

帳
ちょう

》《青
あお

砥
と

稿
ぞうし

花
はなの

紅
にしき

彩画
え
（白

しら
浪
なみ

五
ご

人
にん

男
おとこ

）》《連
れん

獅
じ

子
し

》

《道
どう
成
じょう
寺
じ
》→P.110

《高
たか
砂
さご
》→P.112　《羽

は
衣
ごろも
》→P.113

能《石橋》
白獅

じ
子
し

：友
とも

枝
えだ

昭
あき

世
よ

　赤獅子：友枝真
しん

也
や

歌舞伎《京鹿子娘道成寺》
白
しら

拍
びょう

子
し

花子：坂
ばん

東
どう

玉
たま

三
さぶ

郎
ろう

♦能の主な演目
《敦

あつ
盛
もり

》《俊
しゅん

寛
かん

》《石
しゃっ

橋
きょう

》《安
あたか

宅》
♦狂言の主な演目
《附

ぶ
子
す

》《棒
ぼう

縛
しばり

》《釣
つり

狐
ぎつね

》

狂言について
　能と狂言を総称して「能

のう
楽
がく

」と呼ぶ。狂言は，風刺のきいた
せりふを中心とする劇で，能と能の間に演じられる「本狂言」と，
能の中で狂言方が演じる「間

あい
狂言」がある。

ジンジュ《白蛇伝》　北京京劇院（日本公演）
白蛇の精・白

はく
素
そ

貞
てい

：趙
ザオ

　彗
ホイ

英
ユン♦主な演目

《覇
は

王
おう

別
べっ

姫
き

》《三
さん

国
ごく

志
し

》《西
さい

遊
ゆう

記
き
（孫

そん
悟
ご

空
くう

）》《白
はく

蛇
じゃ

伝
でん

》《水
すい

滸
こ

伝
でん

》

ジ
ン
ジュ（
京
劇
）

能

歌
舞
伎

　役者の家には，成
なり
田
た
屋（市川團

だん
十
じゅう

郎
ろう

，市川海
え

老
び

蔵
ぞう

），音
おと
羽
わ
屋

（尾
おのえ

上菊
きく

五
ご

郎
ろう

，尾上菊
きく

之
の

助
すけ

），中
なか
村
むら
屋（中村勘

かん
三
ざぶ

郎
ろう

，中村勘
かん

九
く

郎
ろう

）
など，それぞれに代々伝わる屋

や
号
ごう

がある。贔
ひいき

屓の役者に，これら
の屋号で掛け声をかける観客もいる。

 室町時代初期に，観
かん

阿
あ

弥
み

，世
ぜ

阿
あ

弥
み

親子に
よって基本的な形が整えられた。時々の権力者の庇

ひ
護
ご

を受けて伝承され，江戸時代には幕府の式
しき

楽
がく
（儀式に

おける音楽や舞踊）としても用いられた。

起源と発展

 主役の「シテ」と，その相手役の「ワキ」な
どが謡

うたい
や演技，舞で表現する。シテはほとんどの演

目で面
おもて
（能面）をかけて演じる。地

じ
謡
うたい

と，笛（能管）・小
こ

鼓
つづみ

・大
おお

鼓
つづみ

・太
たい

鼓
こ

による囃
はや

子
し

を伴う。

表現の特徴

 男性のみで演じられ，成人男性の「立
たち

役
やく

」
や女性役の「女

おんな
形
がた

」などが，せりふや演技，舞で表現
する。演目によって「隈

くま
取
どり

」という化粧が施
ほどこ

されたり，
「見

み
得
え

」などの演技で独特の表情が作られたりする。長
なが

唄
うた

，義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

節
ぶし

，常
ときわ

磐津
づ

節，清
きよ

元
もと

節などさまざまな音楽
が用いられる。効果音や背景音楽などは「黒

くろ
御
み

簾
す

」と呼
ばれる小部屋の中で演奏される。

表現の特徴

 歌，せりふ，しぐさ，立ち回りが一体となって
物語が展開される音楽劇。男性役，女性役，隈取をする男性
役，道化役の4種に大別され，役者は緩急自在に独特の発声
で演じる。ジンフー（京胡），ユエチン（月琴），ダールオ（大鑼），
シヤオルオ（小鑼）などの楽器が用いられる。

表現の特徴

 1603年に出
いずも

雲のお国
くに

が興行した「かぶき
踊
おどり

」が起源といわれる。それがしだいに劇としての要
素を兼ね備えるようになり，時々の流行や他の芸能の
要素を巧みに取り入れながら発展し，庶民の娯楽とし
て江戸時代に隆盛を極めた。

起源と発展

 1790年に中国の安
あん

徽
き

省
しょう

の劇団が北
ペキン

京で披露し
た芝居が起源といわれる。その後，湖

こ
北
ほく

省の地方劇と融合し，
他の芝居の要素も加わって，19世紀前半に基本的な形が整
えられた。名称は時代によりさまざまであったが，1949年
の中華人民共和国の成立によって「ジンジュ」に統一された。

起源と発展
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　10ページの《Plymouth Rock》は手拍子と足踏みだけで演奏する曲である。パートの役割を考えながら，手拍子や
足踏みを工夫して演奏しよう。
❶ 全員がⅠとⅡ両方のパートを演奏できるようになったらグループに分かれ，どのように工夫したらより楽しいアン

サンブルになるのかアイディアを出し合って練習しよう。
❷グループ練習をするときには， ～ の中から部分的に取り出して合わせるなど，練習方法を工夫しよう。
❸各グループの表現の工夫に注目しながら，互いのアンサンブルを聴き合おう。

　　　強弱記号の書かれていない部分についても強弱の変化を考える。
　　　強弱に合わせて手拍子の打ち方や足踏みの仕方を考える。

　　　 各パートのリズムの特徴を感じ
取り，目立たせて演奏するリズ
ムと，逆に目立たせないように
演奏するリズムを決め，抑揚を
付ける。

　　　 手拍子や足踏み以外のボディー・
パーカッション（指鳴らしや膝

ひざ

打ちなど）も取り入れる。
　　　 《Plymouth Rock》に合うよう

な曲の音源を持ち寄り，それに
合わせて演奏する。

の手拍子 の手拍子 の足踏み の足踏み

　コンサートやCD，インターネットによる音楽配信，カラオケなど，私たちが日頃からさまざまな形で楽しんでいる音
楽は，「社会全体の財産」ともいえる。しかしその音楽は，それを作った人（著作者）の創造力や努力によって生み出された
作品（著作物）であり，もともとは「著作者」個人の財産である。その財産を私たちはいろいろな形で利用して楽しんでいる。
音楽に限らず美術や文学，写真，映画，ゲーム，映像，書籍などの作品にも著作権がある。ここでは，音楽に関する「著
作権」のルールについて確認しよう。
　著作者は「著作権」という権利をもつことが，「著作権法」という法律で定められている。すなわち，「作品を使う権利は
それを作った人がもっている」，そしてそれを他の人が利用する際には，「作った人に許諾を得る必要がある」ということ
である。例えば私たちがCDを買うと，その代金は音楽を作った人だけでなく，CDを制作した会社や演奏した人にも配
分される。そのことが，また新たに音楽やCDを制作したり，演奏活動を続けたりするエネルギーを支えることになる。
購入したCDを無断でコピーして友達にあげてしまうと，著作権法に違反するのはもちろんだが，前述の仕組みがくずれ，
結果として私たちが音楽を楽しむ機会が失われてしまう可能性もある。
　楽譜をコピーする，ホームページに好きな曲の歌詞を掲載する，演奏をインターネット上にアップロードするなどの際
には，著作権法のルールにのっとっているかどうかを必ず確認しよう。なお，許諾を得なくてもよい場合がある。例えば
日本では，作った人が亡

な
くなってから50年を過ぎている音楽作品ならば，自由に利用することができる。

ルールを守って音楽を楽しもう ― 著 作 権 について―

　　全ての作品はそ
れを作った人の著作
物であり，作った人
は著作権を主張する
ことができる。

　　音楽の授業で作曲を
したけれど，この作品に
は著作権があるのかな？

　　曲をアレンジする場合，著作者
の許諾を得る必要があるのかな？

　　著作者には，自分が作った曲
がそのままの形であることを守る
権利（同一性保持権）がある。アレ
ンジする際は，事前に著作者の許
諾を得る必要がある。ただし，授
業や家庭内のみで使う場合は除く。

　　CDからコピーし
た音楽を，インターネ
ット上にアップロード
したいな！

　　著作者やCD制
作会社，演奏者など
から事前に許諾を得
る必要がある。

例 1
例 2

ボディー・パーカッションを楽しもう

  演奏の工夫  演奏の工夫  演奏の工夫

例 3

例 4

例 5

音にはそれぞれ名前（音名）が付いていて，
コード・ネームには英語の音名を使う。

それぞれの音の上に，団子のように音を
２つ積み重ねる。これをトライアド（三和音）

のトライアドを鍵盤上で比べ
てみると，いちばん下の音と真ん中の音，
真ん中の音といちばん上の音の幅が違うこ
とが分かる。いちばん下の音と真ん中の音
の幅が広いのが「メイジャー・コード」，狭
いのが「マイナー・コード」である。

のトライアドのコード・ネームは，

次は４つの音からなるコードである。8

ルネサンス
140014001400

c.1398～1474（仏）

c.1410～c.97（フランドル）

G.d.マショー：《ノートル・ダム・ミサ曲》

F.ランディーニ：

オラトリオ《聖十字架上のキリストの７つの言葉》

ヴァイオリン協奏曲集《和声と創意の試み》第１集から〈四季〉／合奏協奏曲集《調和の霊感》

J.-B.リュリ

F.クープラン

L.v.ベートーヴェン
オペラ《青ひげ公の城》／バレエ音楽《中国の不思議な役人》／《弦楽器と打楽器とチェレスタのための音楽》

弦楽四重奏曲《5つの楽章》／ピアノ変奏曲

1881～1945（ハンガリー）1881～1945（ハンガリー）

1882～1971（露～米）

B.バルトーク

I.ストラヴィンスキー

A.ヴェーベルン

F.クライスラー

コード・ネームには英語の音名を使う。

それぞれの音の上に，団子のように音を
２つ積み重ねる。これをトライアド（三和音）

のトライアドを鍵盤上で比べ
てみると，いちばん下の音と真ん中の音，
真ん中の音といちばん上の音の幅が違うこ
とが分かる。いちばん下の音と真ん中の音
の幅が広いのが「メイジャー・コード」，狭
いのが「マイナー・コード」である。

のトライアドのコード・ネームは，

次は４つの音からなるコードである。8

ルネサンス

c.1398～1474（仏）

c.1410～c.97（フランドル）

《ノートル・ダム・ミサ曲》

F.ランディーニ：

オラトリオ《聖十字架上のキリストの７つの言葉》

ヴァイオリン協奏曲集《和声と創意の試み》第１集から〈四季〉／合奏協奏曲集《調和の霊感》

ヴァイオリン曲《中国の太鼓》《愛の喜び》《愛の悲しみ》《美しきロスマリン》1875～1962（墺～米）F.クライスラー
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C CI/DY D DI/EY E F

□
メイジャー

□7
セブン

□M7
メイジャー・セブン

□m
マイナー

□m7
マイナー・セブン

□n7
ディミニッシュ・セブン

□s4
サスフォー

□/○
オン・コード

Cコード

ベース音G

覚
え
て
お
き
た
い
コ
ー
ド

ギター/キーボード・コード表
ダイヤグラム　●…押さえる位置　×…弾かない弦　 ▼…ルート　 
┃セーハ…２本以上の弦を左手の人さし指などで押さえる　
１…人さし指　２…中指　３…薬指　４…小指　ダイヤグラムの下の数字…フレット番号

7th次は４つの音からなるコードである。

ルートの1オクターヴ上の音から全音下げた音を7thに使った場合，□

ルートの1オクターヴ上の音から半音下げた音を7thに使った場合，□

次は４つの音からなるコードである。
トライアドの上にルートから数えて7番

〉をさらに積み重ねたものを

　その他にもいろいろなコードがあるので，表記の意味を理解しよう。

7th

ルートの1オクターヴ上の音から全音下げた音を7thに使った場合，□

ルートの1オクターヴ上の音から半音下げた音を7thに使った場合，□

次は４つの音からなるコードである。
トライアドの上にルートから数えて7番

〉をさらに積み重ねたものを

　その他にもいろいろなコードがあるので，表記の意味を理解しよう。

ルートの1オクターヴ上の音から全音下げた音を7thに使った場合，□

ルートの1オクターヴ上の音から半音下げた音を7thに使った場合，□

次は４つの音からなるコードである。
トライアドの上にルートから数えて7番

〉をさらに積み重ねたものを

　その他にもいろいろなコードがあるので，表記の意味を理解しよう。
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FI/GY G GI/AY A AI/BY B

□7
セブン

□M7
メイジャー・セブン

□m
マイナー

□m7
マイナー・セブン

□n7
ディミニッシュ・
セブン

□
メイジャー

□s4
サスフォー

覚
え
て
お
き
た
い
コ
ー
ド

※ここに示したダイヤグラムは一例である。前後のコード進行により，別のポジションや指づかいで押さえることがある。
※ギターの実音は記譜されている音より１オクターヴ下。
キーボード ◉…伴奏の際ベース音に使う　●…和音の構成音

オペラ《ピーター・グライムズ》／《青少年のための管弦楽入門》／《戦争レクイエム》

《ラプソディー・イン・ブルー》／《パリのアメリカ人》／オペラ《ポーギーとベス》

ピアノ・ソナタ第７番 変ロ長調／バレエ音楽《ロメオとジュリエット》／子供のための物語《ピーターと狼》

オペラ《ヴォツェック》《ルル》／ヴァイオリン協奏曲

弦楽四重奏曲《5つの楽章》／ピアノ変奏曲

交響曲第５番 ニ短調／オラトリオ《森の歌》

ピアノ曲《即興曲》／ミサ曲 ト長調／オルガン，弦楽とティンパニのための協奏曲 ト短調

1925～2003（伊）

1930～96（日本）

1936～　（米）

バレエ音楽《火の鳥》《ペトルーシュカ》《春の祭典》

オペラ《青ひげ公の城》／バレエ音楽《中国の不思議な役人》／《弦楽器と打楽器とチェレスタのための音楽》

弦楽四重奏曲《5つの楽章》／ピアノ変奏曲

ヴァイオリン曲《中国の太鼓》《愛の喜び》《愛の悲しみ》《美しきロスマリン》

バレエ音楽《火の鳥》《ペトルーシュカ》《春の祭典》

オペラ《青ひげ公の城》／バレエ音楽《中国の不思議な役人》／《弦楽器と打楽器とチェレスタのための音楽》

弦楽四重奏曲《5つの楽章》／ピアノ変奏曲

　その他にもいろいろなコードがあるので，表記の意味を理解しよう。
（シックスス）：トライアドにルートから数えて6番目の音〈（シックスス）：トライアドにルートから数えて6番目の音〈

ヴァイオリン曲《中国の太鼓》《愛の喜び》《愛の悲しみ》《美しきロスマリン》

　その他にもいろいろなコードがあるので，表記の意味を理解しよう。
（シックスス）：トライアドにルートから数えて6番目の音〈（シックスス）：トライアドにルートから数えて6番目の音〈

　その他にもいろいろなコードがあるので，表記の意味を理解しよう。
（シックスス）：トライアドにルートから数えて6番目の音〈（シックスス）：トライアドにルートから数えて6番目の音〈

オペラ《ピーター・グライムズ》／《青少年のための管弦楽入門》／《戦争レクイエム》

《ラプソディー・イン・ブルー》／《パリのアメリカ人》／オペラ《ポーギーとベス》

ピアノ・ソナタ第７番 変ロ長調／バレエ音楽《ロメオとジュリエット》／子供のための物語《ピーターと狼》

オペラ《ヴォツェック》《ルル》／ヴァイオリン協奏曲

弦楽四重奏曲《5つの楽章》／ピアノ変奏曲

交響曲第５番 ニ短調／オラトリオ《森の歌》

ピアノ曲《即興曲》／ミサ曲 ト長調／オルガン，弦楽とティンパニのための協奏曲 ト短調

バレエ音楽《火の鳥》《ペトルーシュカ》《春の祭典》

オペラ《青ひげ公の城》／バレエ音楽《中国の不思議な役人》／《弦楽器と打楽器とチェレスタのための音楽》

弦楽四重奏曲《5つの楽章》／ピアノ変奏曲

ヴァイオリン曲《中国の太鼓》《愛の喜び》《愛の悲しみ》《美しきロスマリン》

iii

橋
はし
掛
がか
りと揚

あげ
幕
まく
：橋掛りは，役者の入退場の他，舞台の一部と

しても用いられる。揚幕は，橋掛りと鏡の間を仕切っている。

東京都渋谷区にある国立能楽堂の外観

地
じ
謡
うたい

囃
はや
子
し

鏡の間
ま
：役者が最終的な身支度を

整える場で，ここで面
おもて
もかける。

「見
けん
所
しょ
（客席）」から見た能舞台

国立能楽堂

舞台芸術 48ページ

パリ・オペラ座
（ガルニエ宮

きゅう

）

パリ・オペラ座の外観
オペラとバレエをテーマに描いたマ
ルク・シャガール（1887～1985）
の絵が取り付けられた客席の天

てん
井
じょう

幕
まく
間
あい
の休憩や歓談など社交の場

として使われる大廊下

シャンデリアと大理石で輝く大階段客席内部

オーケストラ・ピット：オペラやバレエな
どの公演の際，オーケストラが演奏する
場として設けられる。舞台と客席の間に
あり，客席よりも低くなっている。

パリ・オペラ座は，設計者のシャルル・ガルニエ（1825～1898）の名にちなんで「ガルニエ宮」とも呼ばれている。
1989年にはバスティーユに新しいオペラ座が造られ，ガルニエ宮での公演は一時期バレエと管弦楽に限られて
いたが，近年ではオペラも上演されている。バレエの《ボレロ》（→P.132）が初演された場所でもある。

iv

14 15

（P.107～109） （P.114・115）

音楽を学習するうえで必要となる基礎的知識や，教科書中の学習活動をサポートするコーナーを
設け，生徒たちの表現と鑑賞の能力が深まり，また興味をもって主体的に学習できるようにしました。
多くの生徒たちにとって「音楽を学ぶ」機会が音楽Ⅰで終わってしまうという実情を踏まえ，卒業後
も手元に残しておきたいと思える教科書になるよう資料を豊富に取りそろえました。

「ヴォイス・トレーニング」「ソルフェージュ」「楽典」などを取り上げ，音楽の基礎的な能力の定着を
図ることができるようにしました。また，「指揮にチャレンジ」では，創意工夫して表現する能力を
高めることもできます。

「日本音楽の流れ」「西洋音楽の流れ」を簡潔にまとめて示し，鑑賞する際にも歴史的背景を知ることができるよ
うにしました。また，「郷土の民謡と芸能」「日本の歌謡曲～J-POPの歴史」においても，その歴史や背景を知
って親しむことができるようにしました。

（P.12・13） （P.144～147）（P.121）

（P.126～129） （P.104・105）

生涯にわたって音楽への愛好心を育むことができるように，さまざまな音楽に接する際の切り口を多
様な観点から示しました。

表現や鑑賞と一体化しているページを含め，これまで紹介した資料の他にも，教科書中の学習
活動をサポートするとともに生涯のテキストとしても活用できる資料を豊富に取りそろえました。

（P.48・49）

（P.55）

（P.148・149）

（P.51）

（口絵ⅴ）

（P.57）

（P.106）

（P.150・151）

（P.152・153） （口絵ⅲ・ⅳ）

（P.11）

資料
基礎・基本の力

歴史

音楽の楽しみ

その他のテキスト
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年間指導計画例

学　
習　
指　
導　
要　
領（
抜
粋
）

芸術科の目標 芸術の幅広い活動を通して，生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，芸術の諸能力を伸ばし，芸術文化についての理解を深め，豊かな情操を養う。 科目の目標 音楽の幅広い活動を通して，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし，音楽文化についての理解を深める。

内　容
Ａ　表　現
表現に関して，次の事項を指導する。
⑴ 歌唱
ア 　曲想を歌詞の内容や楽曲の背景とかかわらせて感じ取り，イメージをもって歌うこと。
イ　曲種に応じた発声の特徴を生かし，表現を工夫して歌うこと。
ウ　様々な表現形態による歌唱の特徴を生かし，表現を工夫して歌うこと。
エ　音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの働きを感受して歌うこと。
⑵ 器楽
ア　曲想を楽曲の背景とかかわらせて感じ取り，イメージをもって演奏すること。
イ　楽器の音色や奏法の特徴を生かし，表現を工夫して演奏すること。
ウ　様々な表現形態による器楽の特徴を生かし，表現を工夫して演奏すること。
エ　音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの働きを感受して演奏すること。

⑶ 創作
ア  　音階を選んで旋律をつくり，その旋律に副次的な旋律や和音などを付けて，イメージ

をもって音楽をつくること。
イ   　音素材の特徴を生かし，反復，変化，対照などの構成を工夫して，イメージをもって

音楽をつくること。
ウ 　音楽を形づくっている要素の働きを変化させ，イメージをもって変奏や編曲をすること。
エ　音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの働きを感受して音楽をつくること。
Ｂ　鑑　賞
鑑賞に関して，次の事項を指導する。
ア 　声や楽器の音色の特徴と表現上の効果とのかかわりを感じ取って鑑賞すること。
イ 　音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの働きを感受して鑑賞すること。
ウ 　楽曲の文化的・歴史的背景や，作曲者及び演奏者による表現の特徴を理解して鑑賞すること。
エ　我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴を理解して鑑賞すること。

内容の取扱い
⑴  　内容のＡ及びＢの指導に当たっては，中学校音楽科との関連を十分に考慮し，それぞ

れ特定の活動のみに偏らないようにするとともに，Ａ及びＢ相互の関連を図るものとする。
⑵  　生徒の特性等を考慮し，内容のＡの⑶のア，イ又はウのうち一つ以上を選択して扱う

ことができる。
⑶  　内容のＡの指導に当たっては，生徒の特性等を考慮し，視唱と視奏及び読譜と記譜の

指導を含めるものとする。
⑷  　内容のＡの指導に当たっては，我が国の伝統的な歌唱及び和楽器を含めて扱うように

する。また，内容のＢのエとの関連を図るよう配慮するものとする。
⑸  　内容のＡの⑶の指導に当たっては，即興的に音を出しながら音のつながり方を試すなど，

音を音楽へと構成することを重視するとともに，作品を記録する方法を工夫させるもの
とする。

⑹  　内容のＢの指導に当たっては，楽曲や演奏について根拠をもって批評する活動など
を取り入れるようにする。

⑺  　内容のＡ及びＢの教材については，地域や学校の実態等を考慮し，我が国や郷土の
伝統音楽を含む我が国及び諸外国の様々な音楽から幅広く扱うようにする。また，Ｂ
の教材については，アジア地域の諸民族の音楽を含めて扱うようにする。

⑻  　音や音楽と生活や社会とのかかわりを考えさせ，音環境への関心を高めるよう配慮
するものとする。また，音楽に関する知的財産権などについて配慮し，著作物等を尊
重する態度の形成を図るようにする。

月 領域（分野）／
配当時間 題材名 題材のねらい

学習指導要領　内容の指導事項

主な教材
題材の指導内容と学習活動A表現 B鑑賞 音楽を形づくっている

要素
内容の
取扱い歌　唱 器　楽 創　作 主な指導内容 主な学習活動ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ

４
５
６
７

表現（歌唱）／
６時間

正しい発声法を身に付け
よう

姿勢や呼吸法，発声法に気を付けて，
楽曲の特徴を感じ取り，イメージをも
って歌う

● ● ● ● 音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱

⑶ 校歌／ Ave Maria ／翼をください／
少年時代／夏の思い出／虫のこえ／
小さな空／冬景色

・姿勢や身体の使い方，呼吸法，発声法など
・曲想と歌詞の内容とのかかわり
・声の音色や強弱，旋律の特徴などを生かした表現

・姿勢や身体の使い方，呼吸法，発声法などに気を付けて歌う
・曲想と歌詞の内容がどのようにかかわっているかを感じ取る
・自分なりのイメージをもって，声の音色や強弱，旋律の特徴などを生かして歌う

表現（器楽）／
２時間

ボディー・パーカッション
に挑戦しよう

音色や奏法の特徴を生かし，表現を
工夫してアンサンブルの喜びを味わう

● ● ● ● 音色，リズム，速度，
強弱，構成

⑶ Plymouth Rock
ソルフェージュ

・ボディー・パーカッションの音色の工夫
・アンサンブルにおける自分の役割にふさわしい表現方法

・ボディー・パーカッションの音色を工夫しながら演奏する
・共通のイメージをもって，アンサンブルにふさわしい表現を心がける

表現（器楽）／
４時間

表現を工夫してリコーダ
ーを演奏しよう

リコーダーの音色や奏法の特徴を生
かし，表現を工夫して演奏する

● ● ● ● 音色，リズム，速度，
旋律，強弱，構成

⑶ 見上げてごらん夜の星を／ C-a-f-f-e-e
／ボレロ／ザナルカンドにて／
Now Is The Month Of Maying

・リコーダーの音色や奏法の特徴
・ 音色，リズム，旋律，強弱など，音楽を形づくっている要素

の知覚と，それらの働きの感受

・リコーダーの特徴を理解し，基礎的な奏法を身に付け，音色や奏法の特徴を生かして演奏する
・ 音色，リズム，旋律，強弱など，音楽を形づくっている要素とそれらの働きを理解し，表現

を工夫して演奏する
表現（歌唱），
鑑賞／８時間

ミュージカル・ナンバー
を歌おう

あらすじや物語の背景，歌詞の内容，
登場人物の心情などを理解し，楽曲
に合うように表現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● 音色，リズム，速度，
旋律，強弱

⑴，⑶ 歌唱：レット・イット・ゴー〜ありのまま
で／ Memory ／ Oh Happy Day
鑑賞：映画『アナと雪の女王』／ミュ
ージカル《キャッツ》／映画『天使にラ
ブ・ソングを2』

・曲想と歌詞の内容や楽曲の背景とのかかわり
・楽曲に対するイメージをもつことと表現の工夫
・ ミュージカルや映画などの鑑賞を通した，音楽の多様性やそ
のよさの理解

・曲想と歌詞の内容や楽曲の背景がどのようにかかわっているかを感じ取る
・自分なりのイメージをもち，楽曲に合うように表現を工夫する
・ 音楽的な要素とそれ以外の要素がどのようにかかわり合っているかを感じ取る

鑑賞／６時間 音色の特徴と表現上の
効果とのかかわりを感じ
取ろう

声や様々な楽器によって生み出され
る響きを聴くとともに，文化的・歴史
的背景や作曲者及び演奏者による表
現の特徴を理解し，意見交換などを
通してより深く学ぶ

● ● ● 音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱，形式，構成

⑹ 組曲《動物の謝肉祭》／バレエ音楽《ボ
レロ》／交響曲第９番《合唱付き》／
ピアノによるさまざまな表現効果を聴
き取ろう／〈さくら〉（武満徹 編曲）／
モーツァルトの生涯と作品をたどろう

・声や様 な々楽器の音色の特徴と表現上の効果とのかかわり

・音楽を形づくっている要素の知覚と，それらの働きの感受
・ 楽曲の文化的・歴史的背景や，作曲者及び演奏者による表

現の特徴

・ 楽曲の鑑賞を通して，声や様々な楽器の音色の特徴と表現上の効果とのかかわりを感じ取
る

・音楽を形づくっている要素とそれらの働きを理解する
・楽曲の文化的・歴史的背景や，作曲者及び演奏者による表現の特徴を理解する
・鑑賞した後に，感じ取ったことなどをまとめて発表し合い，理解を深める

9
10
11
12

表現（歌唱）／
４時間

表現を工夫して合唱をし
よう

各パートの役割を意識し，表現を工
夫して合唱の喜びを味わう

● ● ● ● 音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱，構成

⑶ 花／見上げてごらん夜の星を／故郷
／荒野の果てに

・各パートの音の重なり方や全体の調和

・楽曲にふさわしい表現方法

・ 一人一人が主体的，積極的に歌い，各パートの役割やハーモニーを意識して合唱の喜びを
味わう

・共通のイメージをもって，楽曲にふさわしい表現を心がける
表現（歌唱，器楽）
／６時間

表現を工夫してギターを
演奏しよう

ギターの音色や奏法の特徴を生かし，
表現を工夫して演奏するとともに，歌
いながら弾けるようにする

● ● ● ● ● ● ● ● 音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱

⑶ 第三の男のテーマ／なごり雪／デイ・
ドリーム・ビリーバー

・ギターの音色や奏法の特徴
・ 音色，リズム，旋律，強弱など，音楽を形づくっている要素

の知覚とそれらの働きの感受

・ギターの音色や奏法の特徴を生かして演奏する
・ 音色，リズム，旋律，強弱など，音楽を形づくっている要素とそれらの働きを理解し，表現

を工夫して演奏する
表現（歌唱），
鑑賞／８時間

日本や外国の歌曲に親し
み，独唱に挑戦しよう

曲想を感じ取り，発声やフレーズな
どを工夫しながら，独唱にふさわし
い表現をする
楽曲の文化的・歴史的背景や，作曲
者及び演奏者による表現の特徴を理
解する

● ● ● ● ● ● ● 音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱，構成

⑴，⑶，
⑹

歌唱：ソルフェージュ／ Caro mio 
ben ／ハバネラ／ 闘 牛 士の歌 ／
Heidenröslein（ヴェルナー，シュー
ベルト）／ Ich liebe dich ／むこうむ
こう／この道
鑑賞：オペラ《カルメン》／オペラ《フィ
ガロの結婚》／舞台芸術（P.48）

・姿勢や身体の使い方，呼吸法，発声法など
・曲想と歌詞の内容や楽曲の背景とのかかわり
・歌と伴奏それぞれの役割
・ 楽曲の文化的・歴史的背景や，作曲者及び演奏者による表

現の特徴
・声や楽器の音色の特徴と表現上の効果とのかかわり

・姿勢や身体の使い方，呼吸法，発声法などに気を付けて歌う
・ 曲想と歌詞の内容や楽曲の背景がどのようにかかわっているかを感じ取る
・歌と伴奏それぞれの役割をよく理解して独唱する
・ 楽曲の文化的・歴史的背景や，作曲者及び演奏者による表現の特徴を理解する

・ 演奏者による表現の違いなどについて，鑑賞後に批評文を書いたり感想を述べ合ったりする

表現（器楽，創作），
鑑賞／ 6時間

和楽器に親しみ，音階
を選んで旋律をつくろう

和楽器の音色や奏法の特徴を生かし，
表現を工夫して演奏したり，日本の
伝統音楽を鑑賞したりする
つくりたい曲のイメージに合った音階
を選んで旋律をつくる

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
形式，構成

⑴，⑵，
⑶，⑷，
⑸，⑹，
⑺

器楽：太鼓／篠笛／三線／三味線
／箏 から適宜選曲
創作：音階を選んで旋律をつくろう
鑑賞：箏曲《みだれ》／尺八曲《鹿の
遠音》

・和楽器の音色や奏法の特徴
・音階の特徴を生かした旋律の創作
・ 日本の伝統音楽における楽器の音色の特徴と表現上の効果
とのかかわり

・和楽器の音色や奏法の特徴を生かして演奏する
・音階による雰囲気の違いを感じ取り，つくりたい曲のイメージに合った旋律をつくる
・ 日本の伝統音楽における楽器の音色の特徴と表現上の効果とのかかわりを感じ取り，鑑賞

後に批評文を書いたり感想を述べ合ったりする

表現（歌唱），
鑑賞／ 4時間

能や謡に親しもう 能の表現の特徴や文化的・歴史的背
景を理解し，表現を工夫して謡う

● ● ● ● ● ● ● ● 音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，強弱

⑴，⑶，
⑷

歌唱：謡に親しもう
鑑賞：能《道成寺》／舞台芸術（P.48）

・謡の発声や歌唱法の特徴を生かした表現
・能の表現の特徴や文化的・歴史的背景

・謡の発声や歌唱法について学習し，表現を工夫して謡う
・ 能の表現の特徴や文化的・歴史的背景を理解し，そのよさや美しさなどを味わって鑑賞する

表現（歌唱，創作）
／２時間

発音や発声などを工夫し
て声によるアンサンブル
をつくろう

オノマトペのもつリズム感やアクセント
を生かしてアンサンブルをつくり，表
現を工夫して演奏する

● ● ● ● 音色，リズム，速度，
テクスチュア，強弱，
構成

⑴，⑵，
⑸，⑻

オノマトペでリズムをつくろう／オノマ
トペでアンサンブルをつくろう

・ オノマトペのもつリズム感やアクセントの特徴を生かしたアン
サンブルの創作

・アンサンブルにおける自分の役割にふさわしい表現方法

・ オノマトペのもつリズム感やアクセントの特徴を生かし，パートの組み合わせ方などを工夫し
てグループによるアンサンブルをつくる

・共通のイメージをもって，アンサンブルにふさわしい表現を心がける

１
２
３

表現（歌唱）／
４時間

表現を工夫して合唱やア
ンサンブルをしよう

各パートの役割を意識し，表現を工
夫して合唱やアンサンブルの喜びを
味わう

● ● ● ● 音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱，構成

⑶ 序曲／サザエさん／ Oh Happy Day ／
願い／ぼくは ぼく／夢みたものは……／
Now Is The Month Of Maying

・各パートの音の重なり方や全体の調和

・楽曲にふさわしい表現方法

・ 一人一人が主体的，積極的に歌い，各パートの役割やハーモニーを意識して合唱やアンサ
ンブルの喜びを味わう

・共通のイメージをもって，楽曲にふさわしい表現を心がける
表現（器楽），
鑑賞／６時間

サンバやジャズに親しも
う

サンバやジャズの特徴を感じ取り，
楽曲を演奏する
ジャズの文化的・歴史的背景や，演
奏者による表現の特徴を理解する

● ● ● ● ● ● ● 音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱，構成

⑴，⑶，
⑺

器楽：Brazil ／枯葉
鑑賞：枯葉

・ サンバやジャズを形づくっている要素及び奏法の知覚と感受
・各パートの音の重なり方や全体の調和

・ ジャズの文化的・歴史的背景や，演奏者による表現の特徴

・リズムや強弱など，サンバやジャズを形づくっている要素及び奏法について理解する
・ 一人一人が主体的，積極的に演奏し，各パートの役割やハーモニーを意識してアンサンブ

ルの喜びを味わう
・ ジャズの文化的・歴史的背景や演奏者による表現の特徴を理解し，そのよさや美しさを味わ
って鑑賞する

表現（歌唱），
鑑賞／４時間

世界の諸民族の音楽に
親しもう

世界の諸民族の音楽における声や楽
器の音色の特徴をとらえ，多様な表
現による音楽美を感じ取って鑑賞す
る

● ● ● ● ● ● ● 音色，リズム，速度，
旋律，テクスチュア，
強弱，形式，構成

⑴，⑶，
⑹，⑺，
⑻

歌唱：京畿道アリラン／ホルディ
リディア
鑑賞：世界の諸民族の音楽（P.62〜
65）に掲載されている音楽など

・楽曲の特徴を生かした歌唱表現

・ それぞれの国や地域の音楽の特徴，曲想と音楽を形づくっ
ている要素とのかかわり，文化的・歴史的背景

・ それぞれの国や地域の音楽の多様な表現による音楽美の感
受

・ アリランとヨーデルの声の音色，リズム，旋律などの特徴を感じ取り，曲に合うように歌声を
工夫する

・ それぞれの国や地域の音楽の特徴，曲想と音楽を形づくっている要素とのかかわり，文化的・
歴史的背景を理解して鑑賞する

・ それぞれの国や地域の音楽の共通点や相違点に着目し，多様な表現による音楽美について
感想を述べ合う



※紙面はサンプルです。文章やデザインは変更になる場合があります。
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観点 教科書の特色

範
囲

⃝ 取り扱う内容の範囲は，学習指導
要領の目標及び内容によっているか。

⃝ 多様なジャンルから精選された教材によって必要な内容が十分に扱われており，音楽
科の目標を達成するという観点から極めて適切なものとなっている。

程
度

⃝ 教材は生徒の心身の発達段階や
生徒の能力の実態に適応してい
るか。

⃝ 歌唱教材においては，生徒の心情的な発達段階に応じた楽曲が取り上げられている。器
楽教材においては，各学校の実態や生徒の習熟度に応じた楽曲が取り上げられている。
また，鑑賞教材についても同様の扱いがなされている。

内
容

⃝ 「音楽を形づくっている要素」が
学習を進めるうえで適切に扱わ
れているか。

⃝ 表現及び鑑賞に共通する指導内容として「音楽を形づくっている要素」に関する学習が
示されており，その考え方の具体的なヒントとなる「音楽を鑑賞する際に」が掲載され
ている。

⃝ 教材の選択及び扱いは，学習指
導を進めるうえで適切であるか。

⃝ 基礎的・基本的な内容を学習する
うえで適切であるか。

⃝ 説明文やイラスト，写真などは，
学習を進めるうえで適切であるか。

⃝ 生徒が興味・関心をもって，主体的・
創造的な学習活動に取り組める
よう工夫されているか。

⃝ 我が国の音楽や音楽文化に対す
る配慮がなされているか。

⃝ 幅広く変化に富んだ学習活動を行うことのできる教材が用意されており，生徒が興味・
関心をもって意欲的に学習を進めることができるよう配慮されている。

⃝ 教材の内容に関連して，基礎的・基本的な内容を学習できる参考資料が掲載されている。また，
ページ間にリンクが張られており，確実に学習活動を進められるよう配慮されている。

⃝ 楽曲中の音楽用語の意味やリコーダーの派生音の運指が同一ページに表示されており，
学習効率が上がるよう工夫されている。

⃝ 説明文は平易な文章で書かれており，その配置も工夫されている。
⃝ イラスト，写真の取り上げ方もアイディアにあふれ，音楽的感性を育成しながら知的

理解を深められるよう配慮されている。
⃝ 生徒が自ら主体的に学習活動を進められるように，各教材に学習内容や活動のポイン

トが明確に示されている。
⃝ 創作の活動においては，生徒の能力に応じて創造的に進められるよう配慮されている。
⃝ 鑑賞の活動においては，日本独自の文化の中で育まれてきた音楽の特徴を感じ取るこ

とができるよう配慮されている。器楽の活動においては，各学校の実態に応じて取り
組めるよう5種類の和楽器が取り上げられている。また，音楽的側面からだけではなく，
文化的側面からも捉えられるよう配慮されている。

構
成

⃝ 小学校，中学校における学習内
容との系統性，一貫性について
配慮されているか。

⃝ 各学校や生徒の実態に応じた学
習指導計画を立てられるよう配
慮がなされているか。

⃝ 小学校，中学校の義務教育における音楽科の目標の上に立った内容の教科書となっている。
⃝ 歌い継いでいきたい日本の歌を「心の歌」と題して小学校，中学校から一貫して取り上

げており，日本の歌に対する配慮がなされている。
⃝ 各教材に示された学習内容や活動のポイント，歌唱・器楽の「ジャンル別MAP」などにより，

各学校や生徒の実態に応じた学習指導計画を立てられるよう配慮されている。
⃝ 表現教材と鑑賞教材の関連が図られており，分野を通じた題材設定がしやすいよう配

慮されている。

⃝教材の配列は適切であるか。 ⃝学習指導要領の内容に即した教材が配列されている。
⃝ 表現教材と鑑賞教材の関連が図られており，さらにページ間に張られたリンクによって，

理解を深めたり関連付けたりできるよう随所に工夫がなされている。

⃝ 教材の分量は適切であるか。 ⃝ 豊富な分量が扱われており，各学校や生徒の実態に応じて柔軟な対応ができるよう配
慮されている。

人
権

⃝ 人権教育，国際理解，情報，環
境などに配慮されているか。

⃝ 全体を通して，人権教育に対する適切な配慮がなされている。また，諸外国の文化に
対する理解を深めることができるという点についても配慮がなされている。

⃝ 音楽に関する知的財産権について「ルールを守って音楽を楽しもう」が掲載されており，
生徒にとって分かりやすく説明されている。

体
裁

⃝ 全体の体裁は教科書として適切
であるか。

⃝印刷，製本などは適切であるか。

⃝ ユニバーサルデザインへの配慮が
なされているか。

⃝ A4変型判で楽譜が見やすく，紙面のレイアウトも統一感があり，教科書として適切な
ものとなっている。

⃝ 表紙や扉からも音楽に対するメッセージが感じられる体裁となっている。
⃝ 全ページにわたって美しいカラー刷りとなっており，楽譜，文字，イラスト，写真な

どが鮮明に印刷されている。
⃝製本は長期の使用に十分耐える堅牢なものとなっている。
⃝ 再生紙を使用し，リサイクル可能な表紙加工を施すなど，環境に十分な配慮がなされ

ている。
⃝ 全体に区別しやすい配色を用いながら必要に応じて形状や濃度を違えるなど，確実に

識別できるよう配慮されている。

　　　

指導書について

•	「Ich	liebe	dich」は直訳す
ると「私はあなたを愛す」
だが，詩は「私たち２人を
守り支えてください」と神
に祈る内容である。厳かに
温かい気持ちで歌う。
•	３〜４小節は１〜２小節よ
り１音上がっており，情感
の穏やかな高まりを感じな
がら歌う。
•	 29 〜 31 小節では，音高
や和音の変化を感じるとと
もに，30 〜 31 小節の音
価が拡大されていることに
注目し，願いの気持ちの高
まりを表現して歌う。
•	原語で歌う場合は，朗読や
リズム読みの練習をし，滑
らかに発音できるようにし
てから歌う。
•	原語歌詞についているカタ
カナはガイド的なものな
ので，添付のCD（指導用
CD	トラック○○）の朗読
や歌唱を参考にする。

学習指導案例①「ドイツ歌
曲に親しもう〜《Ich liebe 
dich》の 魅 力 を 探 る 〜」
→P.○○

指導のポイント

　1795年頃に作曲され，1803年に出版された。ベートーヴェンの歌曲の中でもよく親しまれており，その旋律はシ
ンプルで素朴ながらも優しい叙情性にあふれている。ヘロゼーの原詩は３節あったが，ベートーヴェンは第２節から
作曲をしている。原題は《Zärtliche Liebe 優しき愛》。
■カール・フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘロゼー Karl Friedrich Wilhelm Herrosee 1754 〜 1821：詳細不明。
■藤田圭雄　1905 〜 1999：東京生まれ。1930年，早稲田大学独文科卒業。児童文学評論家。
■ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven 1770 〜 1827：ドイツのボンで生まれ，オースト
リアのウィーンで活躍した。ボンではネーフェ（1748 〜 1798）から音楽の基礎を学び，ウィーンではハイドンやサリエー
リ（1750 〜 1825）のもとで学んだ。レッスン，演奏会，後援者による援助，出版などから得た収入で自立した活動
をした初めての作曲家である。26歳頃にはすでに耳疾が始まっており，1802年，弟宛てに「ハイリゲンシュタット
の遺書」を書くが，そこからは病を乗り越えて作曲を続けるという，彼の芸術家としての使命感を読み取ることがで

楽曲について

指導のポイント

•	　　の部分の原語歌詞は，
子音の前に，母音を軽く言
い直すつもりで歌う。

〔例〕

•	子音を前に出して発音し，
音符と母音のタイミングを
合わせるようにする。

〔例〕

指導のポイント

•	左手で響きを支えながら，
和音の変化を感じたり，曲
の中に表れるⅤ→Ⅰの動き
に注意したりして弾く。
•	9 〜 10小節目は右手の上
声部をよく聞かせるように
する。
•	35小節目の右手のソプラ
ノは運指を工夫してレガー
トで弾く。

伴奏のポイント

きる。19年には難聴になっていたと思われ，彼が用いた会話帳は400冊にも及ぶ。
　彼の創作活動は，３つの時期に分けることができる。初期は02年頃までで，この時期の作品では，４楽章構成やコー
ダの拡大，楽章構成にスケルツォを配置するなど，ハイドンやW.A.モーツァルトの影響を受けつつも，形式面での
拡大が試みられている。中期は14年頃までで，この時期，ベートーヴェンの作風は劇的なものへと変化した。この
頃の交響曲では，主題労作によって各楽章が展開されている。後期はおおよそ15年以降であり，その様式には，ロ
マン派の精神と共通する傾向がみられ，作品の中に対位法をしばしば取り入れるなどの特徴がある。
　それらを総じて，彼の音楽は単に古典派の枠を拡大しただけでなく，作品に崇高な精神性をもたらしたということ
ができる。

の演奏例
原調：ト長調

60 61

Ich liebe dich （君を愛す）
カール・フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘロゼー 作詞／藤田圭雄 日本語詞／ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 作曲

このドイツ語の歌詞は，ヘロゼー（1754～1821）による『Zärtliche Liebe（優しき愛）』を原詩としている。歌詞の最初の部分から，《Ich 
。るあでつ一の品作るれわ歌くよも最日今，で中の曲歌の）7281～0771（ンェヴートーベ。い多がとこるれば呼と）す愛を君（》hcid ebeil

Andante：ゆっくり歩くような速さで

ドイツ語の歌を歌おう56ページ 原語歌詞の意味56ページ

深い音色で

跳躍音程に注意して，
滑らかに歌う

音高を正確に

深い「u」の発音で

跳躍音程に注意

跳
躍
音
程
に
注
意

フレーズのまとまりを意識して

間奏と呼応して

Ich, dich, michの「ch」は，
次の単語の直前に発音する

装飾音符は単なる飾りの役割だけでなく，
その音符が掛留音であることを示すことが
ある。特にフレーズの終わりでは掛留音を
しっかり取り入れて長い音価で演奏するこ
とが多い。

跳躍音程に注意

音高を正確に

(7)

(24)

※紙面はサンプルです。文章やデザインは変更になる場合があります。

•	「Ich	liebe	dich」は直訳す
ると「私はあなたを愛す」
だが，詩は「私たち２人を
守り支えてください」と神
に祈る内容である。厳かに
温かい気持ちで歌う。
•	３〜４小節は１〜２小節よ
り１音上がっており，情感
の穏やかな高まりを感じな
がら歌う。
•	 29 〜 31 小節では，音高
や和音の変化を感じるとと
もに，30 〜 31 小節の音
価が拡大されていることに
注目し，願いの気持ちの高
まりを表現して歌う。
•	原語で歌う場合は，朗読や
リズム読みの練習をし，滑
らかに発音できるようにし
てから歌う。
•	原語歌詞についているカタ
カナはガイド的なものな
ので，添付のCD（指導用
CD	トラック○○）の朗読
や歌唱を参考にする。

学習指導案例①「ドイツ歌
曲に親しもう〜《Ich liebe 
dich》の 魅 力 を 探 る 〜」
→P.○○

指導のポイント

　1795年頃に作曲され，1803年に出版された。ベートーヴェンの歌曲の中でもよく親しまれており，その旋律はシ
ンプルで素朴ながらも優しい叙情性にあふれている。ヘロゼーの原詩は３節あったが，ベートーヴェンは第２節から
作曲をしている。原題は《Zärtliche Liebe 優しき愛》。
■カール・フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘロゼー Karl Friedrich Wilhelm Herrosee 1754 〜 1821：詳細不明。
■藤田圭雄　1905 〜 1999：東京生まれ。1930年，早稲田大学独文科卒業。児童文学評論家。
■ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven 1770 〜 1827：ドイツのボンで生まれ，オースト
リアのウィーンで活躍した。ボンではネーフェ（1748 〜 1798）から音楽の基礎を学び，ウィーンではハイドンやサリエー
リ（1750 〜 1825）のもとで学んだ。レッスン，演奏会，後援者による援助，出版などから得た収入で自立した活動
をした初めての作曲家である。26歳頃にはすでに耳疾が始まっており，1802年，弟宛てに「ハイリゲンシュタット
の遺書」を書くが，そこからは病を乗り越えて作曲を続けるという，彼の芸術家としての使命感を読み取ることがで

楽曲について

指導のポイント

•	　　の部分の原語歌詞は，
子音の前に，母音を軽く言
い直すつもりで歌う。

〔例〕

•	子音を前に出して発音し，
音符と母音のタイミングを
合わせるようにする。

〔例〕

指導のポイント

•	左手で響きを支えながら，
和音の変化を感じたり，曲
の中に表れるⅤ→Ⅰの動き
に注意したりして弾く。
•	9 〜 10小節目は右手の上
声部をよく聞かせるように
する。
•	35小節目の右手のソプラ
ノは運指を工夫してレガー
トで弾く。

伴奏のポイント

きる。19年には難聴になっていたと思われ，彼が用いた会話帳は400冊にも及ぶ。
　彼の創作活動は，３つの時期に分けることができる。初期は02年頃までで，この時期の作品では，４楽章構成やコー
ダの拡大，楽章構成にスケルツォを配置するなど，ハイドンやW.A.モーツァルトの影響を受けつつも，形式面での
拡大が試みられている。中期は14年頃までで，この時期，ベートーヴェンの作風は劇的なものへと変化した。この
頃の交響曲では，主題労作によって各楽章が展開されている。後期はおおよそ15年以降であり，その様式には，ロ
マン派の精神と共通する傾向がみられ，作品の中に対位法をしばしば取り入れるなどの特徴がある。
　それらを総じて，彼の音楽は単に古典派の枠を拡大しただけでなく，作品に崇高な精神性をもたらしたということ
ができる。

の演奏例
原調：ト長調

60 61

Ich liebe dich （君を愛す）
カール・フリードリヒ・ヴィルヘルム・ヘロゼー 作詞／藤田圭雄 日本語詞／ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 作曲

このドイツ語の歌詞は，ヘロゼー（1754～1821）による『Zärtliche Liebe（優しき愛）』を原詩としている。歌詞の最初の部分から，《Ich 
。るあでつ一の品作るれわ歌くよも最日今，で中の曲歌の）7281～0771（ンェヴートーベ。い多がとこるれば呼と）す愛を君（》hcid ebeil

Andante：ゆっくり歩くような速さで

ドイツ語の歌を歌おう56ページ 原語歌詞の意味56ページ

深い音色で

跳躍音程に注意して，
滑らかに歌う

音高を正確に

深い「u」の発音で

跳躍音程に注意

跳
躍
音
程
に
注
意

フレーズのまとまりを意識して

間奏と呼応して

Ich, dich, michの「ch」は，
次の単語の直前に発音する

装飾音符は単なる飾りの役割だけでなく，
その音符が掛留音であることを示すことが
ある。特にフレーズの終わりでは掛留音を
しっかり取り入れて長い音価で演奏するこ
とが多い。

跳躍音程に注意

音高を正確に

(7)

(24)

【指導書の構成】

研究資料編
年間指導計画例とそれに対応した題材ごとの評価規準例，学習指導案例などを複数掲載しています。
授業を多角的にサポートする資料を掲載しています。
ソルフェージュの補充教材を掲載しています。
音楽史や楽典などに関するEXERCISEを掲載しています。

楽譜資料編
歌唱教材の伴奏譜の他，移調譜や別の編曲なども随時取り上げ，指導の便宜を図っています。

指導用CD
歌唱と器楽教材の模範演奏，カラピアノ，合唱曲のパート別演奏（一部）などを収録しています。
また，イタリア歌曲とドイツ歌曲は原語歌詞の朗読も収録しています。

鑑賞用CD
厳選した鑑賞教材（一部）を収録しています。

◆指導のポイントと楽曲解説をまとめた紙面

検討の観点別に見た特色



見　本
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※環境に配慮した紙を使用しています。

別売準拠DVDについて
　教科書に掲載されている「世界の諸民族の音楽」の授業展開を強力に
サポートするDVDを販売しています。「日本の伝統芸能編」は日本音楽
史の授業に最適です。

民族編
　⃝DVD1枚／収録時間146分　
　⃝定価（18,000円+消費税）　
　⃝38カ国，全59曲を収録
　⃝民族音楽研究家，江波戸昭先生の解説付き

日本の伝統芸能 編
　⃝DVD1枚／収録時間126分　
　⃝定価（18,000円+消費税）
　⃝日本を代表する伝統芸能（雅楽，琵琶楽，能楽，文楽，歌舞伎）
 の成り立ちと魅力を，映像を通して紹介
　⃝鑑賞演目は副音声解説付き

●本　　社 〒171-0051　東京都豊島区長崎1-12-15 TEL.03-3957-1175（代）

●中部支社 〒460-0024　名古屋市中区正木4-8-7 れんが橋ビル8F TEL.052-678-3151（代）

●関西支社 〒540-0003　大阪市中央区森ノ宮中央1-14-17-601 TEL.06-6943-7245（代）

●西部支社 〒751-0808　下関市一の宮本町2-7-14 TEL.083-256-4747（代）

株式会社 教育芸術社

ホームページ　http://www.kyogei.co.jp/


